
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「先輩……ね、先輩。起きてくださーい。可愛かわいい後輩のお願いですよー」

　耳元で囁ささやきかけてくる、こそばゆい声。

　普段使っている目覚ましよりよっぽど高性能なそれに、俺はぱちりと目を覚ます。

「あ、起きました？　ふふ、そんなにわたくしとお話ししたかったんですか？」

　目の前にいたのは、俺の可愛い後輩──大おお町まち花か楽らだった。

　花楽はやたら艶っぽい微笑ほほえみを向け、俺の頬ほおを指で突っついてくる。

「お疲れかとも思ったんですが、なんだか寂しくて。ご迷惑でしたか？」

「ご迷惑なわけないだろ。花楽にだったら、いつどこで起こされたって構わないさ」

「きゃっ。嬉うれしいセリフです。さすが先輩です。では、ピロートーク……ですねっ」

　ピロートーク──枕元で交わす会話。

　なんらおかしな言葉ではなかった。

　俺と花楽はいま同じベッドに横たわっており、頭の下にはちゃんと枕がある。

　付け加えて言うなら、花か楽らは裸にワイシャツ一枚だけを羽織った扇せん情じよう的な格好をしていたが……これもおかしくはない。経緯はよく覚えていないが、とにかくおかしくはない。

　そういえば花楽が着ているワイシャツって……あれ、俺のだっけ？

　なんか花楽の身体からだの向こうに脱ぎ散らかしたような女性の下着が見えるけど……ふむ？

「感想戦でもします？」

「ごめん。正直に言うと、あんまり覚えてない」

「あはは。夢中でしたものね、先輩っ」

　花楽は無邪気に笑いつつも、恥ずかしさがあるのか頬ほおを少し赤らめていた。

　その手が自身の胸元を撫なでたので、思わず俺も目で追ってみる。

　……ワイシャツの前ボタン、留まってなくない？　胸の膨らみがよく見えるや。

「先輩、見すぎですよ？　さっきまであんなに見ていたのに、まだ足りないんですか？」

「足りない気がする」

「もう、先輩ってば正直すぎます。もしかしてまだ寝ぼけてます？」

「なのかな……記憶がおぼろげっていうか、夢でも見ているような」

「それは大変です。あんな幸せなひとときを、夢にされてはたまりません。これは現実だとわからせて差し上げましょう」

　そう言って、花楽はぎゅっと抱きついてくる。
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　抱きつき方に遠慮がない。腰に手を回し、俺の胸に顔を埋うずめてくる。脚も絡めてきた。

　なんか、感触が妙だ。体温を直じかに感じるというか……あ、俺ってば服着てないじゃん。

　裸の男が、裸ワイシャツの女の子に、ベッドの上で抱きつかれているわけか……つまり、これって、あれか。

「先輩。ひとつ質問させてください」

「うん？」

「このまま、ぎゅっとしたまま答えてくださいね──わたくしのどこが好きですか？」

　カノジョがカレシの愛を確かめる定番のようなセリフだった。

　花か楽らのどこが好きか、とか……答えは悩む間もなく、あっさりと出てきた。

「一生懸命なところかな」

「一生懸命ときましたか。もっと詳しくお願いします」

「出会ったときからそうだったけど、花楽って恋に対してすごく真剣でさ。運命の相手と結ばれようと、一生懸命に頑張ってただろ。その姿が素敵っていうか、輝いて見えたっていうか、応援したくなるっていうか……全力で恋する女の子って魅力的なんだなって」

「わっ。うわっ。うひゃあ～」

　嬉うれしそうな悲鳴を上げながら、花楽は俺の胸に顔をすりすりしてくる。

　すべすべひんやりとした感触がなんとも心地ここちよい。女の子に抱きつかれるのって気持ちいいんだなあ、と実感する。

「そういう花楽は、俺のどこが好き？」

「えー？　ご存ぞん知じないんですかー？」

「ご存知だけど、言葉で再確認したいんだよ」

「またそんな、定期的に好きと言ってもらえないと死んでしまうわたくしのようなことを」

「そうだったのか……花楽好き。めちゃ好き。とっても好き」

　花楽が死なないようにとりあえず一週間分くらい好きと言い続けた。

　嬉しさがオーバーフローしたのか、花楽さんの動きは緊急停止。俺の背後に回した手のみ動かし、指で背中に『すき』と書いたのがわかった。可愛かわいすぎて俺が死にそう。

「言葉で、でしたね。では先輩、お耳を貸してください」

　しばらくしてから顔を上げ、俺の耳に口を近づけてくる。

　唇がちょっと触れた。意味もなくはむっと甘あま噛がみしてから、

「先輩の好きなところは…………す・う・じ…………ですっ」

　背筋がゾクゾクするようなウィスパーボイス。

　俺は語尾の『ですっ』に愛いとおしさを覚えながら、届けられた言こと霊だまを反はん芻すうする。

　す・う・じ──えっ。数字？

「って……なんのこと？」

「もちろん、エルステの相性度のことですよ。１００％の……ね？」

　エルステ──正式名称『L-Status』。

　若者を中心に大流行している恋愛コミュニケーションアプリであり、ユーザー同士の相性度を診断してくれる。そのエルステによると、俺と花か楽らの相性度は１００％とのこと。

　相性度の高い男女は、それだけで円満な恋愛関係が築けると評判だ。

　つまり俺と花楽は相思相愛が保証されたベストカップル──なのだが。

「ほ、他には？　相性度じゃなくてさ、俺自身の好きなとことか。なんかあるだろ？」

「え？　他、ですか？　うーん……」

　花楽は瞑めい想そうするように考え、やがてきっぱりと、

「ないですね。数字以外には興味ないです」

　告げた。

　俺自身の好きなとことか、別にないと。

「それって、もし俺との相性度が１００％じゃなかったら……？」

「好きにはなっていなかったと思います」

「そ、そんなことないだろー」

「いえ、そんなことありますよ。わたくしが求めていたのは相性度の高い異性であって、先輩じゃありませんから」

　きっぱりと。本当にきっぱりと言われてしまい、俺は──




「うわぁあああああああああ！」

　目を覚ました。

　ド深夜の二時五分だった。自室のベッドの上だった。隣に花楽はいなかった。

　あたりまえだ。あれは夢だったのだから。

「なんつー夢見てんだ、俺……」

　冷や汗を手で拭いながら、夢の中の花楽とのやり取りを思い出す。

　ハッとして枕元のスマホに手を伸ばした。そういえば、寝る前に花楽からメッセージが送られてきてたっけ。エルステで。写真付きで。

『おやすみなさい先輩。わたくしは今夜これで寝ます。夢に見てくださいね？』

　そう、写真──男物のぶかぶかワイシャツを寝巻きにした花楽の自撮り写真。

　それはとびきり可愛かわいい一枚なのだが、そこはかとなくエロく、結果があの夢。

　途中まではよかったものの、よりにもよってあの結末……いったいなんの暗示だよ。

「明日から新学期だってのに……」

　夏休みは終わり、朝が来れば新学期。おそらく花楽とも会うだろう。

　俺は再び布団に入りながら、夏休みの終盤に起こった怒ど涛とうの事件を振り返る──
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「神アプリ曰いわく、わたくしたち相思相愛らしいですよ？」

　朝早くから我が家を訪ねてきた大おお町まち花か楽らは、スマホを片手にそう言った。

　肩の辺りまである栗くり色いろの髪は軽くウエーブがかかっており、優しい印象の顔立ちと相まってゆるふわな雰囲気を作り上げている。

　着ている服は、夏休みだというのになぜか母校・文ふみ樹き坂ざか学園中等部の制服だった。半袖セーラーの制服姿は朝の日差しをものともしないほど涼しげで、この上なく似合っている。

　そんなとびきり可愛かわいい後輩の女の子に、




『──好きです、先輩。あらためてになりますが、わたくしとお付き合いしてください！』




　告白された。

　きっかけは、彼女が持つスマートフォン──その画面に表示されているスマホアプリ。

　キャッチコピー『あなたの恋愛ステータスがわかる縁結びのコミュニケーションアプリ』──の診断した俺たちの相性度が、97％から１００％に上がったからだった。

　突然の出来事に、俺──友とも柳やなぎ翔しようの反応はどうかというと。

　正直に言って、面食らっている。

　相性度が上がる。それ自体は嬉うれしい。誰が相手であっても、仲良くなるのは喜ばしいことだ。

　しかしながら、１００％というのが悩ましい部分でもあって。




『相性度１００％　友柳翔さん──大おお町まち花か楽らさん

　おめでとうございます。お二人は幸せ間違いなしの相思相愛です。お幸せに！』




　エルステ起動中のスマホ画面には、そんなお祝いメッセージが表示されている。

　幸せ間違いなしの相思相愛。そう、その相性診断に絶対的な信頼性を持つ神アプリ──エルステが、そうまで言っているのが悩ましい部分なのだ。

　なにせ１００％は相性度の最高値。恋人候補としてはこれ以上ない条件。以前から相性度の高い異性を追い求めていた花楽としては、待望の数字であるのも間違いない。

　だからこそ、一度は撤回した告白に踏み切っているのだろう。

　相手の思惑を十分に理解して、それでもなお俺は返事をできずにいる。

　なぜって──俺は相性度さえ高ければそれで良し、というわけでもないからだ。

「あー……っと。あのさ、花楽。ええと……」

　沈黙が長くなってしまったので、とりあえず喋しやべろうと言葉を探す。

　いま立っている場所は自宅の玄関前。

　立ち話もなんだし、中でお茶でも……とでも言おうかな。

「ふ、ふふふ……わかった、わかったよ翔ちゃん」

　なんて風に考えていると、後ろのほうで怪しい笑い声が。

　振り返ると、そこにはエプロン姿の幼なじみがいた。

　名前は火ひ澄ずみ凛り珠ず。

　エプロンで覆い隠してもまったく存在感の減らないグラマラスなボディ。顔立ちは一見地味だが、よく見るとしっかり可愛かわいい。特徴は、俺がデレるとすぐヘタレる。

　そんな面倒くさくも可愛くてたまらない幼なじみが、俺と、そして花楽に言う。

「今け朝さになって、翔ちゃんと花楽ちゃんの相性度が急に上がった理由……花楽ちゃんは胸のサイズが大きくなったからなんて推測してたけど、それは半分正解であり、半分不正解でもあったんだよ……」

「そんな急に、推理ドラマの探偵みたいなこと言われても」

「つまり、何が言いたいんですか？」

　凛り珠ずの要領を得ない発言に、揃そろって首をかしげる俺と花か楽ら。

　問われた幼なじみは、花楽を指差し真実を掴つかんだ探偵のような言動を取る。

「つまりね。花楽ちゃんは──バストサイズを詐称してる！」

　ビシッと。

　まさかのレッテル貼りだった。

「胸のサイズが大きくなったって言っても、エルステにその数字を入力するのは手動だもん！　自分で測った数字よりちょっと多めに盛ってるとか、きっとそういうのだよ！　でなきゃバスト一センチアップで相性度３％アップなんて……羨ましい！」

「羨ましいって、凛珠はもともと花楽よりサイズ大きいだろ」

「そっちじゃなくて相性度のことだよ！　翔しようちゃんとの！」

「えっ？　俺と相性度が上がったのが羨ましいの？」

「そう！　だって私はどれだけ大きくなっても相変わらず１％で……あれ？」

　瞬間、凛珠の顔がカーッと赤くなっていく。

「え、ええと！　ち、違くて！　私はただ純粋に女子としての高みを目指したいので！　いいなあ！　一センチいいなあ！」

　失言に気づき、支離滅裂な言い訳を口にする幼なじみ。

　これが先に述べた特徴──俺がデレるとすぐヘタレる。

　俺と凛珠は初恋同士の仲であり、その気持ちはお互い変わっていない。

　だけど中学三年間まったく会わずに過ごしたせいか、凛珠は恋心を拗こじらせこんな性格になってしまった。

　わかりやすく好意をぶつけてくるのに、俺が素直に受け止めようとすると途端に引いてしまう──つまり、俺がデレるとヘタレる。

　そのせいなのかどうかはわからないが、俺と凛珠の相性度は１％。

　なので恋心を成就させるのは難しく、また上う手まく成就させられたとしても幸せになれる可能性は低い──そんな厄介な間柄なのだ。

「……凛珠さんの言いたいことはわかりました。つまり、わたくしはエルステに入力すべきバストサイズを詐称し、ズルをして先輩との相性度を実数値より高くしていると」

「え？　あ、う、うんと、花楽ちゃんはそういう卑ひ怯きようなことしないと思うけど……ほら、測り間違いとかもありえるかもだし。一回確かめてみたほうがいいんじゃないかなって」

「一理ありますね。では、さっそく確認してみましょう。先輩、ご協力を」

「あ、いますぐ？　まあ、いい加減立ち話もなんだし家の中で──」

「いえ、そうではなく。先輩が測ってください」

「うん？」

　花か楽らからの急なお願いに、俺は疑問符を浮かべる。

　夏休みももうすぐ終わるとはいえ、まだまだ暑い。今日の天気は朝から快晴だ。

　手でパタパタと風を送りながら、クールダウンした頭でもう一度振り返ってみよう。

　なんて言われた？

　先輩が測ってください？　何を？

　ああ、バストサイズを？

「バストサイズを!?」

「ななな、なんで翔しようちゃんが測るのぉ！」

「自分で測ると測り間違えてしまうとのことでしたから」

「それなら凛り珠ずに測ってもらえばいいだろ!?」

「凛珠さんが読み間違えてしまう可能性も。こういうときは、公平な立場にいる第三者が測るべきだと愚考します。というわけで先輩の出番です。期待していますね？」

　花楽はぺこりとお辞儀し、満面の笑みを浮かべて玄関から入っていく。

　上品に脱いだ靴を揃そろえ、「お邪魔します」と中へ。なんたる行動の早さか。

「すごい……こ、これがバイタリティ全振りの攻め方……だったら、だったら私も！」

　まだ遅くないことを願い待ったをかけようとした寸前、凛珠が言った。

「私も！　翔ちゃんに測ってもらう！　もしかしたら大きくなってるかもだし！」

「は!?　いや、凛珠は測る必要ないだろ!?　少なくともいまこのタイミングで俺に測ってもらう必要性は皆無だろ!?」

「だって、エルステって昨日から不具合多くて私たちの相性度とかも変動してたし……」

　たしかに、エルステは昨日から不具合続きだ。

　最初に診断してからずっと１％だった俺と凛珠の相性度も、昨日の夕方頃は奇跡的に１００％になったり、今け朝さはほんの少しの間だけ10％になったりしていた。

「だから現在の正確なサイズを入力して更新すれば、何かが変わるかもしれない！」

　かといって、凛珠の言うようなことが起こるとは微み塵じんも思えないのだが。

　ともかく。

　二人に押し切られる形で、いきなりすぎる身体測定が始まるのだった。





　　　　◇　◇　◇






　エルステにはステータスというものが存在する。

　ユーザーの恋愛面における性格やスタンスをゲーム風に表したもので、全六種類。

【攻撃力】は、好きな人に対する積極性、一いち途ずさを。

【防御力】は、身持ちの堅さ、異性に対する警戒心の強さを。

【バイタリティ】は、恋愛そのものに対する憧れの度合い、興味の大きさを。

【メンタル】は、精神力の強さ、意中の相手に対する許容力を。

【テクニック】は、恋愛における駆け引きの上う手まさ、相手に合わせる能力を。

【幸運】は、恋愛関係の運の良さ、オカルト的なモテ度を。

　それぞれ０から１００までの数値で表す。

　そして俺のステータスはこんな感じだ。




　友とも柳やなぎ翔しよう

【攻撃力】─────０

【防御力】─────０

【バイタリティ】──０

【メンタル】────０

【テクニック】───０

【幸運】──────１００




　幸運１００、他０の全振り現象。

　全振り現象とは、一つのステータスが圧倒的に高い場合、該当のステータスが１００になって他が軒並み０になることを指す。バグのようだが仕様である。

　つまり俺は幸運全振り、モテ期の真っ最中。

　その証明とばかりに、この夏で三人もの可愛かわいい女の子たちと知り合った。相性度はいずれも95％以上、アプリ公認の運命の出会いだ。

　花か楽らはその三人の内の一人であり、ステータスはバイタリティ全振り。

　凛り珠ずは運命の相手でこそないものの、攻撃力全振りのステータスを持っている。

　バイタリティ全振りと攻撃力全振り。差異はあるものの、積極性という面においては共通するところがある二人。だからこそ、こういう大胆な行動にも出られるのだろう。

「では……脱ぎますね、先輩」

「私も……み、見ててね、翔ちゃん」

　自宅のリビング。

　二人は俺の目の前でそれぞれ着衣を脱ぎ、カーペットの上に並んで座る。

　すぐそばには脱ぎ捨てられた花楽の制服と、凛珠のエプロンとＴシャツが。

　採寸用のメジャーを持たされた俺は、目に映る光景を夢か幻かと疑った。

　二人とも背中を向けているとはいえ、これは──

「脱ぎましたよ、先輩。あ、前からは見ないでくださいね？」

「ど、どうかな翔ちゃん？　ちゃんと測れそう……？」














　傷一つない綺き麗れいな背中が二人分。

　肩けん甲こう骨こつの辺りに横一線で伸びる布地のラインが眩まぶしい。

　花か楽らが黒で、凛り珠ずがピンク。

　なんの色かって、もちろんブラジャーの色だ。

　……アウトでは？

「先輩？　なんだったら下着も外しましょうか？」

「か、花楽ちゃんが外すんだったら私も！」

「そのままでいいから！　これ以上は何も外さなくていいから！」

　凛珠の攻撃力全振りは、好きな人に対する積極性。対して花楽のバイタリティ全振りは、恋愛や異性全般──とりわけ花楽の場合は、相性度の高い異性に対する積極性を示す。

　共に積極的ではある二人だが、こういうちょっとえっちなことに関しては、バイタリティ高めなほうがより抵抗が少ない。だからなのか、背後からでも恥ずかしがっているのがよくわかる凛珠に比べると、花楽のほうが余裕がありそうだった。

　で、メジャーを持たされている俺も実際ものすごく恥ずかしいのだが。

　……これ、どうやんの？

「先輩、ひょっとして測り方がわかりませんか？」

「はい」

「えっとね、メジャーでこうぐるっと、トップとアンダーを……」

「トップ……？　アンダー……？」

「そもそも正しく測るには、正面から立った状態でやるのが好ましいです」

「俺、君たちの後ろにいるんだけど……二人とも座ってるんだけど……」

　ダメじゃん。はい、ギブアップ。

　もとから無理な提案だったわけだ。まさか二人もじゃあ正面からとは言わないだろうし。このへんで終わって笑い話にしよう。

「じゃあ正面からにしましょうか」

「言いやがったよこの子！」

「先輩が熱望しているようなので……」

「してない！　断じてしてない！」

「そうですか？　わたくしは先輩が望むならやぶさかではないのですが。凛珠さんだってそうですよね？」

「えええ!?　うう、私は、翔しようちゃんが望むなら……翔ちゃんが望むなら……」

「そう、凛珠さんにとっては大切な幼なじみである、先輩が望むなら……？」

「やぶさかではない！」

「安易に同調するな凛珠！　花楽も催眠術みたいなこと言って煽あおるのやめろ！」

　肩と肩を寄せ合い、我が幼なじみに耳打ちする花か楽ら。正面から見ずとも、凛り珠ずの瞳がぐるぐるの催眠状態にあることは容易に察せられた。

　上半身裸の二人が背中を向けて並んでいるだけでも刺激的だっていうのに、それを正面から見ろだなんて、度胸と理性が一ダースずつあっても足りない。無理。

　俺はもう強引にリビングを立ち去ろうかと思うのだが、

「お待ちください先輩。胸のサイズを測る方法は他にもあります」

「そうなの？」

「はい。少しスマホを貸していただけませんか？」

　なぜスマホと思いつつも、言われたとおりに渡す。

　花楽は慣れた手付きで操作し、一分ほどでスマホを返した。

「アプリを一つインストールさせていただきました。ホームにあるので使ってください」

「アプリってこれか？」

　言われるがまま、見覚えのないアイコンをタップ。

　すると、『参考』とだけ書かれた入力フォームが表示される。

「わたくしの身長を入力してください」

　花楽に教えてもらった数値を入力。

　そうしたら、次の指示が──『挟んでください』と出た。

　主語がない。何を、何で、なんの意味があって挟むのか？

「次に、アプリを起動したままのスマホを胸で挟みます」

「……なんだって？」

「そうすることでサイズが測れます」

　花楽によると、そうらしい。

　これは胸にスマホを挟んでバストサイズを測定するアプリなんだそうだ。

　すごい技術だなと感心する一方で──困惑する。

「は、挟む!?　俺のスマホを二人の胸に!?」

「はい。むぎゅっとします」

「しょ、翔しようちゃんのスマホをむぎゅっと……！」

　堂々としている花楽と、噛かみしめるようにつぶやく凛珠。

「落ち着いてください先輩。挟むのはあくまでもスマホです。先輩の腕とか顔とかではありません。照れなくてもいいところですよ」

「そ、それは……そうなのか？　そうなのかも……いや、だとしても！」

「あ、もしかしてわたくしの胸で挟めるのかと疑っていますか？　ご安心ください。そりゃ凛珠さんに比べればホールド力は弱いですが、女の子の胸はきちんと柔らかいので……」

　むにゅっと寄せれば完璧ですっ、と花楽は言った。

　俺はその言こと霊だまにやられ、気づけば花か楽らにスマホを差し出していた。

　え……？　いや、そんな馬鹿な。手が勝手に……バカなっ！

「では……」

　受け取った花楽が、俺のスマホを自身の胸元に持っていく。

　背後からなのでもちろんその様子は窺うかがえない。が、想像するのは容易だ。なんたって己は思春期真まっ只ただ中なかの男子高校生。拒まれても勝手に想像してしまう生き物なのである。

「待っててくださいね。いま、頑張ってむにゅっとしてます。上う手まく中央に寄せて、わたくしの胸で、先輩のを、こう、むにゅっと……」

　むにゅっとされているのは俺のスマホである。断じて俺の身体からだのどこかではない。

　というかこのバイタリティ全振りむっつり中学生め、絶対わかっててやってるだろ。俺が後ろで赤面してるのをおもしろがってるだろ。年上の高校生をもてあそびやがって。

　……いや。

　こういう風にからかわれるのも嫌いじゃない、とか思ってしまっている自分も悪い。だって可愛かわいいし。仕方ないだろ。くそう。

　などと心中で言い訳を述べていると、

「ひゃっ!?」

　花楽の胸元からシンプルなメロディが鳴り、スマホが床に落ちた。

「ど、どうした？」

「すいません。急にスマホが震えて……あ、メールみたいです。携帯会社から」

「たぶんただのメルマガだから。気にしなくていい」

「そ、そうですよね。先輩のが急に暴れて、びっくりしちゃいました」

　お願いだからスマホという言葉を省かないでください、花楽さん。

　しかしいまのメール受信とバイブレーションは花楽としても不意打ちだったらしく、声が上うわ擦ずっていた。首筋の辺りも赤くなっているような気がして……ずるい。

「はいっ、結果出ました。先輩、確認してください」

　花楽の『むぎゅっ』を体験したスマホが返される。

　画面を確認──したいのだが、ぬくもりが残っていて、表示内容が頭に入ってこない。

　そうして時間を食っていると、

「しょ、翔しようちゃん……？　どうしたの？　ま、まさか……」

　凛り珠ずの震えた声が聞こえてくる。

「スマホに記憶させた、花楽ちゃんのおっぱいの感触を楽しんでるんじゃ……！」

「待って凛珠。俺のスマホにそんな超技術は備わってないから」

「そうですよ凛珠さん。先輩ならそんな回りくどい真ま似ねはせず、楽しむなら直じかです」

「花楽も何を言い出すかな!?」

「あ、でもスマホに感触を学習させて、他のＶＲ端末と連動させてそれを再現するみたいな技術は研究されてるみたいですよ。先輩の夢も遠くない未来に叶かなうかもしれませんね」

「ほらぁ！」

「夢でもないし『ほらぁ！』でもない！　ああもう、さっさと確認すればいいんだろ！」

　ぶんぶんと頭かぶりを振り、ようやくその数字を認識した。

　──77。

　77。77かあ……ピンとこないけど、これくらいが77……。

「先輩？　数値を教えていただけませんか？」

「へ!?　え、ええと、77だって！」

「自分で測ったのと同じ数値ですね。凛り珠ずさん、確認してみてください」

　花か楽らが凛珠に自分のスマホを手渡す。あれ？　よく考えたら、測るのは別に俺のスマホじゃなくてもよかったのでは……？

　などと思っている間に、凛珠が確認を終えたようだ。背中の向こうから「ううっ」と怯ひるんだ声が聞こえてくる。

「エルステに入力してある数値も、77……詐称でも測り間違いでもありません……」

「はい。これで、わたくしと先輩の相性度が間違いないのは証明されましたね」

「そ、そうだな。じゃあこれで終わ──」

「まだだよ翔しようちゃん！　私も！　私のサイズも測って！」

　威勢よく言って、凛珠が背筋を伸ばした。

「確かに花楽ちゃんのバストサイズは大きくなってたみたいだし、相性度も１００％で間違いないみたいだった。だけどまだ！　まだ私は負けてない！」

「いつの間に勝ち負けの話に……ってか凛珠の勝利条件はなんなんだよ」

「先輩、それは言わないであげるのが優しさです」

「憐あわれまないで！　とにかく！　私には翔ちゃんのバストサイズ測定が必要なの！」

「構いませんよ。わたくしは余裕の態度で凛珠さんにターンを譲りましょう。ふふーん」

　背中を見るだけで、凛珠の悔しそうな表情と花楽の勝ち誇った表情がイメージできた。

　しかし……本当にやるのか。

　俺は、ごくりと生つばを呑のむ。

　花楽には悪いが、今度の山はお遊び気分のハイキングでは済まされない。覚悟の必要なガチ登山になる。送り出す俺としても、本当にいいのだろうかと葛藤してしまう。

　いま一度よく考えろ、友とも柳やなぎ翔。

　花楽の胸のぬくもりが残るスマホを、今度は凛珠の胸で。

　あの大きすぎる二つの胸で、むぎゅっと。

　……このときだけでいい。スマホになりたい。

　なんて、馬鹿なことを考えていたら──プツン。

　不意に、小さな音が鳴った。

　なんだろうと思い目をやると、凛り珠ずが下着を──ピンク色のブラを外していた。

「なにやってんの!?」

「ほ、本気で挑まなきゃと思って」

「おまえの下着はパワーアンクルか何かなのか!?」

「だだだだって！　メジャーじゃなくて挟んで測るんでしょ？　ならこっちのほうが……ううう、恥ずかしいから早くスマホ貸して！」

「俺だって恥ずかしいわ！」

　綺き麗れいな背中に言いながら、俺はやけくそ気味にスマホを渡す。

　凛珠はそれを自分の胸の谷間に持っていき、変形する双丘でもって挟み込む。

　ピンク色のラインが消えた背中は眩まぶしすぎて直視できず、たまらず視線を外したその先には──

「っ!?」

　たったいま外したばかりの下着があった。

　なんだこれでけえ。普段こんなの着けてるのか。

　片側だけでもう、俺の顔面くらい覆えてしまうんじゃなかろうかとか、そんな変態じみたことを考えてしまう自分が嫌だ。つーかすげえデザイン凝ってるなこれ。普段は服の下に隠れていて誰が見るわけでもないのに。いやいま俺が見ちゃってるけど。ごめんなさい。

「はい終わった！　翔しようちゃん、チェックして！」

　俺がピンク色のブラジャーに意識を奪われている間に、凛珠が測定を終えた。

　手渡されたスマホはさっきよりも温まっているような気がして、俺は我がスマホがどのようにしてこのぬくもりを得たのか、具体的な絵を想像せざるをえなかった。

　深呼吸して雑念を払い、集中する。ただスマホ画面を見るだけなのに。

　とにかく見る。

　表示されていたのは──

「……え？　なんだこれ？　『大きすぎて計測できませんでした』ってあるぞ」

　数値は表示されていない。

　画面上にはただ、意味不明なメッセージだけが残されていた。

「あー。それ、文言どおりです。さすがですね凛珠さん」

「どういうこと、花か楽らちゃん？」

「このアプリ、スマホ画面を胸の面積でどれくらい覆えるかで数値を割り出してるみたいなんですが、大きすぎるサイズは測れないんですよ。全部覆えてしまうので」

　なるほど。どういう技術かと思ったが、そういう理屈だったのか。

　凛り珠ずの豊満なバストにかかれば、スマホなど物理的に埋うずもれてしまうのが道理。対応しているかは知らないが、このアプリで測るならタブレットでも持ち出さないと無理だろう。

「そ、そんなぁ！　花か楽らちゃん、他に何か胸のサイズを測るアプリないの!?」

「ありますよ。全身を正面と真横から撮った写真を基にＡＩがスリーサイズを測定してくれるアプリとか。裸か下着姿での撮影が必要ですが」

「す、すごい……！　翔しようちゃん！」

「待って冷静になって凛珠！　それは挟む以上にアウトだから！」

　男になんてものを撮らせようとしているんだ、この幼なじみは。

　花楽も花楽で、わかっているはずなのに煽あおるようなこと言うし。これは相性度１００％になったがゆえの余裕なのか？　凛珠の対抗心をものともしていないように見える。

「では仕方ありませんね。多少は誤差が出るかもしれないのを承知の上で、後ろからメジャーで測ってもらいましょう。よろしいですね、先輩？」

「もはやそうまでして俺が測る意味はあるのか……？」

「じゃあ、せめて立つね。翔ちゃんも立って……」

　どこか緊張した様子で立ち上がる凛珠。

　上半身は相変わらず裸のまま。下はスカート一枚。床にはブラジャー。

　うう……俺はいっさい手を触れていないのに、なんだか悪いことをしている気分になってきた。早く済ませよう。

　俺は長めに伸ばしたメジャーを凛珠の胸に回す。前のほうは見えないので、本人に位置を微調整してもらった。

「んっ。こんな感じで……翔ちゃん。あとは絞るように、メジャーを背中にくっつけて」

「こ、こうか？」

「やっ！　あっ、ちょっと強すぎ」

「ごご、ごめん」

　むずい。技術的にも精神的にもむずい。

　俺はすでにいっぱいいっぱいだった。この力加減で痛くないかなとか、凛珠の背中すべすべして気持ちがいいなとか、胸を前からとは言わないまでもせめてどんな表情をしているのか見たいなとか、そんなことを考えながらの測定だった。

「ううう……翔ちゃんに胸、測られてる……」

　お願い凛珠様。意識してしまうからそういうの言葉にしないで。

　というかもうダメだ。凛珠の真っ白な背中を見ているだけでどうにかなってしまう。

　俺はメジャーの目盛りなんかもう知るかの精神で視線を外した。そしたら案の定、凛珠が脱ぎ捨てたピンク色のブラが視界に入ってしまったので反対側を見た。そしたら。

「っ!?」

　後輩の熱っぽい瞳と目が合った。

　花か楽らは立った状態で測定する俺たちの横に座ったまま、身体からだをわずかに傾けてこちらを見上げてくる。より厳密に言えば、羞恥全開の俺の様子を楽しむように凝視している。

　言葉はない。ただじっと見つめてくる。

　自身は測定を終えたばかりで、服はまだ着ていなくて、大人っぽい黒のブラジャー一枚の下着姿で──なおかつ、手ブラで。

　下着手ブラで！

「がんばれー、せんぱーい」

　なんだその仕草は！　なんだその小声での応援は！　挑発してんのか！

　いや落ち着こう。リアクションしたら負けだ。負けてなるものか……！

　よくよく考えたらなんだよ下着手ブラって。ブラしてるんだから手ブラはいらないだろ。いや別にどうせなら手ブラなしでブラが見たいですって意味ではなく。ああダメだ。平常心が乱されまくる。

　ん……待てよ。

　さっきの余裕、凛り珠ずを煽あおるような発言は……そうか、すべてこのための布石！

　俺や凛珠がこのドキドキなシチュエーションにいっぱいいっぱいでいるのをいいことに、相手のターンをも利用して自分をアピールするだなんて……策士が！

　俺は心頭滅却する気持ちでまぶたを固く閉じた。

「きゃっ！　翔しようちゃん、また強く」

「ごごごごごめんなさい！」

　そうしたら手にも力が入ってしまい、またメジャーを絞りすぎてしまった。

　くそう、花楽がイタズラ狐ぎつねみたいな笑い方してる。覚えてろよこのむっつり中学生め。

　俺はもう花楽を視界に入れないよう、メジャーに──つまりは凛珠の背中に思い切り顔を近づけて、目盛りを読むことだけに集中した。うん。これはこれで恥ずかしさ極まりなかったが、下着手ブラと正面からやり合うよりはマシだと解釈する。

「……ふう」

　そしてようやく、凛珠の胸を測り終えた。

　手動によって割り出した数値は──91。

　すげえ。花楽より14センチも大きいのか。

　91……91かぁ……。

「しょ、翔ちゃん」

「は、はい。なんだ？」

　測定を終え半ば放心状態になっている俺の正面、凛珠が服を着ながら言う。

「前、測ってみたときよりも、その、大きくなってるみたい。だから、あのね。エルステのプロフィール……更新するとこ、見てて」

　依然背中を向けたまま、凛り珠ずはスマホを操作する。

　確認を頼まれたその画面には、エルステの身体プロフィールが表示されており、バストサイズ欄にしっかりと91の数字が刻まれていた。

　……同画面にウエストとヒップの数字も表示されているような気がしたが、こっちは忘れよう。いや見てない。俺は何も見ていない。

「更新、したよ。オッケー？」

「あ、ああ」

「じゃあ、次。相性度──」

　そう言って、凛珠は俺との相性度を確認したようだった。

　エルステには胸のサイズなど身体的な好みをいろいろ入力することができ、それが相性度を測る材料にもなる。俺の好みは『大きめ』なので、今回サイズが更新されたことで相性度が上がるのを期待しているのだろう。

　だが、その程度で上がれば苦労はしない。

　俺と凛珠は再会してからずっと、不具合という例外を除けば相性度１％。

　その呪いのような数値は、本人たちの気持ちを無視して重くのしかかり続ける。

「あっ……」

　凛珠の口からこぼれた消沈の息。

　結果はやはり、か。そうだよな。

「さて先輩。無事に測定は終わり、胸のサイズも相性度も間違いがないことが証明されました。そろそろお返事をお願いしてもよろしいでしょうか？」

　凛珠と同じく制服を着直した花か楽らが、勝ち誇った笑みで訊きいてくる。

　相性度１００％、幸せ保証の運命の相手からの、交際の申込み。

　普通なら断る奴やつはいないだろう。相性度を抜きに考えても花楽は最高に可愛かわいいし、俺自身惹ひかれている。この告白だって、かなり嬉うれしい。

　だけど、俺には──

「翔しようちゃん……」

　涙目になってこちらを見つめてくる幼なじみがいる。

　相性度１％で、たびたび攻撃的なアピールをしてきて、なのにこちらがデレるとヘタレて逃げてしまうような、面倒くさい──けれど初恋の、大切な幼なじみ。

　相性度が低いままでの恋の成就は、不幸を呼ぶ。

　だから俺が凛珠と付き合うようなことはない。

　だけど俺は昨日、誓ったんだ。

　意地を張るのはやめようって。

「ごめん、花か楽ら。その告白は、いまは受け入れられない」

　俺の返答に、花楽は驚いた様子もなく「なんと」とだけ口にする。

「理由をお聞かせ願えますか？」

「他に、大切な子がいるんだ。相性度の関係で、その子と付き合う気とかはないんだけど……その子より好きと思える相手が現れるまで、俺は誰とも付き合わない」

　意地を張るのはやめよう。素直になろう。

　俺はまだ初恋を捨てきれていない。誰が一番好きかと訊きかれたら幼なじみの名を答える。そんな自分の恋心を無視して、誰かと付き合うなんてできない。相手にだって失礼だ。

　というような考えを正直に口にしたのだが……あれ。

　なんか、横で聞いていた凛り珠ずの顔が真まっ赤かに染め上がっている。

　なんでだ、と考えてみたところで思い当たる。

　さっきの発言。

　本人がいる手前さすがに『凛珠』とか『幼なじみ』とかのワードは伏せたのだが、よくよく振り返ってみればバレバレだった。

　というか凛珠は忘れたフリをしているが、同じようなことを昨日、直じかに俺から聞いているし。

　あ、やばい。どうしよう。めちゃくちゃ恥ずかしくなってきたぞこれ……。

「それって、生涯独身を貫くという宣言ですか？」

　花楽からの助け舟とも思える質問。

　俺はたまらず食いついたが、どうにも妙な質問だった。

「……いや。別にそこまでは言ってないけど」

「では話は簡単です。先輩の中のわたくしに対する好感度が、その大切な誰かさんより上になればいいわけです。違いますか？」

「違……わない」

「安心しました。ならば引き続き攻略に邁まい進しんさせていただきますね、先輩っ」

　花楽は両の掌てのひらを合わせ、生き生きとした笑顔とともにそう宣言する。

　花楽の言い分は正しい。が、こうも自信たっぷりに切り返されるとは思わなかった。

　だって、仮にも告白を断っているわけなのに……諦めませんってことだろ？

　恋愛に旺盛な、バイタリティ高めの女子によくあるケースではあるが、これだけ堂々とされると反応に困る。

「あっ。言っておきますが、わたくしだって別にストーカーになるつもりはありませんからね？　先輩がきっぱり『迷惑だ』とか『大嫌い』と言ってくだされば、おとなしく引き下がります。どうでしょう？」

「そんなこと、言うわけないだろ」

「ですよね！　やはりエルステの相性診断は的確です。わたくしと先輩は、神アプリが認めた相思相愛の仲……運命のお相手同士！　きっと明るい未来が待っています！」

　花か楽らはうっとりした様子で、胸に手を当てた。

　絵に描いたような恋する女の子って感じで、悔しくなるほど可愛かわいい。

　俺がそんな風に思っていると、花楽はそのまま凛り珠ずのほうを見て言う。

「というわけですので、凛珠さん。ゆめゆめ安心などなされぬように」

「あ、うっ……!?」

　一瞬だけ見せた不敵な笑みに、凛珠がたじろいだ。

「とと。わたくし、これから学校に行かなければいけないんでした。制服を着てきたのもそのためでして。というわけで先輩、そろそろお暇いとまさせていただきます」

　律儀にお辞儀をしてから、リビングを出ていこうとする花楽。

「今後ともよろしくお願いしますね、先輩。それでは」

　去り際、手を振りながらそんなセリフを口にして。

　……俺も思わず手を振り返してしまっていた。

「翔しようちゃん、あの！」

　花楽がいなくなったところで、凛珠が叫んだ。

　ひらひらしていた俺の手を両手で包み込むように握り、続ける。

「私……私も！　私も頑張るから！」

「頑張るって、何を？」

「とにかく頑張るからぁ！　ネバーギブアップだから！　だから、だから……」

　何か一大決心をしたような、切羽詰まった感じの幼なじみ。

　言わんとすることはなんとなく理解できていた。

　俺はそれを、言葉にして確認することができず──いや、違うな。

　言葉にするのが野や暮ぼなだけだ。

　了承済みで、飲み込んでやらないと。

「……応援する」

「ふぇ？」

「何を頑張るのか知らないけど、凛珠が何かを頑張るのなら、俺も応援する。だって、その……幼なじみだしな」

「しょ、翔ちゃ～ん……っ」

　凛珠は感激した様子で、握りしめた俺の手をぶんぶん振り回した。

　具体的に何を頑張るのかとか、まだぜんぜん決まっていないけれど。

　俺も頑張ろう。

　とにかくそう思うのだった。
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　凛り珠ずと花か楽らの身体測定を終えたその日のお昼頃、ある人物から連絡があった。

『話があるから、会って』

　エルステで短いメッセージと、可愛かわいらしいアニメキャラの『お願いします』というスタンプを送ってきた人物の名は、佐さ伯えき裕ゆう子こ。

　花楽と同じく、俺が少し前に運命の出会いを果たした女の子だ。

　相性度は花楽より１％高い98％──ああいや、いまはもう２％低い、になるのか。

　裕子からは交際ではなく、婚約を求められている。

　卒業まで返事は待つと言っていたが、早いうちに俺の意思を伝えておいたほうがいいだろう。あと花楽との相性度が１００％になったことも。なんにしてもいい機会だ。

　俺はすぐさま返信し、待ち合わせ場所と時間を決め、外出する。

　裕子が指定したそこは、花楽・裕子に続く三人目の運命の相手とよく会っていたファストフード店だった。

　まさかな。と思いつつ中に入ってみると、そのまさかだった。

「やっほー翔しよう。一日ぶりー」

　待ち人二人はすでにテーブル席についており、ドリンクを飲んでいた。

　サイドテールの髪型と、身長以上に大きく見える見事な姿勢、吸い込まれるような強い眼まな差ざしが特徴の女の子が、俺を呼び出した張本人の佐さ伯えき裕ゆう子こである。

　裕子は薄手のカーディガンにキャミソール、ハーフパンツという涼しげでありながらも可愛かわいらしい格好。本来なら何かコメントしたいところではあるが、いまはそれよりも。

　隣にもう一人、美少女がいる。

　ショートカットの髪とキリッとした容貌。カッコいいと思わされると同時に可愛さも感じてしまうような、ずるい外見。着こなしているのはオフショルダーのフリルブラウスと、デニムのスカート。

　この店でよく会っていた、三人目の運命の相手。

　石動いするぎルナ──相性度は99％。

　二人は仲よさげな感じで隣り合い、俺を待ち構えていた。

「……なぜいる」

「偶然そこでばったり～って言ったら、信じる？」

「信じない」

「うん、正解。それくらいの嘘うそは見抜いてもらわないと、こっちとしても張り合いないもんねー。裕子ちゃん、説明よろよろ～」

「三人で話したかったから、ルナちゃんがいるのは伏せてわたしが呼んだんだぞ。ルナちゃん、翔くんに警戒されてるかもって話だったから」

　そのとおりだ。俺はルナを警戒している。

　というのも昨日、俺はルナに、いろんな意味で『もてあそばれた』からだ。

「とりあえず、翔も何か頼んできたら？　それともルナちゃんのポテトが欲しい？」

「いらん。行ってくる」

　俺は一度席を離れ、注文しに行く。昼食は済ませてきたしドリンクだけでいいだろう。

　オーダーしながら、昨日の出来事を思い返す。

　石動ルナ──俺は昨日、あいつに告白された。

　最初は「ただの友達」とか言っていたのに、ガチ告白された。それだけならまだいいのだが、問題は告白とセットで暴露された、ルナの本性。




『でも、そっか。わかった。それじゃこのゲームはあたしの負けだー』




　ルナはエルステの相性度を使った恋愛を『ゲーム』と捉えていた。

　エルステの仕様を研究し、故意にステータスを変動させ、自分を偽り、相手を騙だまし、狙った異性との相性度を上げ、親密になって──最終的には向こうから告白させ、フる。

　そうやって達成感を覚えるのが楽しいと白状していた、とんでもない小悪魔なのである。

　まあ、あのときの俺はそれも嘘うそなんじゃないかと思ったのだが……結局あいつは、否定も肯定もしなかった。

　その上で、俺に対してはステータスを偽っていない、99％の相性度も本物で、告白も本気だと言い切った。

　何が本当で何が嘘なのか、俺はまだ見極めきれないでいる。

　告白と一緒にされた頬ほおへのキスも──あいつにとってどれくらい重い行為だったのかは、窺うかがい知れない。

　そんなルナが裕ゆう子こと一緒にどんな話をするかなど、想像すらできなかった。

「おかえりー。なに頼んだの？」

「メロンソーダ」

「ふーん。ふふっ」

　二人が待つテーブル席の正面に座る。裕子は落ち着きのあるポーカーフェイスだが、ルナは不自然なほど楽しそうに笑っていた。俺の警戒心も強まるというものだ。

「で、用件はなんなんだよ？」

「ルナちゃんから、昨日どんなことがあったのか聞いたぞ」

　答えてくれたのは裕子だった。

　まっすぐ伸ばしたストローでドリンクを飲みながら、俺の目を見つめてくる。

「ルナちゃんが翔しようくんに告白して、翔くんがなんて答えたのかを」

「それって──」

「翔が初恋の幼なじみ大好きすぎて誰とも付き合えないーってこと、話しちゃった」

「はあ!?」

「あと花か楽らちゃんにも伝えちゃった」

「…………っ」

　てへぺろ、みたいな感じで舌を出すルナに、俺は絶句する。

　そこにいる裕子はまだしも、花楽にもって。

　いつだ？

　もしかして、今け朝さ俺の家に来たときにはもう知っていた……？

　だからあんな余裕だったとか？　俺の答えがある程度は予想できていたから？

「翔ってば律儀だから、たぶん裕子ちゃんと花楽ちゃんにも同じこと話すだろうなと思って。手間がないよう手回しさせていただきましたのだ」

「……そのとおりだよ。言おうと思ってたよ。だけど大きなお世話だよ」

「で、これは本題パート１。さくっとパート２について話したいんだけど」

「パート２？」

「花か楽らちゃん、翔しようのところに告白しに行かなかった？」

　ルナからの質問に、俺の心臓は跳ね上がった。

「なんで知って……」

「今け朝さなんだけど、花楽ちゃんに宣戦布告されたんだよね。『相性度がめでたく１００％になったので、先輩に告白してきます』──って」

「わたしのところにもメッセージきた。『望むところだぞ』って返したけど」

　告白に出向くのはいいとして、わざわざそれを恋こい敵がたきに宣言していくだと……!?

　俺の知らないところで、なんだかものすごく高度な駆け引きが行われているような気がする。なに？　恋愛ってそういうものなの？　それとも女子だからこその文化なの？

「というわけで、結果を聞きたくてさ。どうだった？」

「……それ、花楽からは教えてもらってないのかよ」

「お知らせもらったよ。『ダメでした。どうしようもないおっぱい星人でした』って」

　伝え方。花楽さん、伝え方。

「これはどういうこと？　『幼なじみのおっぱいが好きすぎておまえとは付き合えない』とか、そういう断り方したの？」

「翔くん、それはサイテーだぞ」

「ちげーよ！　っていうか、結果知ってるんなら俺から聞き出す必要ないだろ。あとこういう場所で平然とおっぱいとか言うな女子……」

「いやいや、情報の精査は大事だよ。どこに嘘うそが紛れてるかわからないし、本人の口から聞かないとね。あとあたしはぜんぜん平気」

「わたしも。精神は鍛えてるから」

　ルナは駆け引きに長たけたテクニック全振り女子。一方、裕ゆう子こは第三者の目などものともしないメンタル全振り女子だ。

　凛り珠ずという例外はいるものの、俺と相性度の高い女の子はどうしてこう、揃そろいも揃ってステータス全振りの性格極端女子なのか。縁結びの神アプリに問いただしたい思いである。

　俺はストローを外してドリンクをぐいっと煽あおり、一気に喉を潤す。

「……花楽には直接、昨日ルナに話したのと同じようなことを言ったよ。凛珠の名前は出さなかったけど……大切な奴やつがいるから。その子以上に大切と思える相手が現れるまで、誰とも付き合わないって」

「でも花楽ちゃん、諦めなかったでしょ？」

「それも本人から聞いたのか？」

「聞くまでもなくわかるって。っていうか、あたしたちもそうだもん。ねー？」

「そのとおりだぞ」

　ルナ、そして裕ゆう子こは焦りなく言う。

　二人してポテトをぱくつく余裕すら見せながら。ルナはわざとらしく「あ～ん」なんて口にして。裕子は極力口を開けずハムスターみたいな齧かじり方をして。俺もドリンク以外に何か頼めばよかった。

「翔しようの断り方って、恋愛的にはまったく断れてないんだよね」

「え？」

「だっていくら凛り珠ずちゃんのことが好きだって言っても、凛珠ちゃんとは付き合う気ないんでしょ？」

「それは、まあ……」

　凛珠と俺の相性度は１％だ。

　この絶望的な数値でも、交際にこぎつけることは可能かもしれない。だが、お互いが幸せになれる確率は低いだろう。エルステという社会現象レベルにまで発達したアプリが、それを証明している。

　相手のためを思えば思うほど、やはりこの初恋は成就させるわけにはいかない。

　凛珠とは、最愛の幼なじみとしてずっと隣り合っていたい──俺にとって一番の望みは、それだから。

「幼なじみ以上に大切な存在になる。ゲームっぽくいえば、もっと好感度を上げる。攻略法が本人から提示されてるわけでしょ？　むしろやる気になるのが女の子だって」

「わたしは目的が婚約だから。最終的に籍を入れてくれるのがわたしであれば、その途中で翔くんが誰と付き合っていようと気にしないぞ」

「さすがだなー、裕子ちゃん。あたしはそこまでは割り切れないや。っていうか、あたしだったら翔が別の誰かと付き合っちゃったりしないよう作戦練る」

「ステータスの違いは性格の違い、だね」

「そう、そして恋愛スタンスの違い。その点、花か楽らちゃんは強いよね。バイタリティ全振り。諦めの悪さだったら、正直あたしたち以上だと思うよ」

　それはよくわかる。

　バイタリティのステータスは、恋愛に対する興味の大きさ、そして貪欲さを示す。数値の高いユーザーはときに略奪愛すら辞さないとまで言われており、ましてや花楽は全振り。

「誰かさんみたいに攻撃力が高い──つまり一いち途ずってわけじゃないから、もっといい相手がいるんなら乗り換えもありえるのがバイタリティタイプの特徴なんだけどね。相性度１００％じゃそれもないだろうし。本当に強敵だわ」

　冷静に考えてみれば、ルナの言い分はまさにそのとおりで。

　俺は花楽をやる気にさせてしまっただけなのかもしれない。

「ぱんぱかぱーん。というわけであたしたちー」

「同盟を結んだぞ」

　俺がうつむいていると──ルナと裕ゆう子こが、互いの掌てのひらを合わせた。

「同盟……？」

「そそ。協力関係ってこと」

「花か楽らちゃんは、強いから」

「意味がわからないんだが」

「だって花楽ちゃん、翔しようとの相性度１００％なんでしょ？　それでいてバイタリティ全振りって、エルステを用いた恋愛事例でいうとちょっと強すぎるアドバンテージなんだよこれ。なんでまだカップル成立してないのか不思議なくらい」

「それはつまり、翔くんが面倒くさいから」

「ズバッと切り捨てるのやめて。裕子の言葉は切れ味がすごい……」

　だが言っていることはわかる。いや俺が面倒くさい云うん々ぬんではなく、花楽のほう。

「バイタリティ全振りは……恋愛に対して積極的ってことだ。そもそも、恋愛ってものは積極的じゃなけりゃ何も進展しないし」

「よくわかってるじゃん。翔、花楽ちゃんに迫られてちょっとでもウザいとか思った？」

「いやまったく」

「あー。それじゃやっぱり、あれだ。バイタリティの高さが示すまま、ぐいぐいこられて友とも柳やなぎ城落とされちゃうやつだ。ヤバいですぞ殿」

「誰が殿だ」

「そういうわけで、わたしとルナちゃんの同盟なんだぞ。手をこまねいていたら花楽ちゃんに翔くんが攻略されてしまうので、二人がかりで先に攻略させてもらうでござる」

「お覚悟願いますぞ殿」

「おまえ味方じゃなかったのかよ！」

　戦国時代の城攻めみたく話しやがって。

「ま、そんなわけでタッグを組んでの友柳城攻略作戦ね。相性度１００％という攻城兵器を持った花楽ちゃんに対抗するには、これが最良の選択なのだよ」

「わたしは98％で、ルナちゃんは99％。対して、花楽ちゃんは１００％。この差は小さいようで大きいと判断したから、タッグを組んで埋めるんだぞ」

　ルナと裕子は視線すら交わさずお互いの拳をガチッとかち合わせる。いつの間にここまで息ぴったりになったんだ。

「タッグって、プロレスじゃあるまいし。意味あるのかよ」

「そりゃあるよ。だって翔、あたしのこと思い切り警戒してるでしょ？」

「それは……」

「いまこうやって話してるのも、あたしからのお誘いだったら躊ちゆう躇ちよしたんじゃない？」

「まあ、うん」

「でも裕ゆう子こちゃんの誘いだったら断れない」

「そのとおりで」

「ほらー」

「……いや、それルナ的にはいいかもしれないけど、裕子的にはメリットないんじゃ？」

「これをもらった」

　調子よくにこにこしているルナの横で、裕子は何かを見せてくる。

　それは三枚のチケットのようだ。わりと近所にある人気レジャープールの──

「なっ、無料招待券!?」

「ふふん、すごいっしょ？」

　学生が夏休みを満喫するには先立つものが必要になってくる。そんな俺たちにとって、『タダで遊べる券』というものはどうしたって魅力的に映るものだ。

　それが目の前に三枚。ということは。

「翔しようくん、いまからこの三人で遊びに行くぞ」

「題して、花か楽らちゃんに内緒で抜け駆け大作戦」

　そのまんますぎるネーミングにクラッとする。

「いまからって……俺、何も準備とかしてきてないんだけど」

「男物の水着だったらわたしが用意したから、使って」

「なぜ裕子が」

「わたしが一人暮らししてるあの家、半分くらい実家の倉庫も兼ねてるから。家族か親戚の誰かが長年使っていなかったやつを持ってきた」

　用意周到な。本当に攻城されている気分になってきた。

　プールは魅力的だが、俺としてはまだ警戒心のほうが強い。なにせ企画したのは裕子の隣でにこにこしているルナなのだ。何か別の目的があるのでは、と邪推してしまう。

「実際のところ、わたしとしては抜け駆けとかそういう意図はなくて」

　俺が難色を示していると、裕子が言った。

「単純に、この夏にやり残したことをやっておきたいっていう気持ちが強い」

「裕子のやり残したことって？」

「翔くんに水着を見せられてない」

　俺は数週間前、裕子や凛り珠ず、花楽たちと海水浴に出かけたことを思い出す。

　そういえばあのとき、裕子はずっと水着の上にパーカーを羽織っていた。俺一人に見せるならともかく、衆目に水着姿を晒さらすのは恥ずかしいとかなんとか、メンタル全振りらしからぬことを言って。

「あれから、少し精神力を鍛え直したから。今度こそ翔しようくんに水着を見せたい」

「……っ」

　熱意を語る裕ゆう子こ。その眼まな差ざしはまっすぐ俺を見つめていて、真剣さが伝わってくる。

　そして見つめられた俺は──はっきり言って、嬉うれしい。

　だって、俺に水着を見せたいって。なんだよその理由。

　そんなの……可愛かわいすぎるだろ……。

「翔くん？　顔赤いけど、どうしたの？」

「聞くなっ。ルナもおまえ、にやにや見んなっ」

　すべてお見通しと言わんばかりの美少女がなんか嫌だ。頬ほお杖づえついてこっち見てる姿がなんか様になってるのもずるい。元子役だけあって容姿は完璧なんだよな、こいつ。

「それに、夏休みが終わるっていうのは大きいよね。実はあたしも、単純に翔や裕子ちゃんと遊びたい気持ちのほうが強いかな」

「ルナちゃん、別の学校だから」

「あっ……」

　そうか。

　俺や裕子は同じ学校に通っているから、夏休みが終わっても会うのは容易たやすい。だがルナは他校、それも[image: ]あい坂さか女学院という女子校に通っているから、会える機会は減るだろう。

　それを考えると、このお誘いは夏の思い出作りみたいな側面もあるのか。

　……うん。決めた。

「わかった。行くよ」

　俺はため息とともに答えた。

「せっかくの誘いを断るのも悪いし……それに、二人には借りがあるしな」

「借りって？」

「あたしたち翔になんかしたっけ？」

「……昨日、裕子は学校の校門で会ったとき背中押してくれただろ。ルナは謝るきっかけをくれた。その借りだよ」

「どういうこと？　ルナちゃんわかる？」

「あー、なる。昨日、翔ってば凛り珠ずちゃんとケンカしてたから。あたし相談に乗ってあげたんだよね。そのとき告白とかもして。裕子ちゃんも心当たりあるんじゃない」

「そういえば、逃げる凛珠ちゃんを追いかけてたから応援したっけ」

「なにそれ青春！　ね、ね、翔。そのへんの話もっと詳しく聞かせてよ。プールまでの道すがらでいいからさ！」

「わかったわかったわかりましたよ！　時間なくなるから行くぞ！」

　──なんだかすっかりペースに乗せられてしまった気はするが。

　恩を感じているのは本心。

　凛り珠ずと仲直りできたのは、そして自分の気持ちに素直になれたのは、ある意味ではルナのおかげとも取れる。それに昨日は裕ゆう子こがいなかったら、凛珠を追いかけるのも途中でやめてしまっていたかもしれない。

　とにもかくにも三人でプールに直行することになり。

　俺は移動中、やけに仲のいい二人を見て、ひょっとしたらものすごい強豪タッグが生まれてしまったのではと恐怖するのだった。





　　　　◇　◇　◇






　──大型レジャープール施設『Aquage〈アクアージュ〉』。

　そこはルナの通っている[image: ]あい坂さか女学院からそう遠くない場所にあり、彼女の先導のおかげでファストフード店を出てから一時間足らずで到着できた。

　文ふみ樹き坂ざか学園においても、よく「夏休みアクアージュ行こうよ！」という声が聞こえてくる人気スポット。夏休みも終盤ということで混雑が予想されたが、入り口の案内を見るに今日は比較的空すいているらしい。宿題に追われている学生が多いのだろうか。

「んじゃ、更衣室出てすぐのところで待っててね」

　俺たちは着替えのために一旦別れ──そしていま、着替えを終えた。

　裕子の持ってきた男物の水着はいたって普通のやつで、サイズも問題ない。

　あとはおとなしく裕子とルナの二人を待つだけなのだが。

　……なんか、緊張してきた。

「流されるがまま来ちゃったけど、水着……なんだよな。水着女子二人とプール……まさか一夏で二度も水着女子と遊ぶことになるとは……」

　これ、夏休み明けに自慢話にでもしようものなら「死ね！」と首絞められるやつだな。

　二人揃そろって相性度が運命の出会いレベルなのもそうだし、[image: ]あい女じよの女子はそれだけで人気高いし、純粋に二人とも可愛かわいいし。

　緊張する一方で、なんだか楽しみになってきた自分がいる。

　裕子がああまで言ってのけた水着ってどんなのだろうとか、ルナの水着は海のときのと一緒なのかなそれとも違うのかなとか、頭の中で好き放題に妄想してしまっている。

「待たせたぞ」

　更衣室を出てすぐの通路で待っていると、勇ましい声がかけられた。

　照れも躊躇ためらいも窺うかがえない、覚悟を感じられる声の先に視線をやると──

「おわっ」

　変な声が出た。

　視界に飛び込んできた水着姿の女子二人。

　その先頭に立っていたのは、裕ゆう子こだった。

　身につけているのはライトグリーンをベースにした、カラフルなチェックの水着。海のときパーカーの下に着ていたものかとも思ったが、下がスカートタイプになっているので違う気がする。

「もー、なにさ翔しようってば。女の子の水着に対して『おわっ』はない……おわっ!?」

　裕子の奥から、同じく水着に着替えたルナが顔を出す。

　ルナの水着は一見シンプルな白のビキニ。本人のスタイルの良さもあってまるでモデルのような印象だが、胸元には大きめのリボンが付いており、大人っぽい魅力と子供らしい可愛かわいさを上う手まく両立させていた。

　そんなルナが傍かたわらの裕子と、正面の俺を交互に見比べ言う。

「……これは、やられた」

　口元で笑みを作りつつも、目を細めて真剣な空気を纏まとうルナ。

　その反応の原因は、裕子の着ている水着と、俺が着ている水着にあった。

　裕子が着ているのはカラフルチェックの水着で──俺が着ている水着にも、カラフルチェックが入っていたのだ。

　つまり、同デザイン。

　カップルコーデ──というやつだ。

「狙ったね？　裕子ちゃん」

「たまたまだぞ」

　とぼける裕子だったが、たまたまなわけがない。

　なぜなら俺の水着は裕子が持ってきたものであって。家にあったのを適当に、みたいなニュアンスだったが、たぶんそれも嘘うそだろう。自分の水着とセットで買ったに違いない。

　……ん？　いつだ？　ルナにプールの話を聞いてから？　それともひょっとして、以前から水着を用意していた？　俺といつか二人で海かプールに行くのを考えて？

　だとしたら──どうしよう。

　めちゃめちゃ可愛い、と思ってしまっている。

　水着姿云うん々ぬんより先に、その行動が。

「効果は抜群みたいだぞ」

「くぬぅ～……テクニックで上をいかれた感じ。超悔しい。侮ってたよ、裕子ちゃん」

「わたしだって、攻めるときは攻めるから」

　口ぶりから察するに、ルナも知らなかったようだ。

　テクニック全振りの猛も者さを出し抜くとは……やるな裕子。

「で、裕子ちゃんとお揃そろい水着で嬉うれし恥ずかしデレデレ翔くん」

「だ、誰がデレデレか！」

「真まっ赤かな顔で言っても説得力ないって。それより、コメントは？」

「コメント？」

「裕ゆう子こちゃんは翔しように水着を見せたくて誘ったんだよ？　お忘れか～？」

　おちゃらけた感じに問うルナの真横で、裕子がピンと背筋を伸ばす。

　相変わらず体格以上に大きく見える姿勢の良さだ。いまは水着姿なこともあり、体格以外にもいろんなところが大きく見えている気がする……そして輝いている気がする……。

　カップルコーデという部分を除いても、よく似合っている。

　うん。すごく可愛かわいい。

　だけど正直、恥ずかしさが先行して口にしにくい。けど言わなきゃ男じゃないぞ。

　俺は視線をそらしながら、精一杯に言葉を絞り出す。

「……良い」

　照れを隠したすぎて、雑極まりない褒め方になってしまった。

　待って。いまのなし。自分でもないと思った。

　瞬時に反省したのだが──

「ありがとう、ございます」

　即座に、丁寧な返事が返ってくる。

　裕子は口元を綻ばせ、全力で喜びを表していた。

　何が全力かって──あの裕子が目を伏せていたのだ。

　あの、相手と話すときは常に目を合わせ、眼光で人を震え上がらせることすら可能な裕子さんが。これは大変なことである。

　その表情に得も言われぬ新鮮さと可愛さを感じてしまって、俺はまた赤面してしまう。

「先行逃げ切りって感じの離され方しちゃったかな、これ」

　俺と裕子が互いに照れまくっていると、ルナが思案顔でつぶやいた。

「よし、切り替えよう。さあさあカップルさん。いつまでもラブコメしてないでプール行くよー」

「カップルの片割れさん、行くぞ」

「恥ずかしいからやめれ。あ、そういやルナの水着も海で見たのと違うやつだな」

「そりゃせっかくならいろんなの着たいしね。あといま褒められてもついで感あってルナちゃん点数低いから。ご留意ください」

　ルナはそう言って頬ほおを膨らませる。

　子供みたいにふてくされている感じが妙に演技っぽい。いや、こいつの場合は本当に演技かもしれないが。だとしても可愛く見えてしまうあたり、警戒心が足りないのかな俺。

　とにもかくにも移動である。

　ここアクアージュは主に三つのエリアに分かれている。

　流水プールエリアとウォータースライダーエリア、そして水上アスレチックエリアだ。

　他にも小さい子のいるファミリー向けに超浅いプールや、競泳用プールが屋内にあったりもするが、まあ今回の俺たちには無縁だろう。

「翔しようくん。さっそくだけど付き合ってほしいところが」

「どれ？」

「あれ」

　水上アスレチックエリアの前を通りがかったところで、裕ゆう子こが指を差す。

　その先には看板があり、なにやらイベントの概要が書かれていた。

　期間限定で、時間内に指定されたアスレチックコースを走破すると景品がもらえるらしい。しかし誰でも参加可能というわけではなく、条件が設けられていた。

「『男女ペアでお揃そろいの水着限定』……ほうほう、そうきましたか」

　ルナが普段より低い声で読み上げる。

　男女ペアでお揃いの水着。つまり、俺と裕子みたいなカップル限定というわけか。

　なんでそんな限定的なルールを──と疑問に思う俺だったが、どうやらこれ、エルステとのコラボ企画らしい。景品もＬコイン──エルステで使えるアプリ内通貨のギフトカードだった。

「手広くやってるなあ、エルステ」

　などと俺が呑のん気きに思っていると、背後でぴりぴりとした空気が。

　振り返ると、裕子とルナが笑顔で睨にらみ合っていた。

　睨み合っていたっていうか……火花を散らしていた。宿命のライバル同士みたいに。

「本当にやりおるね、裕子ちゃん」

「プレッシャーは利かないぞ。メンタル全振りだから」

「いえいえ、これは素直な称賛ですことよ。おほほ」

　芝居がかった挙措で下へ手たくそな高笑いをするルナ。

　対し、裕子は威風堂々たる姿勢でまっすぐにルナを見据えていた。

　これは……ルナの分ぶが悪いな。そもそもどういう対決でどういうルールだよって気もするが、印象的に裕子のほうが一枚上手と感じる。

「いいよいいよー。ルナちゃん一人でウォータースライダー行ってきますから」

「そんな子供みたいないじけ方すんなよ……」

「子供ですよーだ。あ、じゃあ翔。このあと付き合ってよ。二人きりで」

「えっ」

　ぶーぶー言いながら背中を見せたと思ったら、振り返って極上の笑みを見せてくる。

　写真集とかでありそうな見返りポーズにドキリとさせられていると、

「構わないぞ」

　なぜか裕ゆう子こが俺の前に立って代わりに返答した。

「やったー」

「いやいや勝手に決めるな。っていうか、そこは普通に三人で遊ぼうぜ」

「まずお互いのターンが終わってからね。あたしだって裕子ちゃんと遊びたいし」

「わたしも」

「いつの間にターン制になってんだ……」

　二人はライバルではあっても『戦友』と書くタイプのライバルのようで、憎しみ合うつもりはないらしい。少年漫画とかだったらわりと好きな関係ではあるのだが。

「……渦中にいるのが自分ともなると、どっちも応援できん」

「翔しようくん、何か言った？」

「空耳です」

　一人ウォータースライダーエリアに旅立っていったルナを見送りつつ、俺たちも水上アスレチックエリアのイベントスペースに移動する。

　プールの上にいくつもの浮島が浮かんでおり、一つのコースを形成していた。カップル二人でそれを走破するようだが、水上に配置された浮島は幅が狭く、常にぐらついている。どうやら定期的に水流を作っているらしい。

　この手のアスレチックは体験したことがないが、パッと見は難しそうに感じなかった。だが『二人で』という部分を踏まえると考えは変わってくる。男はともかく、女の子にはけっこう難しいかもしれない。

　……いや、俺たち二人の場合はそれが逆になるかもしれないけど。

「裕子、あれクリアできそう？」

「どうだろう。さすがの佐さ伯えき夜や人じん流りゆうも水上戦には適応していないから」

　佐伯夜人流というのは、裕子の家が代々やっている武術の名前だ。

　こいつがなぜ俺に婚約を迫っているのかといえば、この佐伯夜人流を継ぐにあたって結婚相手が必要だからとのこと。

　俺と裕子は受付を済ませ、佐伯夜人流初となる水上戦に備える。

「翔くん、やるからには勝つぞ」

　胸元で小さく拳を握ってはりきる裕子がちょっと可愛かわいい。

　二人でスタート位置につき、ルールをおさらいする。

　制限時間は三分。浮島を乗り継いでいきゴールを目指す。踏み外したりしてプールに落ちたら失格。片方だけゴールしてもダメ。互いに手助けするのは可。過去には女の子をお姫様抱っこして突き進んだ猛も者さもいたらしい。惜しくも落っこちたらしいが。

「はーい！　それじゃあスタートしてくださーい！」

　係員のお兄さんがホイッスルを吹き、横に置いてあるスポーツタイマーの時間が減り始める。

　チャレンジスタートだ。

「よっ」

　俺と裕ゆう子こは同タイミングで一つ目の浮島に飛び移る。

　……お、思ったよりもぐらぐらするなこれ。

　いまはまだ二人で乗っても大丈夫だが、先に進むにつれ一人分しか乗れないような小さな浮島も出てくる。これは慎重に進んだほうがよさそうだ。

　と考えていたら、裕子がいきなり足を止めてしまった。

「翔しようくん。先に進んで」

「先にって、裕子は？」

「ちょっとここで感覚を覚える。大丈夫だから」

　まさか裕子に限って足が竦すくんでしまったなんてことはないだろう。

　俺はやけに自信ありげなその表情を信じ、先に進むことにした。

『さあ彼氏が先行してガンガン突き進む！　彼女はまだ最初のほうで止まっているぞ！　大丈夫か!?　あとで「ねえ、なんで置いていったの？」って問い詰められたりしないか────っ!?』

　係員のお兄さんがヘッドセットで俺たちの挑戦を実況している。勝手に彼氏彼女にされた挙げ句修羅場の心配をされて恥ずかしいが、気にしたら負けだ。

　俺は軽快に進めているものの、立ち止まった裕子のほうはどうだろう？

　しばらくしてから振り返ると、なんとジャンプしていた。

　準備運動みたいに、その場で跳躍し続けている。浮島のぐらつき具合を確かめたりしているのだろうか。素人しろうと目にはかなり危なっかしい行為だが──

「あっ」

　声が漏れる。

　裕子が一瞬、先行している俺のほうを見た。

　一瞬のアイコンタクト──次の瞬間、矢のような勢いで揺れる浮島を蹴った。

『おお！　彼女がようやく進み──って速い速い速い！　はっえぇえええ!?』

　実況のテンションが一気に高くなる。

　プールの外側にいるギャラリーからもどよめきの声が上がった。

　裕子は先ほどまでの停滞を帳消しにするような速度で浮島を乗り継いでいき、あっという間に俺のもと──を通りすぎ、先に進んでいってしまった。

「おい！　ちょい待て裕子！」

　俺が声を掛けるとようやく立ち止まり、こちらを振り返る。

　その表情は──挑発するような微笑。

「遅いぞ男の子」

　男子の負けず嫌い魂を刺激する一言だった。

　俺は裕ゆう子こみたいに武術をやっているわけでもなければ、特に運動が得意というわけでもない。バランス感覚だってたぶん並だ。

　だけどそれでも、勝ちたいという気持ちはある。

　イベントの趣旨には関係ないが、クリアするならするで──裕子の先に行きたい。

「……こんにゃろー」

　俺はひたすらに裕子の背中を追った。

　正直なところ、コース終盤に差し掛かってきたこの辺りは浮島が狭く攻めあぐねていたのに。裕子が前にいるだけで、すいすい進めるようになってしまった。

　不思議な高揚感を覚えつつ、だんだんとゴールが見えてくる。

　裕子の背中も見えてきて、ついに同じ浮島までたどり着いた。

「これは……」

「最後の関門、って感じだね」

　俺たちがいま立っている浮島は、終盤にもかかわらずかなり大きい。二人で並んで立っていても十分な余裕がある。

　次の浮島も同じくらい大きいのだが──距離があいていた。

　水上どうこう、揺れがどうこうではなく、ただ単純に距離が問題だ。これでは、ある程度助走をつける必要があるだろう。そしてこの浮島は助走をつけられるほど広くはない。

「ここを突破すれば、あとはゴール目前なんだけどな」

「翔しようくん。ちょっと思いついた」

「なんだ？」

「見てて」

　なにやら作戦があるらしい裕子に促され、俺はその一挙手一投足を観察する。

　裕子は何を思ったか、手を自分の腰の辺りに持っていき──そこにあった『紐ひも』を、しゅるりと解ほどいた。

　腰の辺りにあった紐。

　つまり、水着の紐を。

「ばっ!?　おま、なにやって──」

「ん」

　勢いのままに脱ぎ去った水着を差し出され、俺はぎょっとする。

　だって、下の水着を脱いだってことは、要するに──ま、マズイだろ！

　ギャラリーの目もあるので俺は咄とつ嗟さに隠そうとするが、そこで間違いに気づく。

　裕ゆう子この水着は、まだちゃんと着たままだった。

　ただスカートタイプだった下が、逆三角形のビキニになっている。

　じゃあ裕子の手にあるこれは……あ、水着のスカートかこれ。取り外すとビキニになるのね。オッケー、わかった。

「翔しようくん、耳まで真まっ赤かだぞ。さては」

「紛らわしいことするからだろぉ!?」

「とにかくこれ、持ってて」

　俺は突きつけられる形で水着を手渡される。

　まさかスカートの分が軽くなったから跳べるとか、そういうノリか？　いやいやこんな一キロもない布でそんな変わるわけ──あっ。

　跳べた。

　俺の眼前、裕子は見事な跳躍でもって最終関門である浮島を渡りきった。

「……マジか」

「翔くんも」

「まさか俺にも水着を脱いで軽量化を図れと」

「そうじゃなくて」

　前の浮島に乗る裕子はこちらを向きながら、くすりと笑う。

「水着を脱いだのは、わたしじゃなくて翔くんのため。やる気、出ると思って」

「やる気……？」

「届けに来て」

　裕子は頬ほおを赤らめ、少しだけ恥ずかしそうに言う。

「ゴール目前だから、みんなが見てる。まだ……ビキニはちょっと、恥ずかしいから」

「あっ……」

　裕子のステータスは、メンタル全振り。

　何があろうとものともしない精神力を持った強者だが、海に行った際は水着を見せるのが恥ずかしいと口にしていた。俺にではなく、不特定多数に見せるのが。

　今回、あのときよりも精神力を鍛えてきたとは言っていたが──妥協点が、あのスカートタイプの水着だったのだろう。いまみたいなビキニは、まだ少しレベルが高い。

　そんな風に無理して頑張っている裕子に、俺が恥をかかせるわけにはいかないよな。

「……ホント、人のやる気を引き出すのが上う手まいよな」

「良妻の条件だぞ」

　したり顔の裕子を見て、思わず俺も笑む。

　心は決まった。

　いまなら跳べる気がする。あとは実行あるのみだ。

「う……りゃ！」

　軽い助走の後、跳んだ。

　裕ゆう子こが待つ浮島へと、水着のスカートを握りしめて。

　最高のジャンプができたと思う。

　裕子の姿が近づいてくる。

　これなら──あっ。

　どぷんっ。

　裕子の姿が近づいたと思ったら、すぐに消えて、視界が水の世界に染まった。

　跳べると思ったんだけど……届かなかったか。

　悔しい思いをしながら水の中でもがく。

　片手でスカートを握りしめたまま、不格好に水面へ出た。

　顔を出してすぐ、裕子の笑顔が出迎えてくれる。

「……ごめん。届かなかった」

「ううん。格かつ好こ良かったぞ」

　相方の水面落下により挑戦失敗。だというのに裕子は満足げな様子で、俺が這はい上がるために手を貸してくれた。

　周囲からはギャラリーの拍手や歓声、口笛が聞こえてくる。

『あ～っと！　残念！　しかし二人ともよく頑張った！　拍手！　さあ次に続くカップルはいないか!?　お揃そろい水着ならどなた様でもオーケー！　本日のクリアは未いまだゼロ！』

　係員のお兄さんが次なる挑戦者を募る横で、俺たちはそそくさと退場する。

「む～……」

　そのまま水上アスレチックエリアの隅まで移動し、思わず唸うなった。

　正直、悔しい。クリアできなかったのもそうだが、裕子にあそこまで発破をかけられて跳べなかったのが。なんというかこう、男子のプライド的に。

「……不完全燃焼って感じだね、翔しようくん」

「わかるか」

「なんだったらその水着、返さなくてもいいんだぞ？」

「うん……うん!?　いやなんで!?」

「『これを返すのは、俺が跳べる男になってからだ』──みたいなノリじゃないの？」

「元ネタのシチュエーションはなんとなく想像できるが、微妙に違う！　どっちかっていうと『俺が跳べる男になるまで、その水着は預けておく』みたいな感じだろ！」

「翔くんが跳べる男になるまで、その水着は預けておく」

「それただの押しつけ！」

　預けられても困るので、俺は裕子に水着を突き返す。

　思い切り握りしめたライトグリーンのスカートを見つめながら、しかし裕ゆう子こはそれを受け取る素振りを見せない。

「翔しようくんが着けて」

「えっ」

「跳べなかったから、ペナルティ。スカート、元通りに着けて」

「は……はあ!?」

　裕子は姿勢を正し、腰に手を回しやすいよう己の両腕を上げた。

　贅ぜい肉にくなんかとは無縁そうな引き締まった腰周り。意味もなく指で突つついてみたくなる可愛かわいらしいへそ。スカートがなくなったことで露あらわになった眩まぶしすぎる逆三角形。

　見ているだけでも緊張してしまうのに、触れるだなんて。

「いや、裕子さん。それはさすがに……」

「なんだったら、もっと人目の少ないところに移動する？」

「それはそれで、隠れていかがわしいことをしてる感が増すというか……」

「水着のスカートを着けるだけだぞ」

　幸いにも俺たちのすぐ後に新たな挑戦者が現れたようで、ギャラリーの目はアスレチックコースに向いている。この場で着けるなら逆にいまがチャンスと思えた。

「早く。恥ずかしいから」

　短く言う裕子の眼まな差ざしは少し鋭い。羞恥を感じているのは確かなようだ。

　じゃあ俺に着けさせようとか考えるなよ──と反論したところで話は進まない。裕子がなかなか引かないであろうことは経験上わかっていたので、俺は。

　……無言で着けました。

　正面から裕子の腰に手を回し、スカート水着の両端を紐ひもで結ぶ。蝶ちよう々ちよう結びにした。片側が緩かったので一度やり直した。きつくしすぎたら痛いよな、とかいろいろ考えたんです。

　クリア者が出たのか、後ろのほうで「おお──っ！」という声が上がった頃、完了。

　俺は真まっ赤かになっているのを自覚しながら、無表情の裕子と顔を合わせる。

「……翔くん」

「な、なんだよ」

「前後ろ逆」

「ウソだろ!?」

「冗談だぞ」

　こいつの冗談は心臓に悪すぎる。

　俺は恨み言の一つでも吐こうとしたが、直後に気づいた裕子の変化に思いとどまる。

　口をもごもごさせていた。

　なんというか、恥ずかしさを噛かみしめるような感じで。

「どきどきした」

「……俺もだよ」

　二人して羞恥心と激闘していた。俺もメンタルのステータスが欲しいと心底思った。
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　水上アスレチックエリアを離れた俺は、ルナと合流すべくウォータースライダーエリアへと向かう。

　裕ゆう子こは、

「ルナちゃんとの同盟関係は大事にしたいから。わたしは一時退却するぞ」

　とか言って一人で消えた。

　なんなんだろうな、この二人の駆け引き。互いにチャンスを作り合って、また譲り合っているようなの。俺はどうするのが正解なんだろうか。

　ともあれ一人になった俺は、すぐに目的の人物と再会を果たす。

「あーっ！　翔しよう！　こっちこっち！」

「お待たせ。って、テンションたっけーな」

「もうここのウォータースライダーすんごいの！　テンションも上がるさー！」

「なんで沖縄方言だよ」

　ルナはスタイルも容姿も抜群で目立つから、人混みの中でも簡単に見つけられた。ただでさえ水着だしな。こんなにはしゃいでれば通行人、特に男は三度見くらいするだろう。

　しかし──

「ん？　どうしたの翔？　なんか視線が熱っぽいかなー？」

　ウォータースライダーで遊んだ後だからだろうか。

　水でしっとり濡ぬれた髪。雫しずくを纏まとって輝く純白のビキニ。水滴を弾はじくなめらかな肌。どれもこれもが魅惑的で、変に意識してしまう。

　……水って、最上級のアクセサリーになるんだな。

「ふーん。これは『あー、えっちなこと考えてたでしょー？』と定番のツッコミを入れておいたほうがいい？」

「は!?　い、いや違うって。純粋に、綺き麗れいだなって思ってただけで」

「ふふっ。ありがと。はーっ、やっぱ照れまくりな翔に褒められると嬉うれしいなあ。可愛かわいくって」

　……おのれ小悪魔め。

　やはりルナには最大限の警戒心を持って接しなければならないようだ。少しでも気を許せば、どんな風にもてあそばれるかわかったものじゃない。

「それじゃ、さっそく参ろうか」

「参るって、どこに？」

「アクアージュ一周流れるプールの旅」

　そう言って、ルナは視界の先にある売店を指さした。

　売店──正確には、浮き輪やバナナボートなんかの貸し出し小屋のようだ。

　ひょっとしてルナって泳げなかったり？　とも思ったのだがそうではなく、目的は二人用の大きな浮き輪をレンタルすることだった。

「じゃーん！　大人用ツイン浮き輪。二人でこれに乗って旅に出ようぜ」

「でかっ！　そして見ているだけでワクワクするフォルム……」

「好きっしょ、こういうの」

　８の字の浮き輪は１６０センチの巨大サイズ。きちんと穴も二人分開いており、さらに背もたれまで付いている。小さい頃はこういうアイテムに憧れたっけ。

　俺たちはそのまま流水プールエリアに移動し、浮き輪を水に浮かべた。

　二つの穴にそれぞれお尻から入り、背もたれも使って優雅に寝そべる。

「流れるプールだからあとは水の流れにお任せ。あ、人にぶつからないように方向転換だけは気をつけてね。そっち側よろしく」

「オーケー、任された」

　俺とルナは反対向きで隣り合い、前方と後方の確認を分担する。

　真横を確認するとちょうどルナの胸から上、そして太ももからつま先までの長い脚が見え、そのポーズの大胆さにドキッとしてしまう。

　……テンション任せで乗り込んでしまったが、かなり恋人っぽいことしてるな俺たち。

「お風呂に入るときもこういうポーズなんだよね」

「えっ!?」

「想像した？　まあ、嘘うそなんだけど。残念ながらうちのお風呂はそんなに広くないので」

　想像してしまった。

　そして想像上とはいえ、ものすごく絵になっていた。

「ところで、お気づきかな？　この浮き輪にこういう形で搭乗してしまった以上、そう簡単に逃げ出すことはできないのだよ」

「ハッ。た、確かにこれ、身体からだがすっぽり嵌はまってる上に自分だけで制御してるわけじゃないから自由が利かない……!?」

「ふははは、無理に動けば他の人にぶつかって迷惑がかかるぞよ」

「おのれ、謀はかったな……っ！」

「ようこそ、ルナちゃんのテリトリーへ」

　ふざけて返してはいるが、実際ルナの言うとおりではある。

　ツイン浮き輪という牢ろう獄ごくに囚とらわれたこの状況、逃げ出すことは容易じゃない。

　それはつまり、どんな話をされたとしてもスルーしにくいという意味で──

「で、翔しよう。実際どうなの？」

「どうって、何が」

「あたしにもまだ、勝ち目ある？」

　勝ち──それがどういう意味かわからないほど、俺は鈍感じゃない。

　だが、素直に返答できるかどうかは別の話だ。

「か、勝ちって、なんのことだよ」

「そことぼける？　ルナちゃん昨日、男の子に初めて本気の告白したんだけどなー」

　初めてなんだ。そういや、頬ほおにキスも初めてって言ってたような……。

「その返事は、昨日ちゃんとしただろ」

「そだね。いまはまだ、って感じで」

「覚えてるじゃん」

「あたしが聞きたいのは、いまより先の話。将来的に、希望あるのかなって」

「そんなの……俺だってわかんねえよ」

　初恋を捨てるべく、恋人を作ろうと躍起になっていた昨日までの自分。でも、俺にとって一番大切な存在は幼なじみなのだと気づいた。他ならぬ、このルナのおかげで。

　だから俺は、いまはまだ誰とも付き合えない。

　凛り珠ずへの想おもいを断ち切れる日が来るか、凛珠以上に好きと思える相手が現れるまで。

　そんなときが訪れるのかどうかといったら──やはりまだ、わからない。

「とにかく、俺は前みたいに自分から積極的に彼女を作ろうとしたりはしない。エルステの相性度がどうであろうと、誰に告白されようと、答えは変わらないよ」

「成り行きに身を任せるってことか。攻略しがいがあるね」

「……あのさ。俺は一応『お断りします』って言ってるわけなんだけど」

「ここに来る前にも言ったでしょ？　それぜんぜん断れてないし、あたしもぜんぜん諦める気ないから」

「花か楽らも裕ゆう子こもルナも、物好きにもほどがある。そんなにエルステの相性度が大事かよ」

「１％の重みを理解して恋心を抑え込んでいる君に言われたくないなあ」

　ぐっ、それを言われると弱い。

　一番エルステに縛られているのは、間違いなく俺だ。

「それに、相性度だけ見てるって思われるのは心外。少なくとも、あたしは純粋に翔のことを気に入ってるんだよ？　本性さらけ出して本気になっちゃうくらいにはね」

「……エルステの相性度をいじって遊んでたって話か？　昨日ははぐらかされたけど、あれって本当の──」

「そこはやっぱり、ご想像にお任せします」

「おまえなあ」

「ま、そういうわけだから。あたしの攻略お断りっていうんなら、凛り珠ずちゃんと仲良く生涯独身宣言でもしてくださいな」

　……生涯、か。

　実際、俺の選択はその場しのぎでしかない。

　将来的に見て、凛珠以外の誰かを好きになる機会はあるのかどうか。

　それとも本当に、ずっと幼なじみの関係を維持したまま恋人を作らず一生を過ごすのか。

　そんなの……やっぱりわかんねえよ。

「ていっ」

　押し黙っていると、ルナが指で俺の頬ほおを突っついてきた。

　この格好だと手を伸ばせば簡単に相手の身体からだに触れられる。

　俺がムッとした目で見ても、ルナは楽しそうに頬を突つつき続けた。

「ていていっ」

「なにするんだよ」

「やー、さんざん煽あおっちゃって悪いことしたかなって。お詫わびのつんつん？」

「どこらへんが詫びなのか」

「だって翔しよう、考え込んじゃってるんだもん。そういう風に真面目まじめに悩んでくれるのは嬉うれしいけど、もっと気楽でいいと思うよ。あたしたちまだ子供なんだしさ」

「気楽に」

「そうそう。いやー、本命がいるのに三人もの女の子に迫られて困っちゃうなー、俺ってばモテモテだなー、でへへー、みたいな心持ちでさ」

「でへへー、は余計だろ」

　わざわざ声色を変えて演技するルナに、俺は苦笑する。

　こんなやり取り一つで気持ちが楽になってしまうんだから、すごいよな。相性度99％の為なせる技なのだろうか。こいつとの何気ない会話は、純粋に楽しい。

「で、そろそろさっきの返事。あたしに勝ち目があるのかどうか教えて」

「あ、そこはちゃんと知りたがるんだ……」

「女の子は答えを欲しがるものなの」

　一転してまた真面目な表情をするルナに、俺も真面目に返す。

「……ルナのこと、嫌いじゃないよ」

　偽らざる本心。

　楽になった気持ちのまま、それを口にする。

「昨日はその、いきなりのカミングアウトで面食らったけど……ルナは別に俺を騙だましたり、陥れたりはしてないわけだし。悪印象とかはぜんぜんない」

「ふんふん」

「あのときおまえに相談に乗ってもらったからこそ、俺は自分の気持ちに素直になれたわけだし、感謝もしてる。サンキューな」

「ん。サンキューありがとう。でもあたしが聞きたいのはそういうことじゃなくてね？」

「うん？」

「恋愛的な可能性の話。ぶっちゃけ、ムラムラする？」

　ルナは問うと同時に水着の谷間に指を引っ掛け、下にずらす。

　もちろんそのままポロリなんてことにはならなかったが、胸の肌面積がわずかに広がり、俺の本能は否いやでもリアクションしてしまう。

「んなっ……なんだよその質問は！」

「だってさー。いくら人格や行動を評価されても友達止まりじゃ意味ありませんですしー。花か楽らちゃんに翔しようの恋愛対象になる第一条件訊きいてみたら『乳ですね』って言ってたよ」

「誤解だそれ！」

「えー、どうだかー。ちなみにあたし、凛り珠ずちゃんには劣るけど花楽ちゃん裕ゆう子こちゃんよりはあるよ？」

　見ればわかる。

　ルナの胸は、グラビアアイドルを想起させる凛珠のものとは別ベクトルで、ある。

　単純な大きさではなく、なにより脚や腰など全体のバランスを第一に考えて作られたような、芸術的モデル体型。そんな身体からだが魅力的でないはずはなく──あっ。

「翔って、見るときはけっこう露骨だよね」

　しまった。

　反論も忘れてついじっくり見てしまった……。

　俺はルナから視線をそらし、がむしゃらに水を掻かく。浮き輪の軌道は急激なカーブを描き、流水プール一周の旅はそろそろ終わりを迎えようとしていた。

「楽しい旅だったね。特に翔のスタンスが再確認できただけでもよかったよ。あと、女の子の身体の好みとかも。なら、あたしも頑張っちゃおうかなー」

「おまえホント、そういうのよく本人の前で言えるよな……」

「これもテクニックだよ。テクニック全振り女子だからね。よっ」

「わぶっ!?」

　終着点が見えてきたところで、ルナは力いっぱい浮き輪を水に沈めた。当然、ルナ自身や隣に座っていた俺も水の中に沈められる。

　驚きながらもすぐ水面に上がると、目の前でルナが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。

「安心して。翔に寂しい青春を送らせないために、ルナちゃん全力で頑張るから」

　自信に満ち溢あふれた、微笑ほほえみ。

　陽光で輝く水滴に彩られたその顔は、格別に綺き麗れいだった。
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　佐さ伯えき裕ゆう子こ、石動いするぎルナ、両名のターンが終わり、インターバル。

「……なかなかポイントを稼いだようだね、裕子ちゃん」

「ルナちゃんこそ、翔しようくんを随分と楽しんだ風に見えるぞ」

　プールサイドで合流した裕子は、まるで俺をおもちゃか何かのように言う。

　二人は正面から睨にらみ合ったかと思いきや、互いの健闘を称たたえるように固い握手を交わした。わからん。俺にはこの勝負のルールがまったくわからん。

「んじゃ、ここからはタッグ再結成ってことで。あ、そだ。二人もウォータースライダー行こうよ！　あたしももう一回滑りたいし！」

「あれか……」

　ルナが先んじて体験したというウォータースライダー。その威容はさっきからちょくちょく視界に入ってきている。

　なんせとてつもなくデカい。意識するなと言われても無理というレベルの巨大さで、ここアクアージュの代名詞ともいえる名物アトラクションだ。

「わたしは別にいいけど、ひとりひとり滑るの？」

「団体様コースもあるから、みんなで一緒に滑れるよ。たしか最大四人までだったかな？」

「危なくないかそれ？」

「専用のフロートボートを使うから、そこは大丈夫」

　俺たちはウォータースライダーの列に並び、談笑しながら順番を待った。

　列が進むにつれ、フロートボートとやらの姿が見えてくる。それは特大サイズの円形浮き輪で、複数人が輪の中に乗り込んで滑るようだ。大きさ的には、浮き輪というよりご家庭用のビニールプールに似ている。

「輪の外側に取っ手が付いてるから、それに掴つかまって滑るの」

「佐伯夜や人じん流りゆうの体幹をもってすればそんなものは不要だぞ」

「いやダメだろ。危ないからちゃんと使いなさい」

　そんな風に話しているうちに、順番が回ってきた。

　係員のお姉さんの指示に従いながら、三人でフロートボートに乗り込む。脚を伸ばしても大丈夫なくらいの大きさではあったが、二人の脚に接触すると危ないので適度に折りたたんだ。両手はきちんと外側の取っ手を掴み、待機。

「翔。なんだったら脚、絡めてもいいよ？」

「冗談でもそういうこと言うな。危険だから」

「あ、ひょっとしてビビってる？」

「ビビってなんかねーわ！」

　本当はちょびっと。だってスタート地点からしてかなりの高さだし、これでもかってくらいカーブが多いし、悲鳴や奇声もひっきりなしに聞こえてきてたし。

「翔しようくん。怖くなったらそんな取っ手に頼らず、わたしに掴つかまっていいんだぞ」

「なぜか妙な安心感があるが遠慮しておく。裕ゆう子ここそちゃんと取っ手掴んどけよ」

「では、スタートでーす！」

　覚悟も中途半端なタイミングで、係員のお姉さんにフロートボートごと押し出された。

　あとは水流と重力に導かれるがまま、地表のプールめがけて滑り落ちるのみ。

　最初はスピードもそこそこ、カーブもなだらかで、「なんだ、意外とたいしたことないじゃん」とか心中で余裕ぶっこいていたのだが──

「ふ、ふふふふふ振り落とされる────っ!?」

　どういう仕組みか、徐々に加速していった！

　カーブの角度もエグくなり、猛スピードで側面に突っ込むものだから勢い余ってコースアウトするんじゃないかとハラハラした。というか現在進行系でそう思ってる。いやフロートボートより先に俺だけ投げ出されるかも！

　右斜め前に座るルナは飲料水のＣＭが似合いそうないい笑顔で「きゃーっ！」とか叫んでいた。左斜め前の裕子は真剣な表情でボートの揺れと格闘中。あ、こいつ片手離してやがる！　修行気分か！

　気づいたところで俺にそれを注意する余裕はなく、取っ手を掴む両手に力を込め、「あばばばば、ごっほごっほ」と唱える。水しぶきが口の中に入ったのだ。

「たーのしーっ！　あ、裕子ちゃん見て！　翔がめちゃめちゃ変な顔！」

「翔くん。そういうのはカメラ持ってるときにして」

「なんでおまえらそんな余裕なの!?」

「テクニック！」

「メンタル」

「エルステのステータスはそういうのじゃねええええええええええええ」

　叫びながら超高速での急降下を味わう。

　ウォータースライダーもいよいよ大詰めで、コースは最後のストレート。水の流れは体感三割増しぐらいで速く、ラスト付近では起伏もあり、フロートボートが跳ね上がった。

「えっ」

　マジか、っていうくらい飛んだ。

　そのまま終着駅のプールに着水──とはいかず、フロートボートから投げ出される。
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　どぼんっ、と豪快に沈んだ。俺は反射的に水を掻かく。

　水中でもがいていたら、背中のほうに謎の重みがやってきた。

　突然の出来事に動揺しつつも俺はそれを支え、水面に出る。

「ぷはっ」

　顔を上げて、すぐに振り返ると──背中にルナが抱きついていた。

「あっ」

　当人も「え？　なんで？」と言わんばかりの驚き顔で、しかし身体からだはしっかりと俺の背中にくっついている。

　より正確に言い表すなら、ルナの身体の前面、最も出っ張っている部位である……その、胸が。

　凛り珠ずほどではないが裕ゆう子こや花か楽らよりはあると語っていたそれのスペックは実際そのとおりで、押し当てれば変形するほどの柔らかさも今回身をもって証明された。

「あ、あははーっ。ごめんごめん。つい勢いに身を委ねちゃって」

「い、いや、こっちこそ、ごめん」

　策士のルナにとってもこれは本当にハプニングだったようで、胸は、いや身体はすぐに離してくれた。

　フロートボートは係員が回収し、俺たちは次に滑ってくる人の邪魔にならないようプールから出ようとするのだが、

「…………」

　上がる直前、首まですっぽり水に浸つかった裕ゆう子こが、恨めしそうな目で俺たちを見ていた。

　予知能力でも授かったかな。何を言い出すのかは、なんとなく想像できた。

「もう一回滑ろう。翔しようくん。今度はわたしも狙っていくぞ」

「……狙わないで。危ないから」

　裕子はなんとか説得したのだが、それはそれとしてルナからもワンモアとの声が上がったので、結局もう一回だけ三人で滑った。
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　空が茜あかね色いろになり始めたのを目安に、誰かが「そろそろ帰ろうか」と提案する。

　元の私服に着替えアクアージュを出た俺たちは、駅までの道を三人で歩いていた。

「たはーっ！　遊んだ遊んだ。夏休みの最後にいい思い出ができたなー」

　ルナが伸びをしながら言う。

「裕子ちゃんと翔は？　楽しかった？」

「うん。楽しかったぞ」

「右に同じく」

「よかったよかった。タダ券を提供した甲か斐いがあるというものですよ」

　つい素っ気なく返してしまったが、本当に楽しかった。

　後半はルナへの警戒とか今後のこととか、一切忘れてはしゃいでしまったし。

　……ルナの言うとおり、もっと気楽でいいのかもしれない。いまはこれで。普通の友達と接するような気持ちで。

　何かを急ぐことも、不安がることもない──俺は静かに、心の中でそう思う。

　最寄り駅に到着し、改札を通ったところで、ルナとは別れることになった。

「んじゃ、あたしこっちの電車だから」

「おう。今日は誘ってくれてありがとな」

「ありがとう、ルナちゃん」

「どういたしまして。あ、新学期になってもまた遊んでよ？　ちょくちょくエルステで連絡するから。学校別だからってスルーしちゃヤダからね？　二人ともだよ！」

「わかった、わかったって」

「了解だぞ」

　スマホを片手に念押しし、ルナは背中を見せる。

　そのまま去っていくのかと思いきや、

「じゃあ翔しよう──またねっ」

　振り返って俺を名指しし、別れの投げキッスを寄よ越こしてきた。

　可愛かわいらしくも色っぽい仕草と表情、ばっちりウインクまで添えた、見事な投げキッスだった。

　最後の最後で……なんて可愛い爆弾を落としていくんだ、あいつは。

「翔くん」

　俺がしばし唖あ然ぜんとしていると、隣の裕ゆう子こがくいくいっと服の裾を引っ張ってきた。

　なんだろうと見てみたら、裕子は広げた掌てのひらで口を覆い、「ちゅっ」としっかり発音してからそれを離した。

　……投げキッスのつもりらしい。

「下へ手た」

「むっ」

「ってか俺たち電車一緒だからまだ別れないし」

「言ったな翔くん。それなら佐さ伯えき夜や人じん流りゆうの本気を見せるぞ」

「武術と投げキッスになんの関係が？」

　帰りの電車を待ちながら、なんてことはない会話を楽しむ。

　そうして、夏休みは終わりを迎えようとしていた。
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　夏休みが終わり、新学期が始まった。

　久しぶりの級友たちとの再会を済ませ、この夏を振り返る。それが済んだらすぐに平常授業。高校一年生の学業は慌ただしく、夏休みボケを許さない。

　そんな感じで、新学期最初の一週間が普通に過ぎ。

　二週目の月曜日が訪れたところで、異変が起こった。

「……なーんか、視線を感じる」

　昼の休み時間のことである。

　クラスの男連中と手早く昼飯を済ませた俺は、用事があって図書室へ向かった。その用事も滞りなく済ませ、現在は教室に帰る途中。

　行きも帰りも、他の生徒に──特に女子に、チラチラ見られている気がする。

　なんだろう。寝癖がすごいとかか？　知らない間に額に落書きされてるとか？　まさかワイシャツの前後ろが逆だったりとか。

　鏡で確認してみたが、全部ハズレだった。

　うん。気のせいだな。ただの自意識過剰。

　と思い、また歩を進めるのだが、今度ははっきり視線を感じた。

　目で追ってみると、そこにはセーラータイプの制服を着た女子数人の姿がある。

「中等部の女の子……？」

　文ふみ樹き坂ざか学園は中高一貫校で、校舎が高等部と中等部に分かれている。

　行き来は自由なので中等部の人間がいること自体は不思議ではないが、俺みたいな一般生徒に視線を注ぐ理由が不明だ。声をかけてみようか、どうしようか。

「友とも柳やなぎ」

　俺が廊下で悩んでいると、見知った顔が声をかけてきた。

　梶かじ君きみ尋ひろ。

　スマホ文化の浸透したこの世の中で、携帯電話の類いを持たない変わった友人である。

　爽やかで中性的な顔立ちが特徴だが、現在の表情は平常時と微妙に異なっていた。

「どうした梶。深刻な顔して」

「えっと、深刻なのはたぶん君のほうじゃないかと思うんだけど……とりあえず、耳に入れておきたい話があるんだ。いまいいかな？」

「もちろん」

　俺たちは廊下の端まで移動し、小さな声で話の続きをする。

「まず確認したいんだけど……友とも柳やなぎって、大おお町まちちゃんと付き合い始めたの？」

「はあ!?」

　内緒話をするような梶かじに対し、いきなり大声で返してしまった。

「お、俺と花か楽らが付き合ってるって……なんで？」

「その様子だと誤報みたいだね。そうだと思ったんだ。律儀な友柳ならまず僕に報告するだろうし、隠していたとしても態度で丸わかりだろうしね」

「どういうことか説明してくれよ」

「一部で噂うわさになってるんだよ。君が中等部の女子と付き合い始めたって」

「どこからそんな話が……いや待て。噂になってる？　なんで？」

　たかが男子生徒と女子生徒の恋愛話。俺が超の付くくらい有名人だったり、花楽が学園を代表するアイドルとかだったらわからないでもないが──ああいや、可愛かわいさでいえばアイドル級ではあると思うけど──ともかくそんな注目要素はないはずだ。

　エルステが流は行やっている影響で、高校生と中学生の年の差もそれほど珍しいわけではないし──と、そこまで考えて思い至る。

　まさか。

「あのエルステっていうアプリだよ。なんでも、友柳と大町ちゃんが相性度１００％っていう、全国的に見てもすごく珍しい関係にあるとか」

「ああ～！」

　そうか、そういうことか。

　エルステはいまや『ＳＮＳといえばこれ！』と言えるほどの大流行アプリ。文ふみ樹き坂ざか学園においても、生徒はもちろん教職員の間でも普及している。

　そして夏休みの間に変動した、俺と花楽の相性度１００％。

　この数値は、梶の言うとおりたいへん珍しい値なのだ。

　世間でおしどり夫婦と呼ばれるような間柄でも、滅めつ多たに相性度１００％にはならない。もし芸能人がこの数値を保有していようものなら、それだけでワイドショーの特集が組める。文樹坂学園はおろか周辺地域まで広げても、相性度１００％のカップルが出たなんて話は過去に聞いたことがなかった。

「社会現象を巻き起こしてるコンテンツだもんなあ。校内にそんなレアな数値を叩たたき出してる人物がいるともなれば、そりゃ注目も集まるか」

　でも、どこでそんな話が広まったんだ？

　エルステの相性度なんて、当人たちしか知りようがない。

　となれば、答えは必然──

「あのっ！」

　考えが頭をよぎったその瞬間、声をかけられた。

　先ほど俺に視線を送っていた女子中学生のグループだ。

　数は三人。その中の一人が、スマホを片手に一歩躍り出る。

　ずいぶん小柄な女の子だ。セミロングの髪をバレッタで留めている。顔つきは勇ましく、対たい峙じしているとこちらが一歩引いてしまうような気合いを感じた。

「友とも柳やなぎ翔しようさんですよね!?　お時間いいですか!?　ぜひ取材させてください！」

「しゅ、取材!?　君は……？」

「申し遅れました！　私は中等部二年の本ほん庄じよう御調みつぎといいます！　そして我々はスマホアプリ研究部の者です！」

「スマホアプリ研究部!?」

　取材という言葉に続き、聞き慣れない部活名にまた驚く。

「文字どおり、昨今普及しているスマホアプリを研究し、情報を発信する部活動です！　部員数は二十一名！　これは文化系の部活動の中でも上位に位置する数です！」

「お、おう。人気の部活なんだな」

「はい！　主な活動内容は現在流行しているアプリの調査と内容紹介、学生に相応ふさわしい健全な使い方の指導と、広告詐欺や課金誘導に対する注意喚起！　保護者の方々からの相談なども受け付けており、学生ならではの視点から適切な対応を──」

「みっちゃん、みっちゃーん」

「食い気味すぎ、食い気味すぎ」

　熱弁しながら俺の胸元まで迫っていた本庄さんが、他の二人に引っ張られて距離を取る。

「申し訳ありませんでした！」

　きちんとお辞儀をして謝るあたり、悪い子ではなさそうだ。

「で……取材って、なんの？」

「はい！　友柳センパイが中等部の大おお町まち花か楽らさんとエルステで相性度１００％を達成したと、情報をいただきまして！　その件についてぜひともお話をお願いしたく！」

「その情報、誰からいただいたんだ？」

「中等部の大町花楽さんです！」

　本人かよ。まあ、花楽を除けば学園内で知っているのは俺と凛り珠ずと裕ゆう子こだけだから、一番ありそうな可能性ではあったが。

「ぜひぜひ！　お二人の馴なれ初そめや知り合ってからの相性度の推移など！　差し支えなければステータスの詳細なども！　さらに差し支えなければお写真などもお願いします！」

「礼儀正しいわりに欲張りだな!?」

「すいませーん」

「いきすぎたらあたしたちがブレーキかけますんでー」

　熱意の塊みたいな本ほん庄じようさんの両サイドで、二人の女の子が支えるように立つ。同じ部活の友達ってところだろうか。なんとなく、長い付き合いの三人組に思えた。

「協力してあげたらどう？　友とも柳やなぎ」

「いや、っていっても、俺と花か楽らは──」

「あら、写真くらい良いじゃないですか先輩」

　噂うわさをすれば影──いや、タイミング的にどこかで待機していたのか。

　颯さつ爽そうと現れたのは、もちろん俺と１００％の相性度を誇る人物──大おお町まち花楽である。

「花楽……どういうことなんだよこれ」

「どうもこうも、いつかは知れ渡ってしまうことです。なんせエルステは大流行アプリ。さらに相性度１００％だなんて、健全な学生なら噂せずにはいられません」

「おまえが故意に広めたと？」

「いえ、誤解です。ただ仲のいい友達と恋バナする機会がありまして、そこからあれよあれよと言う間に広まってしまった形になります。わたくしとしても想定外でした」

　とは言うが、花楽は嬉うれしそうに笑みを作っていた。

　相性度が知れ渡る。それ自体は特に困ることではない。問題なのは──

「ご両人が揃そろったところであらためてお願いです！　お二人のお話と写真をぜひ、我々が発行している部誌の記事にしたく！　いえ、ゴシップ誌ではありませんので滅め茶ちや苦く茶ちやなことは書きません！　我々スマホアプリ研究部は全力で──お二人を祝福します！」

「……祝福」

「はい！　末永く幸せでありますように！」

　ああ、やはりか。

　梶かじが言っていたように、本庄さんたちは──いや、おそらくこの噂を聞いた誰もが例外なく、こう思っている。

　友柳翔と大町花楽は相思相愛の恋人同士である。

　だってエルステの相性度が１００％なのだから。

「聞きましたか先輩！　これはもう、全力で応えなきゃですよ！」

　花楽はやる気満々、どうぞ激写してくださいといったテンションで、俺の胸に抱きついてくる。

　本庄さんは手に持ったスマホで即座に撮影を始めた。本庄さんのみならず、ブレーキ役を自称していた隣の二人も自分のスマホで俺たちを撮り始める。

「あ～！　いいですね！　幸せの絶頂という感じがよくでています！　特に大町さんの緩みきった表情なんかもう！　最＆高です！　友柳センパイの照れくさそうな表情もナイス！　なんだか私も幸せになってきました！　おすそ分けありがとうございます！」

　気分はさながら、熱愛を公表した有名タレントだ。

　正直逃げ出したかったが……花か楽らがあまりにも嬉うれしそうだったので、俺は昼休みが終わるまでその場を動くことができなかった。
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　スマホアプリ研究部の部誌は俺たちへの取材が行われた翌日に発行され、多くの生徒に行き渡った。これがどういうルートを辿たどったのか、中等部だけではなく高等部や教職員にまで届いたらしい。

　おかげで俺と花楽の噂うわさはさらに広まり、誤解を解くのはさらに困難になった。

「──そんな感じで、かれこれ一週間なんだけどさ。いまだにネタにされるんだよ。話したこともない女子に『相性度１００％ってどんな感じなの？』とか質問攻めにあったり」

「そう」

「こういうとき決まって嫉妬に狂う男友達がいるんだけどさ。そいつも『頂点極められちゃ祝福するしかねーやな……へへ』とか言って、似合わない慈愛の眼まな差ざしを向けてきたり」

「へえ」

「今日なんて、噂を聞きつけたらしい独身の先生が相談に来たんだぜ？　『エルステ使っててもぜんぜん相性度が上がらないんだけど、コツを教えてくれ』って。知るかよ」

「ほう」

「花楽は花楽で、休み時間に頻繁に会いに来るし。俺たちが話すとギャラリーに超見られるんだけど、花楽は満更でもないっていうか、むしろ見せつけようとする感じでさ」

「ふーん」

「……あの、凛り珠ずサン？」

「なにかな、翔しようちゃん」

「さっきから返事が素っ気なくない？　そしてどこを見ているの？」

「どこか遠いところだよー。裕ゆう子こちゃんから、平静を保つには遠くの景色を見るといいって教えてもらったんだー」

　学校からの帰り道でのことである。

　俺たちは人もまばらな住宅街を歩いていたのだが、話し相手の凛珠は遠い空を眺め、口をぽけーっと開けていた。心ここにあらずというか、魂の抜けた抜け殻みたいな印象だ。

「で、翔ちゃんはもちろん否定してるんだよね？」

「何が？」

「花楽ちゃんとの関係」

「いいや。そりゃ親しい何人かには説明してるけど、花楽がイチャイチャしてくるから俺の照れ隠しって思われるし、キリがないからほとんど放っておいてる」

「そういうとこだよ翔しようちゃん……」

「どういうとこ？」

「だからそういうとこだよ翔ちゃんんんんんんんんん！」

　凛り珠ずは悲鳴みたいな声を上げながら、その場にしゃがみこんでしまう。家の軒先で鉢植えに水をやっていたご婦人がぎょっとしていた。すいません。

「もう無理……私にメンタル道は極められない……ごめんなさい裕ゆう子こちゃん師匠……」

「おまえと裕子の間に何があったんだ」

「翔ちゃんが花か楽らちゃんにばっかり構うからぁ！」

　最近は俺のクラスのホームルームが終わった直後、花楽が先手必勝とばかりに「一緒に帰りましょう！」と仕掛けてくるから、凛珠と帰るのは久しぶりだったりする。

　そういや、今日は珍しく姿を見ていないな。昼休みにも来なかったし。

　まさか風邪をひいて休んでいたりしないよな──と俺が心配になっていると、凛珠が動き出した。しゃがんだ体勢のまま、道の端にずるずると移動する。

「外堀が埋められていく……頑張るって決めたのに。これはバイタリティの違い……？　それとも相性度１００％のアドバンテージ……？　エルステは何も教えてくれない……」

「おーい、凛珠。人の家の塀にぶつぶつ言ってないで戻ってこーい」

　贔ひい屓き目めに見ても変な子と思われる行為だ。

　俺は凛珠の腕を引いて立たせ、あらためて帰り道を歩く。

「……こうなったら」

　傍かたわらの凛珠はまた何かつぶやき、ぴしゃん、と自らの頬ほおを打った。

　そして何を思ったか、俺の手を強く握ってくる。

「凛珠？」

「──ねえ、翔ちゃん」

　あっ──と思った。

　凛珠の声色が変化した。

　落ち着いていて大人っぽい、どこか色気を感じる声。

　幼なじみがこういう声を発するときは、決まってスイッチが入ったときだ。

「花楽ちゃんとは相性度１００％になったけど、付き合ってはいないんだよね？」

「あ、ああ」

「でも周りの空気に煽あおられて、それなりに仲良くはしてるんだ？」

「ま、まあ、そうかも」

「じゃあ……こういうことは、した？」

　不意に、凛珠が耳元に顔を近づけてくる。

　至近距離から吹き込まれる甘ったるい声。と同時に、ぐいっと腕が引っ張られた。

　凛り珠ずが、腕を組んできたのだ。

　手を繋つなぐだけでは物足りないカノジョがそうするみたいに、カレシの──この場合は俺の腕を、ガシッと抱き締め自分の胸に押し当ててくる。

「ねえ……どう？」

　出た──攻撃力全振り幼なじみ。

　俺の幼なじみは、想おもい人への愛ゆえにたびたびこういう攻撃的スキンシップを取ってくる。そしてこういうときの凛珠は、経験豊富なお姉様的色気を醸し出すのだ。

　ブラウス越しの柔らかな感触にやられ、俺の鼓動は音を上げて速くなっていく。

「え、ええと！　した、かな。花か楽らってステータスがバイタリティ全振りだから、こういうスキンシップにあまり抵抗ないし！」

「ふうん……じゃあ、こういうのは？」

　凛珠は上唇をぺろっと舐なめてから、俺の腕をさらに引いてくる。

　導かれたその先は、深い渓谷の奥。

　俺の腕が、凛珠の胸の谷間に埋もれてしまった。

「────っ！」

　あまりの衝撃に叫び声を上げてしまいそうになるが、根性で踏みとどまる。

　片腕だけが柔らかさという極楽を得ていた。
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　胸の谷間には俺の腕だけでなくネクタイという先客もいて、ざらざらした生地の感触を伝えてくる。なんとなく「どうだいここは？　居い心地ごこちいいだろう」と言っている気がした。んなわけあるか。しっかりしろ俺。

「……同じだね」

「えっ？」

「夏休みの終わり頃、翔しようちゃんのスマホもこんな感じに……むぎゅって」

　妖艶に微笑ほほえむ凛り珠ずを見て、思い出さずにいられようか。

　俺と花か楽らの相性度が１００％になったあの日。我が家で行われた唐突な身体測定を。

「翔ちゃん。何センチ？」

「な、何が──」

「スマホみたいに挟まれてるんだから、わからない？　大きさ。何センチか」

　胸のサイズを測るために、花楽が教えてくれたアプリを使って。

　使い方はスマホを胸に挟むだけっていうから、なぜか俺のを使って。

　いまは別にサイズを測る目的とかないけど、どうしてか俺の腕が挟まれていて。

「……あのときより大きくなってるって言ったら、どうする？」

　くらくらするような思考の中で、突如『91』という数字の波が押し寄せてくる。

　鮮烈に記憶に刻まれた幼なじみのバストサイズが、さらに進化しているだと？

　馬鹿な、ありえない。こんな短期間で──と、狼ろう狽ばいする俺の真横。

　自転車が近づいてきた。

「あ、危ない」

「きゃっ」

　咄とつ嗟さ、凛珠を庇かばおうとしてその華きや奢しやな身を抱き寄せる。

　おじさんの乗っていたママチャリは、ベルを鳴らしながら俺たちの横を通りすぎた。

　危ない危ない。人通りが少ない住宅街だからって、油断しちゃいけないよな。注意して歩かないと。

「しょ、しょしょしょ、翔ちゃちゃちゃちゃ」

　幼なじみの噛かみまくりな声を耳にして──ハッとする。

　凛珠の真まっ赤かな顔が、俺の腕の中にあった。

　ああ、これは……いつものパターンだな。

　攻撃力全振りな凛珠はアプローチこそ積極的なものの、こちらがデレると即ヘタレる。

　今回は偶然ではあるものの──俺に抱き寄せられるというのは、凛珠にとってまさかの反撃だったのだろう。

　攻めるのは得意でも受けるのが苦手な幼なじみは、俺からの偶発的スキンシップに思わず距離を取り、赤面したまま逃走の言い訳を考える素振り。

　このままだと逃げられる。何か対策は──

「あっ！　探しましたよ先輩！」

　と考え始めた直後、最近聞く機会の多い後輩の陽気な声がした。

　振り返れば、制服姿の花か楽らが後方からこちらに駆け寄ってくる。

「花楽ちゃん!?　なんでここに!?」

「なんでもなにも、わたくしも帰り道こっちですし。先輩が先に学校を出たと知り、追いつけるかなと思って少し駆け足で歩きましたが。会えてよかったです。運命を感じます」

　胸を押さえてときめきを表現する花楽。

　対し、凛り珠ずは何かをこらえる様子で「ふぬぅ～」と唸うなっていた。

　……あれ？　逃げないのか？

　怪け訝げんに思う俺の視界に、にこにこ笑顔の花楽が割って入ってくる。

「実は、先輩に折り入ってお願いがありまして」

「お願い？」

「はい。エルステで伝えてもよかったんですが、できれば直接お話ししたかったので」

「あっ……そうだったのか。なんか悪かったな、先に帰ろうとして」

「いえ、事前に何も言っていなかったのですから、先輩が謝ることはありません」

「ううう、翔しようちゃんが花楽ちゃんに優しい……」

　凛珠が悲しそうな瞳になって俺たちのやり取りを眺めている。

　……もしかして、花楽へのジェラシーが凛珠をこの場に踏みとどまらせているのだろうか。ここで逃げたら、幼なじみが相性度１００％の後輩と二人きりになってしまうから。

「実は、次の休日はわたくしの誕生日なんです」

　凛珠の様子を観察している間に、さらっと告げられた。

　初耳だった。驚きつつも、言うべきことを言う。

「そうなのか。ちょっと早いけど、おめでとう」

「ふふっ、ありがとうございます。なので、プレゼントに先輩をください」

　えっ。

　なんかまたさらっと、すごいことを言われたような──

「だ……ダメェ────────ッ！」

　案の定、過剰な反応を見せたのが凛珠だった。

　俺に抱き寄せられた際の羞恥心はどこへやら、猛然とした勢いで花楽に食って掛かる。

「い、いくらバースデイだからって！　翔ちゃんをまるまる一体プレゼントだなんて！」

「言い方。なんかの景品みたいになってるぞ」

「とにかくダメ！　幼なじみとして断固反対！」

「ですか。では、一日だけお願いします」

　その反応は予想済みと言わんばかりに、花か楽らは凛り珠ずへ笑みを振りまく。

「丸一日、わたくしとデートしてください」

　余裕たっぷりといった感じのお願いは、いたって普通のデートのお誘いだった。

　俺をプレゼント、なんていう滅め茶ちや苦く茶ちやな要求から一転してのこれは、凛珠の態度を上う手まく軟化させる。

「それなら……だけど、翔しようちゃんも忙しいし……」

「でも、誕生日ですよ？」

「あうう……」

　誕生日という言葉の魔力に、凛珠は威勢をなくす。

　記念日は大切にしたいものだ。特に女子はそうだろう。凛珠も自分が誕生日だったら～とかいろいろ考えてしまって、葛藤しているに違いない。

　そして、肝心の俺はどうかといえば──

「思い出、いただけませんか？」

　花楽は両手の指を絡め、上目遣いに俺の返答を待つ。

　答えなど、端はなから決まっていた。

　幼なじみの心情を思えば、断るのが正解のように思えるが……俺には、花楽の期待を裏切ることはできない。

　この気持ちが先輩としての見み栄えなのか、それとも恋心なのかは、まだわからないけれど。

「可愛かわいい後輩の頼みだしな。喜んで付き合うよ」

　面と向かって言うと、八分咲きくらいだった笑顔の花がぱーっと満開になった。

　隣で「ううう……」としょげている幼なじみはあとでフォローしてやろうと心に誓いながら、次の休日のスケジュールが決定するのだった。
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　その日の夜。

　来きたるべき誕生日デートに備え、俺は自室で作戦を練っていた。

　ベッドの上であぐらをかき、充電して電池残量マックスのスマホを目の前に置く。

　あっさりオーケーしてはみたが──人生初デートである。

　ただ女の子と二人きりで過ごすというだけならこれまでにも何度かあったし、花楽ともそれっぽいことはしたが、はっきりデートと意識するような予定は初だ。

　約束をした後、

『詳細はどう決めましょうか。お忙しいならわたくしがプランニングしますが』

『いや。誕生日プレゼントって名目だし、ここは全部俺に任せてくれないか？』

　とか格かつ好こつけて言ってしまったのが本日の俺。実はノープラン。

　さてどうしようか。一応、考えはある。

「仕方ない。あの人にまた教えを請うときがきたか」

　スマホを起動させ、ホーム画面にある『ゆ』のアイコンをタップする。

　頼りは、実姉・友とも柳やなぎ亮りよう子こに託されたとっておきのアプリ──『ゆかりさん（β）』。

　恋愛関連の悩みを相談すると超高性能ＡＩのゆかりさんが毒舌付きでアドバイスをくれるというこのアプリに、俺は過去何度か助けられた。

　デートの相談なんてまさに適任。多少の毒を吐かれるくらい我慢しよう。

　と期待して起動したのだが、

「ん？　あれ、アップデート？」

　いつもの起動画面にポップアップが出て、アップデートのお願いをされた。

　指示どおりに進むと、新しいデータをダウンロードし始める……なんか、出鼻を挫くじかれたな。

　やたら長いダウンロードと更新データのインストールが終わり、俺は再びゆかりさんを開く。最初の起動画面も様変わりし、そこに表示されたアプリの名称が──んん？

　アプリの名称が、『ゆかりさん（β）』から『ゆかりさん（肉）』になっていた。

「肉……？　肉ってなんだよ」

　ベータ版はわかるが、肉版とか意味がわからないぞ。

　訝いぶかりつつも次の画面を開く。

　そして画面上に現れたのが──謎の美女だった。

　占い師を思わせるミステリアスな衣装を身にまとい、気の強そうなつり目でこちらを見ている、キャラクター。

　人間ではない。二次元的なイラスト。

　なのだが、動いている。

　動きといっても時折肩が揺れたり、まばたきをしたりする程度だが……あ、画面に触れると少し嫌そうな顔をした。その後に口を動かして、

『相談内容を入力するか音声で伝えてください』

　自動読み上げソフトみたいな声で喋しやべった。

　これはまさか──ゆかりさん、なのか？

　俺は一旦アプリを終了させ、開発者である姉に電話をする。

　亮りよう子こ姉ねえはアプリ開発を仕事にしている会社員だが、時間的には終業しているだろう。コールは短く、すぐにお気楽な声が聞こえてきた。

『はろはろ弟おと者じや』

「姉者！　ゆかりさんが受肉したんだけど！」

『あ！　気づいてくれた!?　ゆかりさんはバーチャル恋愛アドバイザーとして転生したの！』

「バーチャル恋愛アドバイザー!?　改良するにしてもまたすごい方向に進化したな……」

『これも翔しようクンが使用感とか教えてくれたおかげですよ！』

　ゆかりさんは試験運用中という話だった。モニターを頼まれた俺は確かに実際の使用感を伝えてバイト代をもらったりしていたが、別に美女キャラにしてくれと言った覚えはない。

『キャラデザのコンセプトは、毒舌がご褒美になる美人！　今後はモーションを強化して、動画配信とかもしたいと思ってて。３Ｄモデルにする計画もあるんだよ！　あ、名字募集中なんだけど何かいい案ある？』

「そうだな……いや、ごめん。思いついたらまた連絡するよ」

『うん！　よろしく！』

　長くなりそうだったので、適当なところで会話を切る。

　再びアプリを起動させて進化したゆかりさんと向き合うのだが……ホント、我が姉ながらすごい技術だ。恋愛アドバイスしてくれる人工知能ってだけでもすごいのに、肉体まで与えてしまうとは。いや肉体っていうかイラストだけど。

　ともかく、さっそく有効活用させてもらおう。

　俺は花か楽らの誕生日を祝うためにデートに行く旨を伝え、どのように計画したものか相談する。

　ゆかりさんはしばらく悩むような仕草を見せ、そして告げた。




『それくらい自分で調べなさい、カス』




　カス！

　カス。カスって……アドバイスもくれないし……えぇ……。

　慣れたと思っていた毒舌も、イラストとはいえ姿の見える美女に言われると感じ方が違ってくる。亮りよう子こ姉ねえが言うようなご褒美とはとても思えない。どう言い表そうこの感情。

　というかもう少しまともな答えを……と俺が途方に暮れていると、ゆかりさんの頭上辺りに番組テロップみたいな感じでＵＲＬが出てきた。タップしてみるとデート関連の参考サイトに飛んだ。なんとも投げやりなアドバイスである。

　あ、でも意外と……いやけっこう参考になるな。さすがゆかりさん。

　しばらくゆかりさんオススメのサイトを巡回していると、エルステの通知が届く。

　凛り珠ずからこんなメッセージが送られてきていた。

『翔ちゃん。今度のデート頑張ってね』

　まさかの激励だった。あれ？　最終的には折れたけど、凛り珠ずは反対していたんじゃ……と俺が首をかしげていると、次なるメッセージが届く。

『花か楽らちゃんにとって、翔しようちゃんと過ごす初めての誕生日だもん。きっとすごく楽しみにしてると思う。だから、精一杯お祝いしてあげて』

　……優しいよな、俺の幼なじみ。

　こういう気遣いは、幼なじみならではだと思う。

　本当は内心気が気じゃないっていうか、やきもち全開のはずなのに……と思うと、このまま放ってはおけなかった。

　なんだか無性に、凛珠の声が聞きたい。

　そう思った俺は電話をかけようとするのだが、

『でも！』

　とメッセージが続き、なんだなんだと身構える。

　ところがその続きが一向に送られてこず……五分経過。

　さすがにこっちから何か言おうかと文章を考えると、

『えっちなことしちゃダメだからね!?』

　満を持してそんな注意メッセージが送られてきた。

　俺は思わず笑ってしまい、そのままエルステで凛珠と通話する。

「しねーよ！」

『な、なんでわざわざ電話で返事するの!?』

「や、なんかそういう気分だったから。迷惑だったか？」

『ううん。そんなことないよ。えっと、嬉うれしい』

　スマホの向こうから「えへへ」、なんて笑い声が聞こえてくる。ちくしょう、可愛かわいい。

「……あのさ、凛珠」

『なに？』

「俺、最近は学校中で噂うわさが広がったりして、花楽と一緒にいることが多くなったけど」

『うん』

「……けどやっぱ、まだ恋愛とかよくわかんなくて。いや、確かにあいつは可愛いけど、いまはまだ後輩的な可愛さかもっていうか、デートするのは純粋に誕生日祝いで」

『うん。うん』

「と、とにかく俺はまだ恋人作る気とかないから！　じゃ！　切るぞ！」

『あ、待って』

「なにさ」

『おやすみ、翔ちゃん』

「……おやすみ、凛珠」

　心から安らぐ挨拶に、返事を返して。

　通話を終えると、ふーっと息を吐いた。

「何が言いたかったんだ、俺」

　自問する。

　答えはわからないが、不思議と清すが々すがしい気分だった。

　ゆかりさんに「俺は何が言いたかったんでしょう？」と訊きいてみたら『意味のわからない質問をしないでください、ゴミムシ』と言われた。

　起きたら亮りよう子こ姉ねえに言おう。さすがにゴミムシはねーよ、って。





　　　　◇　◇　◇






　そして数日が経過し──花か楽らの誕生日当日。

　九月も半ばに入ったとはいえ、まだまだ暑い。

　特に今日は気温が高く、天気予報では八月にうんざりするくらい聞いた熱中症対策の話をしていた。デート日和びよりの快晴ではあるが、地球さんにはもう少しご容赦いただきたい。

「暑い……」

　デートの最中に言うのもあれなので、一人のうちに言っておく。

　待ち合わせは駅近くの公園。

　三十分前に到着した俺は、木陰で涼みながらお相手を待つ。

　あまり荷物は持ちたくなかったが、暑さ対策に持参した携帯扇風機が思った以上に大活躍してくれていた。文明の利器って素晴らしい。

　汗もいい感じに引いてきたところで、俺は待ち望んだ姿を視界に捉える。

「先輩、お待たせしました！」

　ハンドバッグを手に駆け足で近寄ってきたのは、デート相手である大おお町まち花楽だった。

　デートということで予想はしていたが──今日の花楽はとびきりおしゃれな格好をしている。

　トップスはカットアウェイショルダーのブラウスで、色は白。ぱっくり開いた肩口を、黒のリボンが彩っている。昔、凛り珠ずが同じようなのを着ていて「肩のところ穴開いてるぞ」とツッコんだら「そういう服なの！」と怒られた覚えがある。

　下はネイビーのスカートで、ソックスは短い。おかげで脚線美が眩まぶしかった。

　普段ファッションに気を配らないメンズとしても、デートコーデは完璧なように思える。だって、可愛かわいいし。

　俺はとりあえず、携帯扇風機を『強』にして花楽に向ける。

「誕生日おめでとうウインド」

「ひゃわわわわ、生き返りますうううううう」

　正面からの風を受けて気持ちよさそうな顔をする花か楽ら。うん。扇子と迷ったのだがやっぱり持ってきて正解だったな、携帯扇風機。

「さて、誕生日プレゼントも渡したし帰るか」

「先輩!?　誕生日プレゼントが扇風機の風っていうのは悲しすぎますよ！」

「冗談だって。じゃ、行こうか」

「……その前に、服装に関してコメントをいただきたいのですが」

　三歩ほど前を進んだ俺の背に、少しむすっとした声がかけられる。

　振り返ると、花楽はめいっぱいの作り笑顔でこちらを見ていた。

「いえ、わかっていますよ？　その冗談がシャイな先輩らしい、実に可愛かわいげのある照れ隠しだということは。けれどわたくしは女の子ですので、きちんとした言葉が欲しいのです」

「あー、ええとだな」

「そういう先輩も、なんだか今日はキマっていますね。その私服は初めて見ました。ひょっとして下ろしたてですか？　普段より丁寧にアイロンがけされているような……」

　目線を上から下へ。横や後ろからも。花楽さんに超見られている。

　そりゃ誕生日のお祝い目的とはいえデートだし。俺だってそれなりに気を使ったつもりではある。

　でもこんな風に、真正面から言及されるとは思わなかったわけで。

「髪もちょっとワックス付けてます？　ヘアアイロンとか使いました？」

「な、なんでそこまで気づくんだよ」

「いつも先輩を見ていますから」

　ドキリとさせられる言葉と──微笑ほほえみ。

「とても、格かつ好こいいです」

　気合いの入った服装や、デートというものへの意識もあるだろうが。

　今日の花楽は本当に可愛い。照れ隠しができないくらいに。

　格好いいとまで言われて、さすがに黙っているわけにもいかず──パシャリ。

　シャッター音。

　花楽がスマホを構え、俺をカメラで撮影した。

「なぜ撮る!?」

「格好いいからですよぉ。あ、先輩。表情もキリッとした感じでお願いします」

「誰がやるか！」

「なんなら、先輩もわたくしを撮ってくれていいんですよ？」

　んなっ。

　……言いい淀よどんでいるうちに、気づけばスマホを構えていた。さらに気づけばカメラアプリを起動していて、花か楽らの全身を写真に収めていた。

　画面を確認。うん、綺き麗れいに撮れている。

「ご感想は？」

「……可愛かわいいよ。すごく」

「ふふっ、やりました」

　満足気に勝ち誇る花楽だったが、俺としては失敗を感じてしまっている。褒めるにしてもありきたりすぎた。もっと気の利いたセリフのほうがいいよなあ。

「『もっと気の利いたセリフのほうがいいよなあ』と言葉を探している先輩可愛いです」

「心を読まれている!?」

「先輩はそれでいいんですよ。慣れてない感じがまさにわたくしの好きな先輩という感じで」

　悪戯いたずらっぽく人差し指を立ててみせる花楽。

　これからデートだというのに、早くも主導権を握られているような気がする。

　まずいぞ……先輩としての威厳を保たなければ。

　などと考えていると、目の前に手を差し出された。

　小さな腕時計を着けた、華きや奢しやな左手。何かを求めるように掌てのひらを見せている。

「握ってはくださいませんか？」

　上目遣いにそう問われ──俺は一息吐ついてから、その掌に右手を重ねた。

「喜んで」
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　まず俺たちが向かったのは、映画館である。

　あれから再度ゆかりさんに相談してみたところ、エルステでのこれまでのトーク内容などから花楽が気になっていそうな映画タイトルを推理してくれ、それが見事にハマった。

『映画は作品選びさえ外さなければ、自然に二人きりの時間を過ごせる安あん牌パイです。上映中は会話がなくてもいいので口くち下べ手たなダメ男にもぴったりでしょう』

　別に口下手のつもりはないが、ゆかりさんのアドバイスは的確だった。

　二人揃そろって楽しめる作品であれば、鑑賞後も余韻を共有できたり、感想を伝え合ったりして盛り上がることができる。デートの序盤としては手堅い選択のはずだ。

　相手はバイタリティ全振りの花楽だし、最初は素人しろうと考えで泣ける恋愛映画を考えていたのだが、そのチョイスはゆかりさんに否定された。

『若いカップルが大人向けの恋愛映画を見に行くことはオススメできません。特に男が選んだとなると下心が見えてダサいです。そもそもあなた自身、見たいですか？』

　うっ……確かに泣ける恋愛映画って苦手ではあるけれど。

　最優先して考えるべきは『お互いが楽しめる作品』。それがゆかりさんの出した結論だ。

　そして俺が選んだのが、３ＤＣＧを使ったアニメ作品だった。

　女子ウケしそうな可愛かわいらしいキャラクターをメインに据えながらも、話の内容はそこはかとなくメタ的でブラックという、子供から大人、カップルからファミリーまで楽しめると評判の作品。

　花か楽らも気になっていたタイトルのようで、チケットを買う段階からほくほく顔だった。

　まあ……ほくほく顔の理由は作品以外のところにもありそうだが。

「初めて座るな、カップルシート」

　俺たちの目の前には、大人二人がゆったり座れる大きさの座席がある。

　ペア限定で販売しているカップル席だ。しかもいまはキャンペーン中で、エルステの相性度の高さによって割引になる。俺たちも１００％の相性度を見せたら料金が半額になった。のみならず、ポップコーンまでおまけしてもらった。

「わたくしも座るのは初めてです。うわっ、すごいふかふか具合。クッションまで付いてますし、高級なソファみたいですね」

「だな。これで退屈な映画だったら熟睡できそう……」

「むむっ。隣にわたくしがいるのに寝ちゃ嫌ですよ？」

「わかってるって。昨日は楽しみすぎて眠れなかった、なんてことはないから安心しろ」

「それはそれで、ちょっぴり残念です」

　花楽の複雑な心境を察しながら、隣り合って席に座る。

　お互いの間に肘掛けや仕切りはない。ポップコーンは目の前の小さな丸形テーブルに、ドリンクはシートの両サイドにそれぞれ置いた。

　上映時間が近づき、他の上映予定作品の予告編や、上映中のマナーについての映像が流れる。俺がそれらをぽけーっと眺めていると、不意に片手が温かくなった。

　見れば、花楽に手を握られている。

「せっかくのカップル席ですし、それに相応ふさわしい鑑賞の仕方があると思いませんか？」

　……予想はしていたが、さっそく攻めてきたなあ。

　カップルシートを選んだのは、料金割引に惹ひかれたのもあるが、花楽が喜ぶと思ったからだ。バイタリティの高い花楽なら、こういういかにも恋人っぽいことは大好物だろう。

　いまさら手くらい恥ずかしくはない。映画館に来る道中も握ってたしな。

　それに今日は精一杯、花楽を楽しませると決めたんだ。

　だから俺は照れくさくても手を離さず、むしろ強く握り返す。

「えっ？　あっ……」

　無言でそうすると、花楽が驚いたような声を上げた。

　シアター内はすでに暗くなっているので、花か楽らの表情は窺うかがえない。映画も本編が始まり、声も聞こえなくなった。あとは約二時間、マナーに従って静かに鑑賞しよう。




　そうして──二時間経過。

　上映終了。




「やー！　すげーおもしろかったな！」

「ええ、そうですね……あうぅ……」

　しっかりエンドロールまで見終えた俺たちは、ロビーに移動する。

　映画は最高におもしろかった。キャラクターたちの毒のあるセリフや加減を知らない行動には何度も笑わされたし、それでいてストーリーは王道を外さず、終盤の展開には大いに熱くなった。

「まさかあれだけいがみ合っていた二人が共闘するとは……あれ、花楽？　どうした？」

　俺が満足感たっぷりに感想を語るが、花楽はなぜかうつむいてしまっていた。

　覗のぞき込んでみると、その頬ほおはほんのり赤い。幼なじみの顔で何度も見たことがある、女の子が恥ずかしがっているときの表情だった。

「え？　なんで？　別にそういうシーンはなかったと思うけど……」

「もう、違いますよ！　映画には満足しています。満足していますけど……うう、まさか上映中、先輩がずっと手を離さないとは思いませんでした」

「手を？」

　言われてみると……あ、そうだったかも。

　本編が始まる前に花楽に手を握られて、俺も握り返して、終始そのまま観みていた。

「おかげでポップコーン、反対のほうの手で食べてたんですからねっ」

「いや、あれはほら、あれだよ。序盤からまさかの展開で、つい手を離すのを忘れてしまったというか、夢中になってて繋つないだままなのに気づかなかったというか」

「盛り上がるシーンだと、思わず握る力が強くなったりしてましたよね」

「む、無意識だ。ホントごめん」

「先輩がこんなにも情熱的だったなんて……嬉うれしい誤算です」

　うん。あれ？

　てっきり花楽は怒っているのかと思ったのだが、いまは一転して嬉しそうに口元を綻ばせている。

「先輩。続編が出たらまた二人で観に来ましょうね。もちろん二人きりで、カップル席で」

「え？　続編やるのかこれ？」

「きっとやります。先輩が夢中になるあまり、わたくしの手を離してくれないほどの映画ですもの！」

　花か楽らは上機嫌で、俺の腕に抱きついてきた。

　休日の映画館は盛況で人目もあり、さすがに恥ずかしさを覚える俺だったが、どうしてか振りほどこうという気はまったく起きなかった。
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　いい時間になったので、二人で昼食を取ることにした。

　花楽の希望で訪れたのは、映画館から少し歩いたところにある自然公園。木造のベンチやテーブルが設置されたその場所に、クレープの移動販売車が停とまっていた。

　花楽はバナナやイチゴ、キウイなどいろいろ入ったフルーツカスタードを。俺は物珍しさに惹ひかれて、焼きりんごとサクサクパイのミルフィーユをオーダーした。

「本当にこんなところでよかったのか？」

「はいっ。ここのクレープを食べるのも地味に念願でしたので」

　まあ確かに、学校の帰り道とかに寄る場所でもないしな。

　俺たちはクレープを手にしながら、空いているベンチへと移動する。テーブルも使えたのだが、花楽がスルーしたので黙って隣に座った。

「あ、もしかして先輩は甘いの苦手でした？　それともお昼ごはんですし、もっと量があるほうがよかったですか？　がっつり系じゃないと食べた気しないとか……」

「いや、俺ってそんな量食う男じゃないし、これでもぜんぜん足りる」

「先輩って細身ですものね。スーツとか似合いそうです」

「そうか？」

「絶対に似合いますよぉ」

　スーツみたいなカッチリした服装にはまだまだ縁遠い。ピンとこない褒められ方だったが、花楽は俺のスーツ姿を妄想してうっとりしているようだ。なんかこそばゆい。

「ところで先輩。デートでごはんといえば、アレですよね」

「アレ？」

「ときどきお弁当を作ってあげても、先輩はあの手この手で回避し続けてきたアレですよ」

「あー」

　アレの正体がわかった。ずばり、『あ～ん』という合図と共に始まるアレだ。

　学校の昼食時にも、花楽は手作り弁当を作ってきてはこの『あ～ん』を実行しようとしていた。しかし俺は毎回それを拒否してきたのである。

　だって……クラスメイトとかに見られたら恥ずかしいし。

「ここを選んだのは、実はアレをやりやすくする意図もあります。お店という空間ですと、どうしても店員さんや他のお客さんの目が気になってしまいますから」

「ここにも人はいるっちゃいるけど、クレープ屋の車は離れてるし、他の客は食べ歩きがほとんどだな」

　つまり、わざわざ俺たち二人を見るような目はない。

　少しは抵抗感も和らぐというものだが、俺にはやっぱり気恥ずかしさがある。

　でもそれ以上に……誕生日、だしな。

「わかった。受け入れよう」

「おお。今日の先輩は優しくて好きです」

「それだと普段の俺が優しくないみたいじゃないか」

「では言い直しまして。今日の先輩はデレデレで好きです」

「デレデレ……」

　そりゃ、誕生日という言葉の魔力にやられていろいろ甘くなっている自覚はあるが。

　そういう風に茶ちや化かされると、とぼけたくなるのが男心だったりもする。いやダメだ。そんな風に意地張って逃げるのは格かつ好こ良くない。今日は花か楽らを楽しませると決めたんだから。

　ゆえに。

「というわけで、あ～ん」

　俺はこの『あ～ん』、真正面から受ける！

　……受ける、と覚悟したのだが。

「どうしましたか先輩？　あ～ん、ですよ」

「いや、それはわかるんだけど……と、遠くないか？」

　あ～んと言いつつ、花楽はクレープをこっちに差し出したりはしなかった。

　カットされたイチゴが輝かしいフルーツカスタードは、花楽の頬ほおの真横にある。

「ちょっとこっちに顔を寄せていただければ届く距離です。わたくしの顔のすぐ隣に」

「そのとおりなんだが、それだとお互いの顔がすげー近づくんだよ」

「はて？　何か問題がおありでしょうか？」

　花楽は天然な性格を装っているが、もちろんわかっててやっている。

　ただの『あ～ん』では物足りないからと、こんな超近距離『あ～ん』を……一歩間違えばキスにまで発展してしまいそうな距離だぞ。あまりにも恥ずかしすぎる。

　早くも決心が鈍り始めるが、俺はぶんぶんと頭かぶりを振る。

　このくらいがなんだ。

　可愛かわいい後輩の頼み。羞恥心くらい飲み込んでやる。

「いくぞ……！」

　俺は意気込みを伝え、花楽のクレープに──小さな頬の隣に、顔を近づけていく。

　平常心だ、恥ずかしくない、と心中で唱えながら、口を開けた。

　フルーツカスタードを一口齧かじり、顔を離す。

「いかがですか？」

「ん。おいし──」

　言いかけたそのときだった。

　ぽとっ。

「あっ」

　俺の唇に付着していたらしい生クリームが、重力に従って下へ。

　花か楽らの頬ほおのすぐ隣で齧ったことが災いし、よりにもよって彼女の服の──ぱっくり開いて肌が露出している、カットアウェイショルダーの肩の部分に落ちた。

「ご、ごめん！　いま拭くから──」

　利き手は自分の分のクレープを持っているので、反対の手でハンカチかティッシュを取ろうとした。そうしたら。

「ダメです。いまは『あ～ん』の途中ですから」

「えっ？」

「口で食べなきゃ、『あ～ん』じゃありませんよ……？」

　花楽は俺の行動を制し、ずいっ、と生クリームの付いた肩を近づけてくる。

　のみならず。

「なんだったら、先輩が食べやすいように……」

　白いブラウスの肩口で結ばれていた、黒のリボン。

　それを、しゅるり、とほどくと。

　ぺろん、と肩の露出がより多くなった。

「はいっ、どうぞ」

　肩のみならず──その露出は、胸にまで及んでいた。

　もちろん丸出しというわけではない。あくまでもチラッと見える範囲。そのチラッが曲くせ者ものだ。見せている本人もその効果のほどは理解しているだろう。

　俺は勇気を出して指摘する。

「花楽さん。その、下着見えてるんですけど」

「あ、このレースの紐ひもですか？　ブラストラップです。見えてもいいやつを選びましたので、大丈夫ですよ」

「いや、そうじゃなくて──」

　そのブラストラップの先にある、本体が見えてるんですけど！

　はっきり黒く見えるそれは、もしかして俺と花楽が出会った日に購入したあのセクシーなやつだろうか。曲がりなりにも俺が選んでしまった、アダルト系の一品。

　ブラウスそのものの色は白だし、この夏の日焼け対策はバッチリだったのか肌も白いから、余計に下着の黒が目立った。

　頑張って胸の辺りを見ないようにするが、ぺろんと服が捲めくれてしまった肩にはまた別のエロさがあった。浮き出た鎖骨のラインが妙に色っぽくて、俺の中に新たな何かが芽生えそうになる。

「んっ。先輩、早めにお願いします。クリームが肩から落ちて、服が汚れてしまうかも」

「花か楽ら。いくらなんでも、これは……」

　俺がもう指で掬すくってしまおうと考えていたら、

「先輩」

　花楽は俺の太ももに手を置き、わずかに身を寄せてくる。

「お願い、しますね」

　さらに視線も合わせてきて、必殺の一言を放った。

　どこか潤んだようにも見える瞳にやられた俺は、指を引っ込める。

　代わりに、再び顔を近づけていた。

　あれだけいろいろ悩んでいたのが一瞬で消し飛んで、ほぼ本能だったのだと思う。

　俺は求められるがまま──ぺろっ、と。

　花楽の肩についた生クリームを、綺き麗れいに舐なめ取ることに成功した。

「……おいしい」

　ちゃんと感想も口にする。

　一秒後、激しい羞恥心が俺を襲った。

　お、おいしいって。よりにもよって美お味いしいって。なに言ってんの俺。

「せ、せせ、先輩っ」

　自分の顔がカーっと赤くなっていくのを実感していると──目の前に同じように赤くなっている顔があった。鏡かとも思ったが、俺はこんなに可愛かわいい女の子じゃない。

　他でもない花楽が、俺の『あ～ん』完遂に顔を真まっ赤かにしているのだった。

「お、おいしいとは！　それは、どちらがですか!?」

「クリームだよ！　他にないだろ!?」

「わたくしの肩は美味ではないと!?」

「そんな変態認定されそうな評価できるかあ！」

「む、むむぅ～」

　花楽は不満そうに唸うなった後、そっぽを向く。

　拗すねるような態度だが実は照れ隠しで、その証拠に首が赤い。赤面が隠せていない。

「もう。先輩って、やるときはやる人なんですねっ」

「恥ずかしいならやらせるなよ」

「もうもうもう！　そういうの言うのは野や暮ぼってものですよぉ！」

　花か楽らはクレープを持っていないほうの手をぶんぶん振り回し、羞恥心を吹き飛ばそうとしていた。

　気持ちはわかるのだが、そうやって激しく動かれると、その、胸の近くまではだけている服がさらにはだけてしまうわけで……指摘しても悪化するのは目に見えていたので、俺は黙って視線をそらすことにした。

　あと、やっぱりあのとき俺が選んだやつだった。
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　クレープを食べ終えた後は、そのまま自然公園を散歩する。

「午前中はどうなるかと思ったけど、急に涼しくなってきたな」

「ですね。お散歩日和びよりになってよかったです」

　心地ここちよい陽光を浴びながら、二人で並んで歩いていた。

　緑豊かな景色を眺めながら行く道は、ただ歩いているだけでも十分楽しい。傍かたわらに話し相手がいてくれるというのも大きいのかもしれないが、別段、散歩が趣味というわけでもない俺にとっては新たな発見だった。

「あ、先輩。こっちの道を進むと池があるみたいですよ」

　道中の看板を二人で見ながら、ルートを決める。

　この自然公園には初めて来たが、けっこう広いんだな。実はゆかりさんがオススメしてくれたデートスポットの一つなのだが、さすがの恋愛マスターだと心中で感心する。

　景観も抜群にいいし写真でも撮ろうかな、と考えていると、スマホが震えた。

「おっ。悪い、エルステだ」

「どうぞどうぞ」

　花楽に断りを入れてから、スマホを確認する。

　エルステでメッセージが届いていた。送り主は凛り珠ずである。

『えっちなことしてないよね!?』

　……なに言ってんだあの幼なじみ。

　誕生日なので引き下がったものの、デートの模様が気になってしまって思わず確認してみたというところか。いつもの可愛かわいいやきもちに、つい微笑ほほえみが漏れてしまう。

　にしてもえっちなことって。心配しすぎだろ。ははっ。

　……いえ、はい。

　むき出しの肩をぺろっと舐なめるのは『えっちなこと』の範はん疇ちゆうに入るのでしょうか。

　ゆかりさんに相談してみたい気持ちはあったがさすがにいまそんなことはできず、俺は黙ってスマホをしまった。『デート相手を放ってスマホに夢中になるのは論外です』とは、他ならぬゆかりさんの弁である。

　肩……肩なあ。

　花か楽らはいま、俺の少し前を歩いている。そのせいで首の裏側、真っ白なうなじがはっきりと見えてしまい、どうにも目を奪われる。よくない、と思って目をそらしても、数秒後にはまた見てしまった。

　なんでだろうか。たぶん胸みたいな露骨なアピールポイントではないから、紳士的な抵抗感が薄れるのだろうか。

　なんて風に考えていたら、花楽が俺に歩調を合わせ、真横に来た。

「先輩、さっきからチラチラわたくしの肩を見ていますね？」

「なっ!?」

「肩、好きですか？」

　つい、と部分的に露出した肩をこちらに寄せてくる。

　注目してしまうのは肩口の黒いリボン。これをほどけば、さっきみたいに服が胸元までぺろんと捲めくれてしまうわけで……ダメ。妄想厳禁。花楽が俺の表情を覗のぞき込んでいる。

「正直に答えてくださらないと、わたくし夜も眠れません」

「な、何がそんなに気になるというのか」

「お相手の好みを知るのは大事ですから。現状のわたくしでも勝負できる点があるというのなら、それはたいへん喜ばしいことです」

「勝負できる点？」

「はい。多少大きくなったとはいえ……胸のサイズでは、先輩の大切な誰かさんには敵かないませんから」

　花楽は伏し目がちに、控えめな自分の胸を撫なでる。

「悲観しているわけではありませんが、現実的に考えて、わたくしがどれだけ成長したとしてもあのスケールを超えるのは無理です。なので、望む展開はひとつ」

「それはいったい……？」

「先輩の新たな性的嗜好を開発……いえ、言い間違えました。先輩の新たな『こだわり』を見つける。わたくしの身体からだの中で……ですっ」

　ばっちり聞いてしまった。性的嗜好を開発とか言ったよ、この子。

　なんなの？　だからこその肩アピールなの？　花楽は俺を巨乳好きから肩好きにクラスチェンジさせたいの？　いやどっちも捨てがたいと思うけど──って言ってたまるか。

「そうすれば、先輩も新たな一歩を踏み出せたりするんじゃないでしょうか？」

「……さあ、どうかなー？」

「とぼけなくてもいいのに」

「とぼけてない」

「では肩以外の部分だったらどうですか？　男性のこだわりといえばやはりお尻でしょうか。女子としては不本意ですがお腹なかのぷにぷに具合が好きなんて人もいますよね。あとはおへそとか？　鎖骨とか肩けん甲こう骨こつとか骨系はどうでしょう。ちなみに八重歯ではありません。あ、実はわたくし脚の細さには少しだけ自信があったりしてですね！」

「じょ、情熱がすごい……ええい、一旦落ち着きなさい！」

　俺は興奮気味の花か楽らをどうどうとなだめる。

　正直なところ、頑張って俺の好みを探ろうとしてくれている姿は微笑ほほえましくもあり、そしてなにより嬉うれしくもあるのだが──それはそれ、これはこれだ。

　俺はこほんっ、と咳せき払ばらいする。

「というかだな、もう相性度は１００％なんだからそんなことする必要はないだろ」

「相性度が１００％でも付き合ってくれないのが先輩なので。数値以上の何かを追い求める必要があります。ふふっ、まったく困った人ですね」

　花楽はまったく困っていない風に笑った。

　……花楽の容姿で一番好きなところといえば、もう答えは決まっている。

　笑顔だ。

　嬉しそうに笑ったときの顔。言動は年上をからかうようなものが多いくせに、笑い方は無邪気で子供っぽくて、見ているとこちらも嬉しくなってしまう。

　ちょうど、道沿いに花が咲いていた。あれはなんという花なんだろう。大きく開いた花弁が、笑ったときの花楽の印象にぴったりだった。

「……そういや、名前にも花が入ってるしな」

「え？　なんのお話ですか？」

「花楽の笑顔が花みたいだって話」

　自然に答えると、花楽の顔がぽぽぽっと赤くなった。

「せ、先輩っ。そんなベタな褒め方、今日きよう日び聞きませんよ」

「お、俺だってキザっぽかったって、言ってすぐ後悔したわ。仕方ないだろ。思ったら自然と口に出てたんだから」

「もう、もう。恥ずかしいセリフは禁止です。嬉しくなっちゃうじゃないですか……」

　さっきまで満開の笑顔だった花楽は、一転してにやにや笑顔に成り果てていた。

　へなへなのとろとろとでも言いたくなるような締まりのなさである。これはこれで可愛かわいい。さすがに今度は口には出さないが、ずっと見ていたくなる。

　そう思ったので黙ってずっと見ていたら、花楽は口をもごもごさせ、前のほうに走り出してしまった。

「あっ。おい、花楽！」

「先輩！　ここまで走ってきてください！」

　二十メートルくらい先に行ってから、俺を呼んでくる。

　俺は仕方ないなと思いながら、全速力で駆けた。

「追いかけてきてくれてありがとうございます」

　俺の到着を待っていた花か楽らは、満開笑顔ともへなとろ笑顔とも違う、優しげな微笑ほほえみを纏まとって言う。

「先輩。わたくし、いまとっても楽しいです」

　……俺もだよ。

　とは言えず、ぷいと顔を背けてしまった。

　でも心の中は、バレバレなような気がした。
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　自然公園を二人で気の向くままに散策し、気づけば夕方になっていた。

　他に行くところも考えていたのだが、こんなに時間を使ってしまうとは思わなかったな。ほぼ歩いていただけなのに、予想外に楽しすぎる時間だった。

「……そろそろですかね」

「ああ。いまからだと家に帰り着く頃には暗くなりそうだしな」

　俺たちは名な残ごり惜しさすら感じながら、自然公園を離れる。

　あとは駅に向かって、電車に乗って、それぞれの街に帰り着いて、寝る前にエルステで今日の感想を言い合ったりして……と、そんな未来が見えた。

　なんだかそれが、無性に寂しい。

「楽しい時間はあっという間……とかって言うよな」

「言いますね。今日は本当に、時間が過ぎるのが早く感じられました」

「知ってるか？　そういうあっという間な時間ばかりを過ごしていると、長生きできるんだって。人間は実際の時間じゃなく、体感時間で歳としを取るから」

「理系の方なら科学的根拠を問いたくなりそうな話ですが、素敵ですね」

「言ってる俺も半信半疑だけどな」

「わたくしは全面的に信じることにします。とても、素敵ですから」

　花楽と二人、話しながらゆったりと。

　そうしていても歩は進むもので、だんだんと駅に近づいてきた。

　ちょうど帰宅する人が多い時間帯なのだろう。駅方面に向かう人は増えていき、道路を行き交う車も多く見られた。二人だけの時間は、もう作れそうにない。

　……どうしようか。

　俺は内心、焦りを感じていた。

　とにもかくにも──タイミングが難しい。

　もうデートはお開きムードだが、俺にはまだやり残したことがある。それを成し遂げるまでは帰るに帰れないのだ。

　じゃあ早くやれよという話だが、やはりタイミングが難しく──

「先輩」

　横断歩道で信号待ちをしているときだった。

　花か楽らは俺の少し後ろに下がり、ちょこんと服の裾をつまんでくる。

　そして背中に向かって、囁ささやきかけるようにこう言った。

「わたくし、今夜は帰りたくありません」

「何を言うか中学生」

「もっと情緒のある返しをしてくださいよぉ。意味はご存ぞん知じのくせに」

「決して女子中学生が言っていいセリフじゃないってとこまでご存知だよ。俺に何を期待しているんだおまえは」

「先輩がこのまま、わたくしをどこかに連れ去ってしまうのを」

「誘拐の容疑をかけられるのはごめんだ」

「もう、ロマンのないことを」

　恋人同士の大人の時間にも興味津々なバイタリティ全振り女子は、夜が近づくにつれて好調になっていくようだ。お互いのためにも遅くなりすぎるのはよくない。

　信号が青になった。

　俺は気持ち早足で歩き、花楽も隣を進む。

　すると、

「きゃっ」

「おっと」

　花楽が向こう側から歩いてきた人を避よけようとして、バランスを崩す。

　俺は咄とつ嗟さに花楽の肩を掴つかんで支えた。ちょうど横断歩道のど真ん中だったので、急いで渡り切ってしまう。

「あ、ありがとうございます」

　渡り終えると、花楽は熱っぽい表情を浮かべてお礼を言ってきた。

「……今日の先輩ってほんと、さりげないところで格かつ好こいいですよね。いまの、思わずきゅんとしてしまいました」

「恥ずかしくなること言うなよ」

「言わずにはいられなかったんです。もう一度、ありがとうござい……あれ？」

　言い切る前に、花楽の様子が変わった。

　視線は自分が持っているハンドバッグへ移動し、その中身を確認している。

「どうした？」

「いえ、ここ。バッグのポケットに入れておいたスマホが」

　バッグの外側に、カード系の薄いものがすっぽり入りそうなポケットがあった。

　花か楽らはそこにスマートフォンを入れていたそうなのだが、いまは見当たらない。

　どこかに置き忘れてきたか？　いやこういうのは案外、同じ荷物の別の場所に入っていたりするもので──

「あっ」

　俺がそれらの可能性を示唆しようとしたのだが、花楽は別の方向を見ていた。

　そこは、俺たちがたったいま通ってきた道。

　横断歩道。

　その途中に、一台のスマートフォンが落ちていた。

「あぁ────────っ！」

　見覚えがある──あれは間違いなく、花楽のスマートフォンだ。

　なんであんなところに。さっき通行人にぶつかりそうになったときに落ちたのか？

　なんにせよ危ない位置だ。すでに信号は赤になっているし──と俺が考えている間に、花楽がもう身を乗り出していた。

「なっ……ま、待て花楽！　赤！」

　俺は間一髪、花楽の腕を掴つかんで止める。

　ちょうど目の前を大型車両が通り過ぎたところだった。ただでさえ交通量が多くなっているのに、いま取りに行くのは危険すぎる。

　道路の広さやタイヤの幅に対してスマホは小さい。焦る気持ちはわかるが、そうそう踏み潰されるなんてことには──べきゃり。

　小さくも心臓を抉えぐるような音が、はっきりと聞こえてきた。

　俺と花楽は呆ぼう然ぜんとその光景を眺めていた。

　黒のワゴン車が通り、その通過点に落ちていたスマホが下敷きになった。

　気づいてもいないだろうワゴン車はそのまま遠くなっていき、後に残ったのは地面上のスマートフォンだけ。距離は離れているが、確認は容易だった。

　周囲に何か、砕けた部品のようなものが散らばっている。

　信号が青になった。

「あぁああああぁ────────────っ!?」

　走り寄るより先に、花楽の慟どう哭こくが響き渡った。
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　それから。

　駅前にショップがあったので大急ぎで持っていったものの、やはりあの状態のスマホを修理することはかなわず、後日新しいものを買い替えることになった。

「大丈夫ですっ。ちょうど新しいのに買い替えようかと考えていたんですっ。へっちゃらですっ」

　なんて花か楽らは言っていたが……強がりなのは見え見えだった。

　俺は精一杯励まし、そして。

　数日後。

　新しくなった花楽のスマホから、エルステでメッセージが届いた。

『スマホを新調いたしました。電話番号やメールアドレス、エルステのＩＤなんかは元のままです。アプリの引き継ぎも上う手まくいきましたので』

　という簡潔なものだったが、俺は一安心する。

　しかしその日を境に──花楽からの連絡がぱったり途絶えてしまった。




　理由は訊きかずともわかっていた。

　俺と花楽の、エルステでの相性度が……20％にまで低下していたのである。
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　花か楽らとのデートを終えてから、数日が経たとうとしていたある日のこと。

「友とも柳やなぎ。大おお町まちちゃんとケンカでもしたの？」

　教室でぼんやり次の授業の準備をしていた俺は、前の席に座る梶かじに話を振られた。

「別にしてないよ」

「そう。でもそのわりには、最近姿を見ないからさ。友柳もなんだか元気ないみたいだし。相談なら乗るよ」

「……悪い。ちょっと、エルステ絡みでさ。俺はともかく、花楽にとってはデリケートな問題なんだ」

「例のスマホアプリかあ。それを言われると僕は弱い。なら深入りはしないけど、何かあればいつでも頼ってくれよ」

「ありがとう。助かる」

　スマホを持っていない自分では力になれないと自粛したのだろう。梶は俺の心境を慮おもんぱかりつつも、おせっかいになりすぎない範囲に介入を止とどめる。

　その距離感は本当にありがたいが、自分勝手なことを言えば最善の答えが欲しいとも思ってしまっていた。

　──花楽が俺に顔を見せなくなって、しばらく経つ。

　デート前まではちょくちょく俺のクラスに来ていたのに、いまではそれもない。昼休みも放課後も、おそらく高等部の校舎にすら立ち寄ってはいないのだろう。

　それだけじゃなく、電話も出ないし、メールも無反応。一応エルステの既読は付くものの、返信が返ってくることはなかった。

　避けられている……ってことなのかな。

　俺はここ数日そればかりを考えていて、けれど答えを持つ花楽には一向に会えずにいる。このままだと一生会えなくなってしまいそうな……そんな予感すらした。
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　だから──こちらから会いに行くことにした。

「先輩!?　な、なんで……」

　その日の放課後、ホームルームが終わってすぐ中等部に向かったのである。

　校門で待っていると花か楽らはあっさりと姿を見せ、驚いた表情を浮かべていた。

「なんではないだろ。花楽だって、よく俺に直接会いに来てたじゃないか」

「そうですけど……でもなんで、いまさら先輩から会いに来るんですかっ」

「おまえがこっちからの連絡を全無視するからだろ」

「だって！　……気づいていないわけではないのでしょう？　わたくしたちは、もう……相性度１００％じゃないんですよ？」

　ああ。

　やはり、それか。

　わかってはいたんだ。花楽が俺を避ける理由なんてそれしかないって。

「それどころか、運命のお相手ですらないんです。いまの相性度、12％ですよ。デフレにもほどがあります」

「……買い替えた後、最初に確認したときは20％だったぞ。12％に下がったのはおまえが既読スルーしまくったからだ」

「し、仕方ないじゃないですか！　わたくしにはもう、もう……」

　花楽はなによりも、『相性度』を追い求めてきた。

　恋に憧れるバイタリティ高めのステータスを持ちながら、俺に出会うまで恋をしなかったと語っていた女の子。それは、恋をするなら相性度95％以上の運命の相手と──と心に決めていたからだ。

　元々相性度97％の間柄だった俺への告白も、相性度が１００％になるまでは撤回するという徹底ぶりすら見せて。それが夏休みの終わり頃にようやく達成されたというのに、一ヶ月も経たたずこの逆転ぶり。

　花楽のショックは計り知れないだろう。

　俺だって……いや、いまは俺のことはいい。

　俺は頭を掻かきながら、花楽に問う。

「エルステのデータの引き継ぎ、ちゃんとできたんだよな？」

「……はい。引き継ぎ用のパスワードは控えていましたし、もし間違えていたとしても運営会社に連絡すればきちんと対応もしてくれますから」

「なら、相性度が変動したのは不具合かなんかだろ」

「いいえ。引き継ぎができたといっても、完璧ではないんです。一部のトーク履歴などが拾えず、消えたままです」

　肩を落とす花楽の姿からは、やれることはすべてやったというオーラが滲にじみ出ていた。

　俺も今回の件について、独自に相談してはみたのだ。

　他ならぬエルステの運営会社──アプリの開発者である、亮りよう子こ姉ねえ本人に。

　回答はこうだった。




『ごめん。そういうこともある、としか言えない』




　エルステの相性度は、様々な要因によって決定される。

　ステータスやプロフィール、相手とのトークでのやり取りはもちろん、他の友達とのやり取りも参考にされるし、提携しているアプリの使用履歴すら見るというのだ。

　それはもしかしたら、花か楽らが俺と出会う以前の、ずっと昔のデータすら重要なファクターとなっているかもしれない。そしてそういう古すぎる情報は、どんなに完璧にバックアップを取っていたとしてもカバーしきれないことがある。




『ただでさえ、翔しようクンのステータスは幸運全振りだから。花楽ちゃんとの相性度は、出会いの仕方なんかも大事な要因になっている可能性があるんだよ』




　俺と花楽の出会い──それは、平凡だった俺のステータスがいきなり幸運全振りになった日の放課後のことだった。

　その日の花楽は、運命の相手を求めて高等部の校舎まで訪れていた。そういったシチュエーションが奇跡的な出会いを演出すべく、俺たちの相性度を決めたのかもしれない。

　結局のところ、開発者である亮りよう子こ姉ねえにだってすべては解き明かせないし、解決策も見み出いだせない。そういうことだった。

「…………」

　俺も花楽も、中等部の校門の前で黙り込んでしまった。

　行き交う中学生たちが怪け訝げんな目つきで俺たちを見ている。それも当然だろう。二人してお通夜みたいな顔をしているのだから。

「あっ！　友とも柳やなぎセンパイに大おお町まち花楽さん！」

　そうしていたら、場に不似合いな快活な声で名前を呼ばれた。

　視線を向けると、校門から見覚えのある三人組が──スマホアプリ研究部の本ほん庄じよう御調みつぎさんと、その友達の女の子二人が出てくるところだった。ちょうど帰るところのようだ。

　本庄さんはこちらに駆け寄ってこようとするが、他二人に止められ踏みとどまる。様子を見るに「邪魔しちゃ悪いよ」とか、そんな風に言われているのだろう。

「失礼しました！　どうぞ放課後もお幸せに！」

　なんて大声で挨拶をして、帰宅していった。

　俺は返事をせず、ひらひらと手だけを振る。

　……そうか。本庄さんたちはまだ俺たちの相性度が下がったことを知らないんだな。

　事情は知らないのだとしても、少し励まされた。

「あのさ、花か楽ら。相性度が下がったのは残念だけど、俺は別に花楽のこと嫌いになったりとか、してないから」

「そんなの、わかってますよ」

「だったら」

「ごめんなさい！」

　俺なりに伝えるべきことを伝えよう──そう考えていたのに。

　花楽はそういった考えをすべて封殺するように、仰々しく頭を下げた。

「先輩のお気遣いは嬉うれしいです。だけど、はっきり宣言させていただきます。わたくしはもう、先輩に付きまといません。先輩の恋人になるのは…………諦めます」

　少し間を置いた、消え入りそうな声で。しかし、はっきりと。

　諦めます。

　そう、聞こえてきた。

「それは、俺がもう運命の相手じゃないから？」

「ち、違います！」

　俺の問いかけに、花楽は急に声を荒らげる。

　否定と共に向けられたその瞳は、いつもより潤んでいるように見えた。

「……いえ。違わなくは、ないです。違わなくはないですけど、一番の理由は別です。わたくしにはもう……資格がありませんから」

「資格？」

「相性度12％なんて、もし付き合ったとしても幸せにはなれません。そんなわたくしが他の皆さんを差し置いて先輩を攻略するだなんて、おこがましいですから」

「他の皆さんって……裕ゆう子こと、ルナのことか」

「それにもう一人、ですよ」

「もう一人……」

「先輩、言ってましたよね？　一番大切だけど、相性度の関係で付き合えない子がいるって。この気持ちはたぶん、先輩がその人に抱いている気持ちと似ていて……」

「それって、凛り珠ずの……」

「……すごいんですね、凛珠さんって。相性度が１％なのに、あんなに明るく可愛かわいく、先輩と接せられて。わたくしにはとても真ま似ねできません」

「俺と凛珠は、幼なじみだから。でも花楽だって」

「あっ……いえ。いまの凛珠さん云うん々ぬんは聞かなかったことにしてください」

「……っ」

　俺はかけるべき言葉を見失う。

　恋こい敵がたきに配慮して身を引くだなんて、まったくらしくない。

　バイタリティ全振りの女の子としてもそうだし、大おお町まち花か楽らとしてもそうだ。

　だけどたぶん、一番に配慮してくれているのは──

「あの、そろそろ失礼させていただきます。それと、せっかく心配してくださったのに無視して申し訳ありませんでした。今後はちゃんと返事をさせていただきますので。では」

　花楽はそう言って、そそくさと校門を離れていく。

　遠ざかっていく背中を見つめながら、俺は一歩も動くことができなかった。
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「──それで、花楽ちゃん帰っちゃったの？」

「ああ」

　花楽と別れた直後。見計らったようなタイミングで、凛り珠ずからメッセージが届いた。

　花楽のことで話がしたいから、これから会えないか──と。

　了解した俺はすぐに凛珠と合流し、学校近くのファミレスで話をすることにした。

「追いかけるべきだったかな」

「それは、難しいと思う」

　俺はなんとなく食欲に逃げたい気分になって、ハンバーグステーキを注文した。凛珠はバニラアイス乗せのパンケーキを食べながら、俺の向かいで複雑な表情を浮かべている。

「花楽ちゃん、私が話しかけるとちゃんと反応してくれるんだけど、やっぱりどこか元気がなくて。翔しようちゃんの話題は、露骨にはぐらかされちゃう」

「……だよなあ」

　俺はハンバーグ本体ではなく付け合わせのポテトをつまみながら、会話を続ける。

　それほど腹が減っているわけでもなかった。なんでこんなの頼んだんだろうと馬鹿な後悔をしている。きちんと食べるけど。

「でも、これでよかったのかもしれない」

　ポテトをたいらげたあたりで、そう結論づけた。

「俺自身、いますぐ花楽の気持ちに応えるとかはできなかったわけだし。相性度１００％なんて言っても、けっきょくはステータスどおり俺が幸運だっただけなんだよ」

「翔ちゃん……」

「だから、これでよかったんだ。花楽はバイタリティ全振りなんだから、またすぐに新しい恋を見つけて元気を取り戻すさ。相手はきっと、俺よりいい奴やつで──」

「翔ちゃんっ」

　言っている途中で、凛珠に強く呼びかけられた。

　言葉を区切らずにはいられない空気の重みに、閉口する。

「翔しようちゃんは……それで本当にいいの？」

「いいの、って……」

「上う手まく言えないけど……いまの翔ちゃん、なんだか無理してる」

　凛り珠ずはパンケーキの表面をスプーンの腹でぽんぽん押し、少しだけ黙り込む。

　しばらく経たってから、強い眼まな差ざしで俺を見た。

「エルステの相性度が低いからって、いきなり仲が悪くなるわけじゃない。翔ちゃんも花か楽らちゃんも、お互いのことが嫌いになっちゃったわけじゃないんでしょ？」

「あたりまえだろ」

「だったら、そんな風に相性度を理由にして距離を置こうとするの、おかしいよ」

「それは……そうかもだけど」

「もし私だったら、そんなの絶対に嫌。私たちは幼なじみだけど、翔ちゃんと花楽ちゃんだって友達なんだよ。相手を想おもう気持ちは……それだけは、相性度なんて関係ない。絶対に、絶対に、関係ない」

「凛珠……」

　相性度が低い。

　その十字架をずっと前から背負ってきた凛珠だからこそ、花楽に共感して──いや、してしまっているのかもしれない。幼なじみの複雑な心境は、十分に察せられる。

「……ごめん。やっぱり上手く言えない。だけど、私はそう思う」

　凛珠は目を伏せ、パンケーキを粒ガムくらい細かく切って食べた。

　大丈夫。上手く言えないとは言うが、凛珠が何を言いたいかは俺が一番わかっている。

　それでいいのか──

　このまま花楽が離れていってしまうのを、黙って見過ごすのか。

　エルステが。ステータスが。相性度が。理由があれば満足なのか。

　それで納得できるのか──

「……ホント、さすがの幼なじみってやつだよな」

　できるわけがなかった。

　こんな幸運とも幸せともかけ離れた結末──受け入れてたまるか。

「俺と花楽の相性度が下がったのは、事故みたいなものなんだ。なのにそれで花楽が落ち込んで、いまも悲しそうな顔をしてるのが……俺は許せない」

　花楽は言った。

　相性度12％なんて、もし付き合ったとしても幸せにはなれない──と。

　その言葉は、自分が幸せになれないという意味でもあり──俺が幸せになれないという意味でもある。

　自分のことだけでなく、俺のことも考えてくれていたから。

　だから『他の皆さんを差し置いて』とか『おこがましい』なんて風に言ったんだ。

　そこまで配慮してくれている花か楽らに対して、何もしないでいられるか。

　いや、ひょっとしたらこれは俺のとんでもない自惚うぬぼれで、勘違いかもしれないけれど……もしそうだとしても、放っておくなんてことはできない。

「相性度が惜しいわけじゃないんだ。俺はただ、花楽を元気づけてやりたい。恋愛とか抜きで、あいつは俺の──大事な後輩だから」

　いつまでもハンバーグとにらめっこしていても仕方がない。

　俺はいい加減、前を向こうと気を取り直し、顔を上げる。

　そこには、優しげに微笑ほほえむ凛り珠ずの姿があった。

「だったらそうするべきだよ。私、翔しようちゃんのこと応援する！　だって幼なじみだから！」

「ありがとう、凛珠……あのさ、でも」

「いいの！　花楽ちゃんは私にとっても後輩なんだから！」

　いろいろ複雑な気持ちも抱えているはずなのに。それらを棚に上げて俺を応援してくれている。

　俺は幼なじみの心配りに感激し──「うぇっ」と変な声を上げてしまう。

「なら、わたしも協力するぞ」

　視界の先、凛珠が座っている席の一つ奥から、見知ったサイドポニーがこちらを覗のぞき込んでいた。

　身体からだを傾けながらコーヒーを啜すするその容貌は、佐さ伯えき裕ゆう子このものである。

「裕子ちゃん!?」

「おまえ、いつからそこに!?」

「佐伯夜や人じん流りゆう〝霞かすみ隠いん者じや〟。気配を絶たつ技なんだけど、気づかなかったでしょう？」

「まったく。いや！　知りたいのは技名じゃなくて！」

「学校を出たあたりで、深刻そうな翔くんを見つけて。つい尾行を」

　つまり最初からかい。尾行はまだしも、凛珠の後ろの席に座ったことすら悟らせないとは。佐伯夜人流恐るべし。

　裕子はそのまま凛珠の隣に席を移動し、会話に加わる。

「それで翔くん、具体的にはどうするの？　花楽ちゃんを元気づける方法」

「この前お誕生日だったんだし、みんなでパーティーしてお祝いするとか……は、ダメだよね。そんな単純な話じゃないよね」

「それなんだけど、実は考えがあるんだ」

　俺はスマホを取り出し、エルステを起動させる。

「頭の中に方法はあるけど、それが実際にできるかどうかは判断がつかない。だから、あいつに意見を聞いてみたいんだ」

「あいつって？」

「……エルステのエキスパート」

　どこまで言うべきか迷ったので、とりあえずそんな風に紹介しておく。

　スマホの画面上には、『石動いするぎルナ』の名前が表示されていた。
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「──で、あたしを呼んだわけかー」

　俺の真横の席。ドリンクバーを頼んだルナが、緑茶を飲みながら言う。

　制服姿だ。ルナの通っている[image: ]あい坂さか女学院は一駅離れているから来てくれるか不安だったが、エルステで「会って相談したいことがある」と伝えるとすぐに了承してくれた。

「悪い。学校帰りにわざわざこっちまで来てもらって」

「いいっていいって。他ならぬ翔しようの頼みだし。お役に立てるなら本望ってものですよ」

　エルステであらかじめ事情を──相性度が変動したことや、花か楽らを元気づけたいということは伝えたが、本題はこれからである。

　しかし一点、考えから抜け落ちていたことがあった。

「…………」

　凛り珠ずが、いたたまれない様子でルナから視線をそらしていた。

　失念していたのだが、凛珠は夏休みに『ルナが俺を騙だましている！』と疑ってかかったことがある。

　本人に面と向かって言ったわけではないし、騙しているという推理も半分くらいは的中していたのだが、凛珠としては気まずい部分が多いのだろう。そもそも二人が直じかに会うのはまだ二回目のはずだし。

　一方のルナは、当然ながら気にする様子もなく、凛珠に対しても「久しぶり～」と軽く挨拶を投げかけていた。

「ま、何を相談されるかはだいたい予想できてるんだけどね。一個条件つけていい？」

「条件？」

「まず、翔と二人で話をさせて」

　ルナは俺ではなく、向かい側の凛珠と裕ゆう子こに向かって言った。

　二人はお互いの顔を見合わせ、頷うなずき合う。

　店員さんにも断りを入れ、一時的に少し離れた席に移動してもらった。

　あとに残された俺はルナが条件を求めてきた真意を考えつつ、隣を見る。

「そんなに警戒しないでよ。裕子ちゃんはともかく、凛珠ちゃんに聞かれるといろいろまずいことになりそうだからね。あたしじゃなくて、翔が」

「俺が？」

「ま、ま、いいからさ。とりあえず、花か楽らちゃんをどうしたいのか聞かせてよ」

「花楽を元気づけたい」

「具体的には？」

「俺と花楽の相性度を元に戻したいんだ」

　花楽が落ち込んでいるのは相性度が低下したのが原因なのだから、それを解決してやればいい。実にシンプルな方法だ。

「なるなる。だから、あたしか」

　エルステのエキスパート──そう紹介した言葉に嘘うそはない。

　自称ではあるものの、エルステの仕様を熟知し、相手に合わせてステータスや相性度を変えることができる──そうしてリアル恋愛ゲームを楽しんでいたと語るルナならば、亮りよう子こ姉ねえですら匙さじを投げた問題に対策を講じることができるのではないか。

　そう考えたからこその、相談だ。

「話を整理すると、壊れたスマホを買い替えて、エルステを引き継ぎして、そしたら相性度が20％で、現在は12％。でもそういうこともありますよーっていうのが、公式の回答なんでしょ？　ってことはつまり、翔しようはどうしたいの？」

「あらためて、相性度を上げたいんだ。元の数値──１００％まで」

　亮子姉の言うとおり、そっくりそのまま元に戻す方法なんてのはないのかもしれない。

　だったら一から上げればいいのだ。

　いまは12％でも、元は１００％に上がるほど相性が良かったのだから。

　具体的な方法さえ掴つかめれば、案外簡単に上昇するかもしれない。

「ふーん。でもダメ」

「え？」

　思わず無言で見つめてしまう。

　……なんかいま、すげえあっさり断られた。

「聞こえなかった？」

「いや聞こえたけど」

「相性度を上げる。それ自体は不可能じゃないよ。エルステやってて好きな相手がいる子、みーんなやってることだしね。誰かさんみたいに好みぴったりなのにずっと相性度１％とかなら無理ゲーだけど、12％なんてぜんぜん希望ありあり」

「だ、だったら……！」

「翔。そういう子たちはみんな、好きな相手と恋人になるのを目標にしてるんだよ？」

　ルナは厳しく、問い詰めるような調子で言ってくる。

「翔の気持ちは立派だと思うけど、それは独り善がりだよ。無事に相性度が戻ったとして、じゃあ翔しようは花か楽らちゃんと付き合ってあげるの？」

「それは……」

　俺の動機は、花楽に元気を取り戻してほしいということ。

　たとえ相性度が再び１００％になっても、それで花楽と付き合うかどうかといったら、答えはノー。よかったね、で話を終わらせてしまうだろう。

　花楽の気持ちなど考えずに。

　ルナは、それが許せないと言っている。

「あたしみたいにゲーム感覚ならまだしも、本気でもないのに相性度を操作なんてしちゃダメ。じゃなきゃもし上う手まくいっても花楽ちゃん、ぬか喜びだよ？」

「……っ」

「って、あたしが言っても説得力ないかな？」

「んなこと、ねえよ」

「だったらよかった」

　俺が押し黙ってしまうと、ルナは、話は終わりと言わんばかりに緑茶を飲む。

　痛いくらいの正論だった。

　相手の気持ちを考える。そんなあたりまえのことができていなかった。

　いや、でも、だけど、だよ。

　…………花楽の望みってなんなんだろう？

　理不尽に相性度が下がってしまったいまのあいつに、俺ができることってなんだ。

　相性度を元に戻すことじゃないのか。

　相性度たった12％の俺が、別の方法で元気づけてやることなんてできるのか。

　きっとできない。

「わかった。じゃあ上手くいったら、俺から花楽に告白する」

　だから俺は、一番『いい』と思ったことを結論にする。

「……はあ？」

　ルナはしかめ面で反応した。指で挟んでいたストローが折れて変形している。

「ねえ、本気？　だって翔ってば、まだ幼なじみ……初恋を捨てきれてないんでしょ？」

「ああ、そのとおりだよ」

「なら」

「だけど俺は、いま誰かと付き合うとかそんなことより、とにかく花楽に笑顔を取り戻してほしいんだ」

「そんなこと、って……」

　ルナにどれだけ正論を言われようとも。

　俺はやっぱり、あんな状態の花楽を放っておくことはできそうにない。

「可愛かわいい後輩泣かせたまま、恋なんてできるかよ」

　俺はまっすぐにルナを見て言った。

　ルナはぽかんと口を開け、驚きに唇を震わせている。

「そのために花か楽らちゃんと付き合うって、本末転倒じゃん。初恋を捨ててもいいと思えてるってことじゃん。それ、つまりさ……されちゃってるじゃん」

「何を」

「攻略」

　あるいは、そうなのかもしれない。

　この花楽に対する気持ちが、ひょっとしたら世間一般でいうところの恋心なのかもしれない。

　恋愛経験の浅い俺には、やっぱりよくわからないけれど。

「君ってばこう、なんか、思ってた以上に……ホントもう」

　何を思ったのか、ルナは突如としてテーブルに突っ伏した。

　テーブル上の後頭部だけが見える状態で、恨み言のように言う。

「はー、なんかもう、なー。こういうのも惚ほれた弱みって言うのかなー。あーあ、敗北感」

「な、なんだよ急に」

「なにさ」

「こっちがなにさ」

「あたしもそういうこと言われたい」

「え？」

「聞き返さないで。もうわかったから」

　……なんなんだ。

　俺が反応に困っていると、ルナは顔を上げた。

「はいはい、しゅーごー！　話まとまったから、みんなで作戦会議するよー！」

　そのまま離れた席にいる凛り珠ずと裕ゆう子こを呼び、手招きする。

　協力してくれる……ってことだろうか。

　俺が戸惑いながら見ていると、あざといくらい可愛くウインクしてきた。

「ルナ……ありがとう」

「言っておくけど、上う手まくいくかは保証できないからね。翔しようは幸運全振りだからステータスを調整しての相性度変化は難しいだろうし。ルナちゃんも完璧じゃないから」

「ああ」

「あとこれ、一個貸しだから覚えておいて。ルナちゃんのお願いは高くつくよ」

「ああ！」

「ホントにわかってるのかな、この王子様は」

　大げさにため息をついてみせるが、その口元は優しげに微笑ほほえんでいた。
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「というわけで、ルナちゃんの『L-Status』相性度アップ講座でーす」

　再び四人で集まり、花か楽らを元気づけるための作戦会議が始まった。

　ルナはそのまま俺の隣に、凛り珠ずと裕ゆう子こは正面の席に座り直す。各おの々おのドリンクバーで飲み物を補充して、準備は万全だ。

　さっき離れていた二人にも、花楽との相性度を元に戻すという旨は伝えてある。その鍵を握るのがエルステに精通したルナであり、俺たちの注目は一点に集中した。

「っていっても、そんなに難しいことないんだけどね。相性度を上げるのなんてカンタンカンタン」

「ええっ!?　そ、それは異議ありだよ！」

「弟子よ。抑えるのじゃ」

「うう、裕子ちゃん師匠……」

　相性度１％の幼なじみが声こわ高だかに叫ぶが、隣の裕子に制される。いつの間に師弟関係になったんだろう、この二人。

　ルナは構わず続ける。

「みんなもご存ぞん知じのとおり、エルステの相性度は様々な要素で決定されます。中でも重要とされるのは、お互いのプロフィールとステータス、そしてトークでのやり取り。この三つ」

　それはよくわかる。凛珠も裕子もうんうんと頷うなずいていた。

「プロフィール欄に入力した情報と二人の好みが合致したり、トークが盛り上がれば相性度は上がる。ステータスはその際の参考資料として大きく役立つんだけど、花楽ちゃんの場合はそれがすごくわかりやすいの。なんせバイタリティ全振りだから」

　エルステの相性度を上げるのに、絶対という方法はない。それでもある程度の傾向はある。その傾向をどうやって見るのかといえば、ステータスだ。

「さて翔しよう。そんなバイタリティ全振りの花楽ちゃんに振るべき話題とは？」

「え？　いきなり言われても」

「花楽ちゃんに一ひと目め惚ぼれしたけど、相手のことがよくわからない。でもステータスだけは判明しているって設定で、どうすれば仲良くなれるのかを考えてみて。はい、どうぞ」

　ううむ、話題、話題かあ。

　花楽のステータスはバイタリティが１００で、他がオールゼロ。

　その数値を踏まえての傾向は──

「……花か楽らだったらやっぱり、恋愛絡みの話題かな」

「うん。大正解。バイタリティのステータスが示すのは恋愛への興味関心。だから恥ずかしがってそのへんの話題を避けたりしちゃってたら、相性度はなかなか上がらない」

「じゃあ、こっちから恋バナ振ったりしてみればいいのか？」

「そうだけど、相手が乗ってくれるかどうかも重要かな。あまり知られてないけど、バイタリティの高い子には『冷めやすい』って特徴もあるから。既読スルーとかされると、相性度はガンガン下がっちゃう」

「あ、それは確かに。花楽がスマホを買い替えた当初は20％だったのに、しばらくスルーされたら12％まで下がってた」

　こう考えると、バイタリティの高い子っていうのはデリケートなんだな。

　だからこそ傷つきやすい。花楽も、内面ではすごく傷ついているはずだ。

「あれ……？　でも、前にバイタリティタイプは諦めが悪いとも言ってたような」

　ルナの解説を聞いて、裕ゆう子こが疑問を口にした。

「言ったね。でもその諦めの悪さは、あくまでもいま夢中になっている恋に対して。ここは攻撃力タイプとの最大の違いでもあって、バイタリティタイプは終わった恋──相性度の低い相手に固執しない。ほら、『熱しやすく冷めやすい』なんて言うでしょ？　まさにあんな感じ」

「そっか。矛盾はしてないんだ」

「花楽ちゃんの場合はちょっと違うみたいだけどね。でしょ？　翔しよう」

　俺は黙って首肯する。

　熱しやすく冷めやすいの一言で済ませられるなら、花楽はとっくに元気を取り戻して、新しい恋を探しているはずだ。

　それができていないのは、おそらくまだ俺との相性度を名な残ごり惜しく思っているから。

「あと、もっと手っ取り早い裏技が二つあったり」

　ルナは指を二本立て、皆に示す。

「裏技って？」

「一つは、翔のプロフィールを花楽ちゃん仕様に更新する。んでもって、花楽ちゃんのプロフィールも翔仕様にする。好みの性格とか年齢とか、理想のスリーサイズとか異性に求める身長とかね」

「でもそれって、たしか前に問題になってできないようになったんじゃなかったっけ？」

「わたしも、花楽ちゃんからそんな話を聞いたことがあるぞ」

　俺も凛り珠ずや裕子と同じことを思っていた。

　特定の相手との相性度を上げるため、相手に合わせる──いわば『後出し』でプロフィールを変更する。

　そうすれば数値だけは変えることができるが、実際の相性度とは異なってしまうので、運営側が対策したのだ。身長とかスリーサイズとか、そういった情報は一度入力した内容から大きく変えることはできなくなっている。

「そう、二人の言うとおり。エルステのプログラムは優秀で、そういうあまりにも露骨なプロフィール変更は弾はじかれちゃう。だけど、いろんなものを捨てればできなくはないよ」

「捨てるって、何を」

「やり方はいろいろ。一番わかりやすいのは、二人とも新しいアカウントでエルステをやり直すとかかな」

「それはいくらなんでも……」

「わかってる。それじゃなんの解決にもならないよね」

　それはもはや俺と花か楽らではない。別人と別人だ。

　できれば裏技など使わず、自然な形で元に戻したい。

　とはいえ二つあると聞いてしまった以上、もう一つの裏技も気になってしまうもので。

「あと一つは、裏技でもあり博ばく打ち技でもあるかな」

「なんなんだ？」

「知りたい？」

「もったいぶるなよ」

「エロいことをする」

「え？」

「エロいことをするの。翔しようが花楽ちゃんに」

　ルナの表情はいたって真面目まじめだった。

　聞き間違いではないとわかった俺は、凍りついている。

「もちろん、花楽ちゃんが受け入れてくれる前提だけど」

「だだだ、ダメ────ッ！」

　凛り珠ずがバンッとテーブルを叩たたいて猛抗議した。隣の裕ゆう子こは泰然自若とした様子でコーヒーに口をつけている。

「いいいい、いくら花楽ちゃんを元気づけるって大義名分があっても！　そんな、え、え、え……えっちなことなんてっ！」

「でも効果絶大だよ？　エルステと連携させたカメラアプリで写真とか動画撮ったり、あとで感想言い合ったり」

「どこの写真!?　なんの動画!?　そして何についての感想!?」

「さすがのルナちゃんもここで事細かに説明するのは恥ずかしいので、凛珠ちゃんにはあとでエルステで特別講座するね」

「特別講座!?　そ、それを実践すれば相性度が１％でも希望が持てたりしますか……？」














「可能性は誰もが等しく持っているものなんだよ」

「す、すごい……！　つまり私も翔しようちゃんにもっとえっちいことすれば……！」

「うおい！　凛り珠ずに変なこと教えるな！」

　俺はルナに言う。その特別講座は凛珠に変な影響を与えること必至だった。

　ただでさえ、凛珠の攻撃力全振りちょいエロスキンシップは現状でもだいぶレベルが高いのに。それが特別講座なんて受けた日には……どうなってしまうんだろう。

「あ、でも実際にあたしが試したわけじゃないから保証はしがたいかな。効果あるっていうのは、あくまでもデータ的なお話で」

「っていうか、なんでそれで相性度が上がるんだよ！　最低だろ！」

「そりゃ一方的にするならね。合意は大事」

「合意の上ならいいのか……」

「重要なのはエロい行為そのものじゃなくて、エロい行為をして受け入れられるっていう事実だから。はっきり言っちゃうと、バイタリティ高めの子ってロマンチストである一方でエロいし。そこは花か楽らちゃんも例に漏れないと思うよ」

　うっ……思い当たる節ふしがありすぎる。

　ランジェリーショップやラブホテルに誘われたり、バストサイズを測ってとお願いされたり、あ～んと称して肩を舐なめさせられたり……うん。

「ねえ、エロいこと考えてる友とも柳やなぎ翔くん」

「ルナが変なこと言うからだろ!?」

「まあでも花楽ちゃん中学生だしまずいか。当人たちが勝手にやるならまだしも、この流れだとルナちゃんが勧めたみたいで問題になっちゃうかも」

「どこまで本気で言ってるんだよ、おまえは……」

「攻めるなら下ネタもありよ？くらいに捉えてくれると嬉うれしいかな」

　口ぶりから察するに、効果は期待できるみたいだが……いや、忘れよう。この裏技はなしの方向で。

　俺が心配たっぷりな凛珠の視線に心を痛めていると、ルナがぱんっ、と掌てのひらを叩たたいた。

「まとめると、バイタリティ全振りには己もバイタリティを持って攻めるべし。翔はとにかく、めげずに花楽ちゃんに話振ってみて。そしてちゃんと話に付き合わせる。嫌だ、退屈だ、と思わせたらアウト」

「翔くんのトークスキルしだいだね」

「翔ちゃん、大丈夫……？」

「……正直、自信ない」

　一流のホストとかならできそうではあるが、俺は交際経験ゼロの男子高校生。

　特に花楽に関しては、向こうからガンガンくるからこちらが受け身になることが多かった。そんな俺に、花か楽らの心を動かすことなんて──いや。

　俺は、大きく息を吸う。

「っ、はあーっ……情けないな、俺」

「しょ、翔しようちゃん？」

「いや、ごめん。自信ないなんて、泣き言を言ってちゃ始まらないよな。やるって決めたんだ。絶対に、花楽の笑顔を取り戻す」

　俺は、三人の目の前で再び宣言する。

　それを受けて、凛り珠ずは嬉うれしそうに口元を綻ばせた。ルナはにやにやした顔つきで頬ほお杖づえをつく。裕ゆう子このみ真顔で、スマホを用意していた。

「翔くん」

「うん？」

「いまの、グッときたぞ。アニメのセリフみたいで。録音するからもう一回お願い」

「あ、ハイハイ。じゃああたしもリクエスト」

「えっ？　ハッ、そ、それなら私も！」

「言うかそんなん！」

　イマイチ締まらない感じにはなったが、決意は変わらない。

　もう一度、あいつの元気な笑顔が見たい──そのためなら、やり遂げられる気がした。
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「さて──王子様にはひと足早くお帰りいただいたわけだけど」

　四人いたファミレスのテーブル席は、翔が先に帰ったので三人になった。

　一人はあたし──石動いするぎルナと。

　あとの二人は裕子ちゃんと、凛珠ちゃん。二人とも向かいに座っている。

　話がまとまったあと「せっかくだから女子会したーい。翔は男子だしやることあるんだから帰った帰った」と提案したあたしに、二人は快く賛同してくれた。

　会って話すのはまだ二回目な凛珠ちゃんは、少し緊張しているみたいだけど。

「ねえ、相性度１％だけど幼なじみに熱烈初恋中の凛珠ちゃん」

「げぶっ！」

　あたしが話しかけると、凛珠ちゃんが思い切りむせた。ドリンク飲んでる最中に言うのは意地悪だったかな。

「わわわ！　私は別に！　翔ちゃんとは仲がいいだけの幼なじみでぇ！」

「裕ゆう子こちゃん、凛り珠ずちゃんっていつもこんな感じなの？」

「概おおむねこんな感じだぞ」

「ふうん。なるほどわかりました。じゃあ手加減しながら話を進めましょう」

　顔真まっ赤かにして否定する姿が可愛かわいいなあ。そして正面から見ると胸でっかいなあ。と、どこぞの幼なじみ大好きマンの気持ちに共感しつつ。

「実際のところ、二人の本音はどうなの？　翔しようと花か楽らちゃんの相性度、回復させたい？」

「それは……うん。私としても、花楽ちゃんには元気になってほしいし。翔ちゃんもなんだか辛つらそうだし」

「わたしも同じだぞ。妻には、夫を応援する務めがあるから」

「でも翔、もし１００％に戻ったら花楽ちゃんに告白するつもりだよ？　相性度を上げた責任を取る、みたいな感じで」

「え……？　え、えええええええ!?　聞いてないっ！」

「言い忘れたんだろうね」

　話の流れ的に。まあそれは仕方がないとして。

　二人の反応は対照的だ。狼ろう狽ばいしまくりの凛珠ちゃんと、まったく動じない裕子ちゃん。恋こい敵がたきをアシストしてしまうことに対して、はてさて心中ではどうお考えなのか。

「メンタル全振りで最終目標が婚約な裕子ちゃんは、それでも構わないって感じ？」

「そのとおりだぞ」

「凛珠ちゃん的にはどう？　幼なじみ、取られちゃうかもよ？」

「あ、あうう……」

　凛珠ちゃんはしばらく目を伏せ、考え込み……やがてきゅっと唇を結ぶ。

「……それでも、やる。協力、する」

　直前の迷いに反して、決意の籠もった言葉だった。

「他ならぬ自分の協力で、大切な幼なじみが他の子と付き合っちゃっても？」

「もし本当にそうなったら、たぶん……たぶんじゃなくて絶対……確実にへこむだろうけど、それでもやっぱり、翔ちゃんと花楽ちゃんには元の関係に戻ってほしい」

「健けな気げだなー。そして一番損するタイプだ。それも取り返しのつかない大損」

「ううっ。やっぱりそうかな……」

「凛珠ちゃんはそれでいいと思うぞ」

　あたしの揺さぶりに対し怯ひるむ凛珠ちゃん。だけど裕子ちゃんは、彼女をフォローする。

「だって凛珠ちゃんは、翔くんの幼なじみなんだから。その思いやりは、誰でも持てるものじゃない。良妻を志す者としては、見習いたいくらいで……うん。いまなら、弟子と認めてもいいぞ」

「裕子ちゃん師匠……」

「二人は師弟なの？」

　話を聞くと、少し前から凛り珠ずちゃんが精神力を鍛えたいと相談してたとか。ふんふん。まあ確かに、メンタルが磨かれれば大事なとこでヘタレるなんてこともないだろうしね。

　ともあれ──収穫はあった、かな。

「おっけー。二人のスタンスはよくわかったよ。じゃあ、あたしたちもあたしたちで別の作戦を始めましょっか」

　あたしは手を打ち提案する。

「別の作戦って？」

「本人同士──この場合は翔しようと花か楽らちゃんね。二人が直接絡まなくても、外野が相性度を上げる方法はあるの。いわば恋のキューピッド的な立ち回り。いまからその方法を伝授してしんぜよう」

「……ルナちゃん師匠！」

「で、弟子に浮気されたっ」

　ショックを受けている裕ゆう子こちゃんが見られた。かなりレアだ。

　ま、この場は翔の望むとおり、そして目の前の二人の望むとおり、協力しましょう。

　その末にみんなの関係がどうなるかは──ルナちゃん知りませんけどね。
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『──こんな夜は、君に逢あいたい』

『？』

『いやなに、月が綺き麗れいだったんでね。窓の外を見ていたら、花か楽らを想おもう気持ちが……照らされてしまったんだ』

『先輩？　大丈夫ですか？　アカウント乗っ取られました？』

　ネットで調べた『バイタリティが高いタイプの子に送ったら相性度が上がった！　いますぐ使えるメッセージ集』を実践してみたというのに、なりすましを心配されてしまった。花楽からの素の反応に甚大な精神的ダメージを負う俺。あ、でも続けてしばらくトークしたら相性度が１上がった。やったぜ。

「はーっ。相当な重労働だぞ、これ……精神的に」

　俺はスマホを片手に、自室のベッドに寝転がる。

　窓の外を見ると、夜空に綺麗な満月が浮かんでいた。

「ステータスは……まだ幸運全振りか。最近はバイタリティ高くなるようなことばかりしてるけど、変わらないもんだな。ってか幸運全振りって変わることあんのかな」

　スマホをポチポチいじりながら、独りごつ。

　ルナのアドバイスを基に、数日前から花楽との相性度を上げるべく努力を続けていた。

　エルステでこちらから積極的に話しかけ、話題は花楽が好みそうな恋愛系のものを心がける。といってもボキャブラリーが少ないので、凛り珠ずに「こういう話題がいいよ！」と助言をしてもらったり。裕ゆう子こなんて「これを見るといいぞ」とネット配信されている少女漫画原作のアニメを勧めてきたり。

　花楽も既読スルーはやめ、こまめに返信するようになってくれた。

　みんなの手助けの甲か斐いもあり、相性度は着実に上がっている。

「……40％か」

　着実に上がってはいるが、１００％はまだまだ遠い。

　相性度は元が低いと上がりやすい傾向にあるが、それも一定のラインまで。今後はもっと上がりにくくなるだろう。

「なんか、こうしていると半年前の……凛珠とのことを思い出すな」

　こっちに戻ってきて、三年ぶりに凛珠と再会した、あの頃。

　俺はどうにか１％の相性度を改善できないかと、躍起になっていたことがある。

　だが、相性度は元が低いと上がりやすいなんて傾向があるくせに、１％の数値はびくともしなかった。原因はまあ、凛り珠ずがヘタレて逃げるからだろうけど。

「あのときの無理ゲー感に比べれば、だな」

　人間、どんな経験が活いきるかわからないものだ。

　若輩者ながらそんなことを思い、その日はそのまま眠りについた。





　　　　◇　◇　◇






　それは、九月も終わりが近づいてきたある日のこと。

「すいませんでしたっ！」

　俺の眼前で、小さな頭が真下を向いた。バレッタでまとめた後ろ髪がよく見える。

　場所は教室前の廊下で、昼休みの時間だった。

　こちらを訪ねて即座に謝罪してきたのは、中等部スマホアプリ研究部の本ほん庄じよう御調みつぎさんである。彼女から一歩下がった両端には、きちんと友達の二人も付き添っていた。

「およそ一ヶ月もの間、我々とんだ勘違いをしてまして！　友とも柳やなぎセンパイにはたいへん失礼を働き、またご迷惑をおかけしました！」

「み、みんなに見られてるからとにかく顔を上げてくれっ。それに、なんのことを謝られているのかわかんないんだけど」

「それはですね！　……センパイと、大おお町まち花か楽らさんの件についてですよ」

　本庄さんは声を潜めて言った。小声出せたんだな、この子……。

「先日、大町花楽さんから直じき々じきに訂正をいただきました。『わたくしと先輩は付き合っていません』と。正直驚きでした。私はてっきり、お二人が付き合っているものだとばかり」

「花楽が、わざわざ訂正を……？」

「はい。申し訳ないばかりです。私が勢いのままに部誌の記事にしてしまったものですから、言い出しにくかったのでしょう。一ヶ月間も悩ませてしまって、反省しています」

「すいませーん。自覚はある子なんですー」

「あたしたちも勘違いしていたもので、ブレーキできずー」

　そう言って、三人はまた頭を下げる。

　きちんと己の過ちを反省できるのは素晴らしいことだ。三人とも素直なんだな。

「いいよ。言い出せなかったのは、俺も同じだし」

「ありがとうございます！　そう言っていただけると気持ちが楽になります！」

「うん。できれば声はもう少し落としてもらえると助かる」

「失礼しました」

　急に音量が下がった。この子は強と弱の切り替えスイッチでも備えているのだろうか。

　なんてことを思っていると、本ほん庄じようさんが思案顔になる。

「それにしても不思議です。お二人は相性度１００％にもかかわらず、なぜお付き合いしないのでしょうか？」

　俺はその発言に違和感を覚えた。

「いえ、お二人にもいろいろ事情はあるのでしょう。我々は決してゴシップ記者を目指したいわけではありませんから、これ以上の詮索はしません」

「……ごめん。花か楽らが訂正に来たのって、いつのこと？」

「昨日の放課後です」

　昨日。つまり、相性度が１００％ではない頃。

　それなのに、本庄さんが未いまだに俺たち二人が相性度１００％であると勘違いしているのは……花楽が教えていない、ということか？

　本庄さんたちは謝罪を済ませて帰っていき、残された俺はすぐにスマホを取り出す。

　エルステで花楽にこんなメッセージを送った。

『どうして本庄さんに言わなかったんだ？　俺たちがもう相性度１００％じゃないって』

　既読はすぐについた。

　教室の自分の席に戻りしばらく待っていると、返信も届く。

『言い忘れました』

　シンプルでいて、真意を追及しにくい理由だった。

　俺はもしかしたら、花楽が相性度の低下を認めたくないんじゃないか──だから部外者に教えたくなかったんじゃないかと期待したのだが。

　……いや。

「認めたくないのは、わかってるんだよ。問題は、それを受け入れられるかどうかで」

　受け入れられてないから、花楽はあんな悲しそうな顔をしていたんだ。

　本人も抗あらがっているのだと知れると、途端に勇気が湧いてきた。
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　放課後。

　恋愛関連の話題で盛り上がるにしても、そろそろネタが尽きてきた。

　ちょくちょく返事に詰まったりするし、早い段階で会話を打ち切られたりもして、自分のトークスキルのなさを日々痛感する。

　そのせいか、昨日はせっかく上げた相性度が１％下がったし……というわけで。

　図書室に来た。

　目的は女の子との会話が上う手まくなるような何か。会話術とかそういう系の本。

　探すといろいろ見つかりはしたものの、面接用とかスマホがなかった古い時代の本とかばかりで、あまり参考にはならなかった。

　これなら、少し前に凛り珠ずに貸してもらった女の子向けのティーン雑誌のほうがタメになったな。男子は知らない女子の本音的なコーナーにはけっこうダメージもらったけど。

　しばらく読書に耽ふけっていると、スマホが震えた。

　見ると、ルナからメッセージが届いている。

『花か楽らちゃんとの相性度上がった？』

　現在の状況を確認したいみたいだ。

　こまめに報告はしているのだが、残念ながら昼に確認したときは上がっていなかった。

　俺は憂鬱な気分で、花楽との相性度をもう一度──なっ!?

　上がっている。それも５％も。

　昨日はむしろ下がって、今日は大したことしていないのに……なぜ？

　とりあえず、ルナに返事を返す。

『５％上がってた』

『お、成功だね。よかったよかった』

『ルナが何かしたのか？』

『花楽ちゃんとトークしただけだよ。内容は秘密。翔しようのことをちょっとね』

『二人で俺のことを話しただけ？』

『相性度っていうのは、本人同士だけでなくそれ以外の友達との会話も参考にされるから。陰で悪口とか言えないよー？』

　ルナは脅かすように『見ているぞ』とホラーなスタンプを送ってきた。

　俺の知らないところで相性度を上げるとは、すげーなリアル恋愛ゲーマー。どうやってそういう技術を磨いたんだろう……。

　ともあれルナに感謝し、読書に戻ろうとしたら──今度は凛珠から。

『翔ちゃん。花楽ちゃんのどこが好き？』

　また唐突なメッセージが届いた。

『いきなり、なんだよ』

『いいから答えて。たぶんいいことあるから』

　なんだか少し前に同じような質問を本人にもされた覚えがある。いや、あれは夢の中の出来事だったっけ？　あのときはなんて言っただろう……。

　俺は少し悩みつつも、正直に答えることにした。

『一生懸命なところ』

　既読はついたが反応はない。もっと詳しく求められているような念を感じる。

　仕方なく続けた。

『花か楽らはいつでも真剣に、俺と恋人になろうと頑張ってた。自分より相性度の高いライバルがいるのに、諦めずに、ひたむきで。その姿があまりにも眩まぶしくて、つい応援したくなる。そういう風に乙女おとめらしく恋をする姿が、可か憐れんで、好きだ』

　……書き終えると、なんだか恥ずかしくなってきた。

　相性度を上げるために頑張ってきた成果なのか、こういう歯の浮くようなセリフがさらっと出てくるようになった気がする。

　一瞬消そうか迷ったが「ええい、ままよ」と送信をタップ。

　凛り珠ずからの返事は……ない。

　既読もつかないし、スマホから目を離したかな。

　まあいいや、とエルステを終了させたタイミングで。

　今度は裕ゆう子こからメッセージが届いた。

『翔しようくん。花楽ちゃんの特に可愛かわいいと思うところは？』

　質問が被かぶるなあ、おい。

　実は三人一緒にいて順番に俺をからかっているとかじゃないだろうな。勘ぐりすぎか。

　ともかく答えよう。

　聞きたいことは凛珠と同じような気もするが、ニュアンス的にはちょっと違う気もする。ええと、可愛いところか……。

『笑った顔』

　俺はそう答える。

　ほとんど間を置かずに返事が返ってきた。

『褒め方の下へ手たな男の子はすぐに笑顔とか答えるらしいぞ』

『まさかのダメ出しだと……』

『もっとこだわりを。情熱的に』

　裕子は『もっと熱くなれよ！』というスタンプを送りつけてきた。しかもアニメーション付きのボイススタンプ。図書室で再生してしまったから他の生徒に睨にらまれたじゃんか。

『なら熱弁してやるが、花楽が俺に向ける笑顔はすごいぞ。天使のそれだぞ。楽しそうなときは目がキラキラ輝いて見えるし、頬ほおなんてつねにぷっくりしてて可愛い。でも一番可愛いと思う笑顔は優しげに微笑ほほえんでるときので、年下のくせに妙に大人っぽさを感じるときがあるっていうか、ドキリとさせられることがあるんだよ。たまに』

　たっぷり長文を送りつけて、おまけに『どやっ』というボイス付きのドヤ顔アニメキャラスタンプも添える。この前、裕子にプレゼントしてもらったやつだ。

　その後に、

『あと、肩』

　と短く送信した。

　……送信してすぐ、真顔になった。

　いや、なに送信してんの俺。

『肩？　肩ってどういう意味？』

　裕ゆう子こからの言及に、俺は『なんでもない。お願いだから忘れて』と返した。
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　図書室を出る頃には、すっかり夕焼け空だった。

「……エルステって難しい」

　人影のない廊下を一人で歩いていた。誰もいないのをいいことに、ちらちらスマホを見ながら。画面上に出ているのは、もちろんエルステだ。

　現在の俺と花か楽らの相性度は、55％。

　ルナが何かしてくれたおかげで上昇した５％に加え、なぜか凛り珠ずや裕子とトークし終えたあとも２％上がっていた。花楽の好きなとことか可愛かわいいとこを挙げまくったのがよかったのだろうか？

「とはいえ、まだこれからだよな」

　55％という数字は、珍しい数値ではない。

　ぜんぜん会話しないクラスメイトでもこれくらいの相性度の奴やつはいるし、最近の女子の間では『付き合うなら絶対、相性度80％以上！』というのが共通認識のようだ。また、相性度アップを目指していると60％あたりに壁があるとも聞いたことがある。

「なんかこう、相性度が一気に上がるような劇的なイベントがあれば──」

　たとえば、運命の出会いとか。

　そんなことを考えながら歩いていたら、見覚えのある踊り場にたどり着いていた。

　ここは……花楽と出会った場所だ。

　相性度95％以上の人物との巡り合いを知らせる鐘の音──『運命の出会いベル』が初めて鳴り響いた、思い出深い場所。先ほど考えていたような劇的なイベントが起こった場所といえる。

　ふと見上げると、そこに、可愛らしく腰を下ろす影があった。

　階段の途中に内股で座るその姿は──

「花楽」

「ぴゃい！」

　俺が呼びかけると、花楽はびっくりした様子で手に持っていたスマホを落としてしまう。

　階段を滑るように落下してきたそれを拾い、手渡してやった。

「せ、先輩!?　なぜこんなところに」

「こっちのセリフだよ。高等部の校舎だぞここ」

「そ、そういえばそうでしたね。気づきませんでした」

「気づきませんでしたって……ここ、俺たちが初めて会った場所だぞ？」

　とぼけている風だったので、ずばり指摘してみた。

　意味もなくこんな場所に来るはずがないのだから、花か楽らも過去を懐かしんで──もしくは何かを求めてここを訪れたのではないかと、期待した。

「べ、別に深い理由はありません。気の向くままに散歩していたら、ここにたどり着いたというだけです。いえ、それだと本能がこの場所を求めていたみたいな……？　やっぱりなんでもありません！」

　どうやら期待どおりだったらしい。

　まあ……かといってあの日のように運命の出会いベルが鳴ることはないのだが。

「わたくし、もう帰らなきゃなので！　失礼します！」

「花楽！」

　慌てて立ち去ろうとした花楽を呼び止める。

　急いでいたわりにはピタリと止まってくれて、俺は一安心した。

「……あのさ。一緒に帰らないか？　最近エルステではよく話すけど、直接会って話すことは少なかったし」

「……ですね。はい。わかりました」

　以前のように、とびきり嬉うれしそうな表情を見ることは叶かなわなかったが。

　本当に久しぶりに、花楽と下校することになった。





　　　　◇　◇　◇






　そうして二人、駅までの道のりを並んで歩くのだが。

「…………」

「…………」

　会話がなかった。

　花楽は前を見て歩かないと危ないというポリシーのもと、律儀なほどの正面向きで歩を進める。横にいる俺はおばけか何かとでも思っているのか、ちらりとも見てくれない。

　俺も俺で、何を黙り込んでいるのだろう。

　話したいことなんて山ほどあったはずなのに。エルステでは相性度を意識するあまり自然な会話ができていなかったから、むしろいまは楽に話せるはずなのに。

「……あのさ」

「…………」

　反応がない。聞こえていないのか、聞こえていないフリをされているのか。

　俺がたまらずため息をつくと、

「先輩」

「はい！」

　意外にも、花か楽らから声をかけてきた。

　俺は驚きすぎてつい大声を上げてしまい、花楽に怪け訝げんな顔をされてしまう。

　こほん、と咳せき払ばらいしてからあらためて。

「なんだ？」

「……先輩、最近わたくしによく話しかけてくれますよね。エルステで」

「う、うん」

「以前は、わたくしから話しかけるのがほとんどだったのに。なぜですか？」

「なぜって……」

　訊きくか？　それ。

　自分でもけっこう露骨に相性度アップを狙っているとわかっているから、花楽はとっくにこちらの意図に気づいているものだと思っていた。

　いや、たぶんそれは正解なのだろう。

　これは、わかってはいるけれども言葉での答えが欲しいというニュアンス──なら正直に言おう。

「花楽との、相性度を上げたい」

「……繰り返しになりますが、なぜですか？」

「前みたいに、花楽に笑ってもらいたいからだよ」

「人のことをそんな、感情のないアンドロイドみたいに言わないでください」

「落ち込みっぱなしの顔してよく言うわ」

　意地悪く返されたので、こちらも意地悪く返す。

　それからまたしばらく、無言。

　花楽は俺の真意が知りたかったみたいだけど……きちんと伝わっただろうか。

　ルナのアドバイスには、『相手がバイタリティ高めなら話し方はもっと情熱的なほうがいい』とあった。情熱的な話し方ってなんだよと思いながらも研究したものだ。そしてまだ精進が足りない。

「花楽──」

　今度は俺から話しかけようとして、




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




　不意に、結婚式で聞くような鐘の音が鳴り響いた。

「運命の出会いベル……!?」

　聞き覚えのある電子音に、二人してハッとする。

　そのベルの音は確かにスマホから奏でられていて──しかし俺たちのスマホではなかった。

　道の途中、スーツ姿の女性と犬の散歩をしていた男性が、共にスマホを突き合わせながら照れた表情でお見合いしていた。

　歩いていたら偶然、見知らぬ人との運命の出会い。

　滅めつ多たにある光景ではないが……俺たち自身、体験したことのある出会いだ。

　花か楽らは通りがかった者として、二人に祝福の拍手を送る。俺もそれに倣ならって拍手をした。二人は照れくさそうに会釈をして、リードに引かれたワンコがやたら嬉うれしそうだった。

「素敵ですよね」

「だな」

　短く感想を言い合って、また歩みを進める。

　文ふみ樹き坂ざか学園から駅までの道のりは、そんなに遠くない。だから無駄口を叩たたかず寄り道もしなければ、あっさり着いてしまうのだ。

　駅前に立って、後悔する。

　寄り道しておくべきだった。まだ話すべきことを話せていないような気がする。いまから誘っても大丈夫だろうか。丁重にお断りされそうな気もする。

　それでも俺は、

「あのっ、先輩！」

　駄目元で声をかけようと思った矢先、花楽に先手を打たれた。

　てっきり「さようなら」の一言が続くかと戦々恐々としていたのだが、

「明日、一緒に行っていただきたい場所があるんです。あまりお時間は取らせませんので……付き合ってはもらえませんか？」

　飛び出したのは予想もしていなかったお誘いで。

　俺はがっつきすぎと思われるくらいの即答でオーケーした。
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　お誘いを受けた次の日は、休日。

　午後からの待ち合わせだったのだが、指定されたのは降りたことのない駅だった。

　地元からはそれなりに電車に乗るが、まあギリ近場といえる距離。降りたことはないが何度か通ったことはある。具体的に何があるかと訊きかれても答えられない、そんな街。

　改札前で待っていると、花か楽らが姿を見せた。

「こんにちは、先輩」

　対面した花楽の服装には、見覚えがある。

　白いカットアウェイショルダーのブラウスに、ネイビーのスカート。

　嫌なことを思い出させるかもと一瞬悩んだが、俺は気づいたままを指摘する。

「それ、あのときと一緒の服だな」

「あのとき？」

「誕生日にデートしたとき」

　反応が怖かったものの、花楽は予想外に驚いた表情を見せ、柔和に微笑ほほえんでくれた。

「覚えててくれたんですね」

　……かなり久しぶりに、花楽の笑った顔を見た気がする。

　俺はそれだけで嬉うれしくなってしまい、来た甲か斐いがあったと早々に達成感を覚えた。

「それで、今日はどこに行くんだ？」

「ご案内します。ついてきてください」

　花楽の先導で駅を出る。

　駅前にはあまり大きな施設もなく、小さな書店やファストフード店、コンビニとスーパーマーケットを見かけるくらい。あとは歯医者とかで、少し歩くと住宅街。いたって普通の街という印象だった。

「駅からしばらく歩きます。到着するまで、わたくしの昔話を聞いてくださいませんか？」

「ん。喜んで」

「ふふっ、ありがとうございます。最近の先輩って、エルステだと格かつ好こつけた言葉遣いが多かったですけど、やっぱりリアルの先輩はしっくりきますね。ちょっぴりシャイで、少しだけぶっきら棒で」

「茶ちや化かすなよ。自覚はあるから」

「はーい、ごめんなさい」

　今日の花楽はずいぶんと楽しげだ。まだ元通りとは言えないが、話していて安心する。

　周囲には住宅が並んでおり、不思議と道幅が広い。建物も豪華だし、ひょっとして高級住宅街ってやつだろうか。ますますどこに連れて行かれるかわからない。

「昔話というのは、わたくしがエルステを信奉するようになったきっかけについてです」

「きっかけ？　たしか……恋のキューピッド役として活躍していたけど上をいかれて、リスペクトするようになったとかって話だっけ。恋をする口実を与えてくれるところに感銘を受けたとか」

「だいたいそうなんですけど、実はもっと具体的なエピソードがあるんです」

「へえ、興味あるな」

「……ご近所に、すごく仲良しのお姉さんがいまして」

　花か楽らは歩調を緩めながら、訥とつ々とつと語りだす。

「男運がないと言いますか、恋れん愛あい下べ手たな人でした。男性とお付き合いしてもすぐに浮気されたり、フラレたり、とにかく長続きしないんです。しだいに出会いにも恵まれなくなって、まだ小学生だったわたくしによく泣きついてきました。『助けて！』って」

「そのお姉さんって、歳としは？」

「ええと、当時は二十五歳でしたかね」

「小学生に泣きつく二十五歳……」

「恋のキューピッドとして鳴らしたわたくしも、さすがにお手上げでした」

　わざとらしく嘆息する花楽だったが、その口元ははっきり緩んでいた。まるで楽しい思い出を語るみたいに……いや、実際に楽しい思い出なのだろう。花楽にとっては。

「でも、エルステを使い始めたら事態が好転しまして。その人、お仕事はウエディングプランナーをやっているんですけど」

「ウエディングプランナー……ってなんだっけ？」

「結婚式をプロデュースするお仕事です。ブライダルコーディネーターなんて風にも言いますね」

「ああ。なんとなくイメージできた」

「その人が、お仕事でご友人の結婚式をプロデュースすることになったんです」

「……なんだか複雑そうな想おもいを察するんだが」

「そこはお仕事ですから。で、式の当日ももちろん式場にいたんですが……そこで運命の出会いベルが鳴ったんです。お相手は、新郎の方の同僚さんでした」

「ご友人っていうのは新婦さんのほうだよな。ってことは、まったくの初対面？」

「はい。しかも、そのときの相性度は１００％だったんです」

　初対面で、いきなり相性度１００％。

　幸運全振りで三度の運命の出会いを経験した俺でも、そのパターンはなかった。

　それが恋に悩む女性のもとに訪れたというなら、感動もひとしおだろう。

「わたくしもその場に招待されていまして、ああ──これってすっごく素敵なことだなって、憧れるようになったんです」

「……その人、いまは？」

「ご友人と同じ場所で式を挙げて、幸せな家庭を築いていますよ」

　話し終えた花楽は、はふぅ、と息をつく。

　とても納得のいくエピソードだった。

　花楽が相性度にこだわる理由──『恋をするなら運命の出会いベルが鳴ったその人にしよう』という理想は、ここから来ていたんだな。

「そして──ここがその結婚式場です」

　話し終えてしばらく、花か楽らは歩みを止めた。

　眩まぶしいほどに白い、荘厳な建物。広い庭園には色とりどりの花が植えられ、訪れた者の心を豊かにする。門の前にはブライダルフェア開催中の看板が立てられていた。

「花楽が俺を連れてきたかった場所って……」

「はい。ここです」

「こういうところって、一般の人が入っていいのか？」

「そこにある看板のとおり、いまはブライダルフェアの真っ最中ですから。誰でも気軽に見学や体験ができますし、デートで来る人たちも多いみたいですよ」

「そうなんだ……なんか大人だな」

「それに、アポも取ってありますから。安心してください」

「アポ？」

　アポイントメント。会う約束をしている、ということ。

　その言葉の意味は、中に入ってすぐ知ることができた。

「花楽ちゃん！　来ちゃったね！」

「華か枝えさん！　来ちゃいました！」

　黒のスーツを着た二十代後半くらいの女性が、いきなり花楽に抱きついてきた。

　どうやら華枝さんというらしいその人は、話の流れから察するに花楽が話していた恋れん愛あい下べ手たなお姉さん──憧れの原因を作った人なのだろう。

「嬉うれしいなあ。ついに恋のキューピッド様が我が式場に。もう任せて！　私、全力で幸せをプロデュースするから！」

「結婚はまだしませんよ。今日は見学だけです」

「もう、わかってるって！　あ、でも将来はちゃんと私のところに相談に来てね。私、花楽ちゃんの結婚式を挙げるまでは引退も転職もしないから！」

「でも、旦那さんはいつでも辞めていいよって言ってくれてるんですよね？」

「そうなの！　彼ってば私と会える時間が少ないのが不満らしくて──あっ」

　華枝さんなる人が俺のほうを見た。

「彼氏さん！」

　超ハイテンションのまま、今度は俺の手を取って豪快に握手をしてくる。

「あなたが花楽ちゃんと相性度１００％になったという！　もうもうもう、話には聞いてます！　うちの花楽ちゃんをよろしくお願いします！」

「よ、よろしくお願いします。あ、いや、俺と花楽は──」

「そうだご両人！　さっそくだけど、結婚式体験どう!?」

　こちらの訂正を許さず、華枝さんはどんどん話を進めてしまう。

「結婚式体験って……？」

「ブライダルフェアのメインイベントで、その名のとおりカップルさんに結婚式を体験してもらおうってこと！　模擬挙式に披露宴で出る料理の試食会、音響や照明演出の確認とかいろいろあるけど、やっぱり一番のオススメはドレスの試着で──」

「あの、華か枝えさん。わたくしたち、今日は見学だけさせていただければ」

　遠慮がちに挙手した花か楽らに、華枝さんはニコリと笑う。

　よくわからないが「大丈夫。任せて」と訴えかけてくるような笑顔だ。その圧は花楽が手を引っ込めてしまうほど。これが小さい頃から仲のいい近所のお姉さんパワーか。

「このブライダルフェアはエルステも使っててね。二人の相性度に応じて試着できるドレスが豪華になったりとか特典が付くの。花楽ちゃんたちは相性度１００％だし、とことんサービスしちゃうよ？」

「それって、無料で？」

「もち！」

　思わず訊きいてしまった。華枝さんもノリノリで答えてくれた。

　俺は花楽に目め配くばせする。

　花楽は見るからに迷っている様子だったが、嫌という感じでもなく、しばらくして華枝さんに頷うなずいてみせた。

「じゃあ、せっかくなので。先輩は……ご迷惑じゃありませんか？」

　控えめな確認に、「ご迷惑なもんか」と短く返す。

　天から降ってきたチャンス、見逃すのはもったいない。

　ひょっとしたら、今度こそ──という淡い期待もあった。





　　　　◇　◇　◇






　華枝さんの同僚のスタッフさんに連れられ、俺は結婚式用の衣装を着せられることになった。

　結婚式用の衣装──つまり、新郎用のタキシードだ。色は白。

　もう着る前から「馬ま子ごにも衣装ってやつだこれ！」と脳内が騒いでいたのだが、服装だけでなく髪型もバッチリ決められ、姿見で見た仕上がりは高一の男子とは思えないくらい様になっていた。すごいわプロ。

　俺は緊張した面持ちで、結婚式場──チャペルに向かう。

　絨じゆう毯たんが敷かれた通路の両脇に長い椅子が置かれ、奥には学校の教壇に似た講壇とかってものがあった。天井も高く、俺は誰もいない周囲を見渡して感嘆の息を吐つく。

　初めはここに華枝さんたちが立ち会って、模擬挙式を体験するという話だったのだが、花か楽らが二人きりになりたいと申し出たら親指をグッと立てて了承してくれた。

　花楽も着替え終わったらここに来る手て筈はずになっている。

　なので待つ──ものの、服装と場の空気にあてられて落ち着かない。座るのは変だよな。あそこ招待客用だろうし。新郎の立ち位置っていったら、やっぱり講壇の前か？

「というか、新郎って……新郎役やるの？　俺が？」

　流れに身を任せていたらとんでもないことになった気がする。

　でも、なんだろう。逃げ出したい気持ちは一切ないというか、いまは純粋に花楽が来るのが楽しみというか。乙女おとめチックなことを言うと、胸がドキドキしてくる。

　──ギィッ。

　扉の開く音が聞こえた。

　視線は自然と、身体からだごとそちらのほうに誘いざなわれ──そして、対面した。

　花嫁姿の花楽に。

「お、お待たせを、しました……」

　初め伏し目がちに、だけど言い終わる頃には上目遣いで、花楽が俺を見る。

　花嫁姿──純白のウエディングドレス。

　足もとまで届く長い丈。露出した肩と胸元の境界を飾るレースの生地。そして、頭部を飾るアンティーク調のベール。

　花楽はゆっくりと、それこそ入場する花嫁のように。

　新郎姿の俺のもとへ、歩を進める。

　そうやって、手が届く距離まで近づいてきたところで──

「は、はぁあああああ～…………」

　なぜか崩れ落ちた。

　蹲うずくまった体勢のまま口元を両手で覆い、感極まった声を上げる。頬ほおも紅潮していた。

「ちょ!?　花楽!?　いったいどうした!?」

「どうしたはこっちのセリフですよ……もうなんですかそれぇ……」

　花楽は赤面した顔を手で隠すみたいにして、視線だけで俺の格好のことを言う。

「先輩ってば、格かつ好こ良すぎます。いつもとぜんぜん違うじゃないですか。卑ひ怯きようです。もっと普段からそんな風にしてください」

「こ、これはプロの技がすごすぎるだけで、それを言うなら花楽だって」

「え？　あっ」

　俺がじっと見つめると、花楽は立ち上がった。

　こほん、と咳せき払ばらいしてから前のほうで手を組む。

「あの……」

　こうやって姿勢良く立たれると、純白のウエディングドレスがさらに引き立つな……。

　両腕が手持ちぶさたにもじもじしている。肩が微かすかに震えているようにも見えた。

　何かを求めている心情はありありと伝わってきて、俺は言葉を考える。

　装飾はいらない。浮かんできた想おもいをそのまま口にしよう。

「綺き麗れいだ。いままで見てきた花か楽らの中で、一番」

　年下の花楽に対しては、『可愛かわいい』と思うことが多かったが──今日だけは違った。

　俺の言葉を受け取った花楽は、再び膝を折って頬ほおを紅潮させる。

「は、はぁあああああ～…………」

「あれ!?　また!?」

「もうホント、ずるいです先輩……」

　恨めしそうな、だけどそれより嬉うれしそうな、女の子特有の微妙な表情。

　俺は手を差し伸べ、花楽はその手を取って立ち上がる。

　……本当に綺麗だ。

　立った状態で見つめ合うと、あらためて思ってしまう。きっと俺と同様に、プロの仕事でばっちりメイクされてきたに違いない。綺麗という感想を年下の、中学二年生の女の子に抱いてしまうのだからよっぽどだと思う。

　そうやって無言のままただ見つめ合っていると、

「誓いのキスでもしますか？」

「うぇ!?」

「冗談です」

　気まずさを紛らわすかのように、花楽が言った。

　ああ、ダメだな俺は。つい見み惚とれてしまって、花楽に気を使わせてしまった。

　せっかくこういう機会が訪れたんだから、為なすべきことをしよう。

「っ、花楽！　俺、花楽にずっと渡したいものがあったんだ！」

　俺はタキシードの内側に忍ばせておいたそれを取り出し、花楽に見せる。

　細長い長方形の小箱。端のほうに付けられたラッピングリボンが、それの正体を控えめに主張していた。

「本当はもっと前に……あのデートの日に渡すべきだったんだけど、タイミングを探ってたら、ほら。花楽のスマホが壊れたりして、ずっと渡しそびれてた」

「あの日……というと、もしかして」

「誕生日プレゼントだよ」

　その言葉を聞いた花楽はハッとして、また口元を両手で覆う。

　俺はすぅっと息を吸ってから、居住まいを正してこう続けた。

「かなり遅くなったけど、あらためて──誕生日おめでとう」

「い、いただけません！」

「はい!?　な、なんで!?」

「だって、あのデート自体が誕生日プレゼントだったのに！　それとは別に品物もいただくだなんて、そんな強欲になるわけには！」

「おまっ、ここで拒否はないだろう!?　あれからずっと、いつ渡そういつ渡そうって悩んでた俺の気持ちはどうなるんだよ！」

「先輩がシャイなせいじゃないですか！　プレゼントなんて会ってすぐに渡せばよいものを！　むしろ用意なんてしなくてよかったのに！」

「俺も一応、俺なりにムードとか気にしてたんだぞ!?　渡すんなら別れ際のほうが盛り上がるよなあとか！　場所は静かで二人きりのタイミングがいいよなあとか！」

「らしくないことしないでください！」

「容赦なさすぎか！　ああもう、中身開けるぞ！」

「あ、ダメ！」

　花か楽らの制止を振り切り、小箱を開ける。

　中に入っていたのは──

「ペアリングの……ネックレス」

「言っておくけど、女子高生とかがよく行くアクセサリーショップで買った安いやつだからな」

　シルバーのチェーンに、指輪と同サイズのリングが二つ重なって付いたデザインのそれ。

　ゆかりさんに誕生日プレゼントを相談したらべらぼうに高いやつをオススメされたので、俺なりに近いものを探して落ち着いた先が、このネックレスだった。

　花楽的にはどうだろう。喜んでくれるだろうか。

　戦々恐々としながら反応を窺うかがってみると──大げさにため息をつかれた。

「どうせなら本物のペアリングにしてくれればよかったのに」

「うぐっ」

「大方、候補には挙がったもののお揃そろいで着けるのは恥ずかしいので似た感じのネックレスにして誤ご魔ま化かそうとかそういう考えでしょう」

「うぐぐ……」

　大当たりとは言い難がたいが、思うところはあるので否定できない指摘だった。

　プレゼント選択ミスったかな……と後悔する一方で、「ふふっ」という笑い声が聞こえてくる。

　先ほどため息をついたばかりの花楽が、笑っていた。

「本当に……こんな、こんなことされたら……っ」

　口角を上げるだけの薄い笑み。

　しかしそれは、見る見るうちに崩れていって。

「……っ、ぐっ、えあっ、あぁ、あぁああ……」

　瞳から大粒の涙がこぼれだした。

「花か楽ら!?　なんでそんな、泣いて──」

「なんでってぇ！　すぎ、ふぎっ、ふきっ」

「杉？　蕗ふき？　え、なに？」

「好きですぅ！」

　──はっきりと聞こえてしまった。

　感情が爆発したみたいな勢いで、花楽の涙腺が決壊する。

「もう、すき、すき、すき、大好きですっ！　とにかく好きです！　こんな風になるなんて思ってませんでした！　もうやだぁ……めっちゃ好きです……先輩、好き……」

　文脈も何も意識せず、頭に浮かんだ言葉をそのまま口にするような告白。

　だけど、だからこそ、それが嘘うそ偽りのない感情なのだと伝わってくる。

「好きって、でも俺たちの相性度は──」

「そんなの、もうどうだっていいです！　相性度とか、何％でも！」

「なっ!?　いや、だっておまえ」

「初めはこうじゃなかったんです！　でも！　いまはこうなんだから仕方がないじゃないですかぁ！」

　花楽は自身のドレスを握りしめ、振り絞るように叫ぶ。

　こんなに感情的な花楽は、久しく見ていなかった。

「先輩との相性度が下がって、わたくしすっごく落ち込んで、もうこの恋も終わりかな、なんて悲嘆に暮れて……でも！　でもでもでも！　ぜんぜん冷めなかったんです！」

「冷めなかった？」

「先輩への想おもいが！　新しい運命の出会いとか、探す気にもなれなくて！　気づけば先輩との相性度を元に戻す方法ばっかり探してたんです！」

「だけど花楽、相性度が下がって一週間くらいはずっと無視して──」

「下へ手たなことして余計に下がったら嫌だなって、慎重になってたんですよぉ！　確かな方法が見つかるまでは様子見に徹しようって！　そしたらさらに下がって裏目っちゃってて！　それで、それで……」

　花楽は……俺と同じことをしようとしていたのか？

　誰にも相談せず、自分一人で抱え込んで。

　新しい恋を探すでもなく、終わった恋に縋すがり付くような真ま似ねを──そう。それがおかしい。

「おかしいですっ。わたくしは、バイタリティ全振りで、凛り珠ずさんと違って攻撃力はゼロで。こんなに執着するはずなんてないのにっ。ぜんぜん諦められるはずなのにっ。なのにっ。なのにっ」

　エルステの傾向で考えれば、バイタリティの高さは切り替えの早さにも繋つながる。特に花か楽らが求めていたのは相性度の高い運命の相手なのだから、いつまでも相性度の下がった俺との関係を引きずる理由はない。

　実際俺は、既読スルーされまくっていた一週間は愛想を尽かされたのかと思っていた。だけどどうやらそれは違うみたいで、そう思えたからこそ、ここまで頑張れた面もある。

「もう、いっそエルステなんてやめちゃおうかなって、何度も思って。でもそれだと、先輩との繋がりがなくなっちゃう気がして。どうしたらいいか、わからなくて」

　花楽はきっと……不安だったんだ。

　いままでずっと、相性度だけを追い求めてきたのに。

　そこに幸せがあると、信じて疑わなかったのに。

　それなのに諦めきれなくて──芽生えていた感情と、矛盾してしまって。

　自分の恋心と、神アプリ。

　どちらを信じればいいのかわからなくなっている。

「花楽。ちょっとごめん」

　俺は泣きじゃくる花楽の首に手を回し、ネックレスを着ける。

　チェーンの先のペアリングは花楽の胸元で輝いて、ウエディングドレスにもよく合っていた。

「ん。似合ってる」

「せ、先輩……」

「もらってくれよ。頼むから」

　俺はスマホを取り出し、エルステを起動させる。

　未熟な俺が何か言ったところで、きっと花楽は安心なんてできないだろう。

　頼るのは、やっぱり神アプリだ。

　花楽の不安を解消させるのに必要なもの──それを打ち込みながら、言葉も紡ぐ。

　これは、ただ単純に俺が言葉で伝えたかったから。

「俺、年上のくせに恋愛のこととかぜんぜんダメでさ。今回のことでも、らしくないこといっぱいしたと思う。エルステのトークとか、変だったよな？」

「変……でしたけど」

「ははっ。やっぱねー」

「変でしたけど……おもしろくて、好きでした」

「褒め言葉かそれ？」

　エルステで『聞いてほしい』と短くメッセージを送る。

　受信音は花楽の腰のあたりから聞こえてきた。最近増えているらしいポケット付きのウエディングドレス。花か楽らならきっとスマホも持ってきてくれると信じていた。

　花楽は画面を一いち瞥べつして、また俺のほうを見る。

「だけど花楽。これだけはわかってほしいんだ。俺は、おまえのことが見過ごせなかった。落ち込みっぱなしで、笑顔でないおまえが、見ていられなかった」

「先輩……」

「もう一度、花楽の笑顔が見たいと思った。だから勝手かもしれないし、無責任かもしれないし、あるいは逆に冷めるかもしれないけど……やりたいようにやらせてもらうよ」

　スマホに出ているのは、エルステのトーク画面。もちろん相手は花楽だ。

　俺はそこに、ずっと考えていた文言を打ち込む。

『もう一度、俺と相思相愛になってください』

　──想おもいを伝えて、受け入れられる。

　ルナの言うような、エロいこと──ではないが、けっきょくこれが相性度を上げる一番の近道だと思った。

　花楽は唇を真ま一いち文もん字じに結び、画面を確認している。

　そして、普段よりもゆっくりと、一字一句確認するような慎重さで、文字を打ち込む。

　俺のスマホが受信音を鳴らした。

『わたくしも、もう一度先輩と相思相愛になりたいです』

　息が詰まる。

　期待していたとおりの返信が、とてつもなく嬉うれしくて。

「花楽っ──」

　自分でも何を口走ろうとしたのかわからない。自然と呼びかけていた。

　目と目が合って──




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




　鐘の音が鳴り響いた。

　ここは結婚式場で、音も結婚式で聞くようなそれだったけれど、奏でているのはチャペルの鐘ではなく、お互いのスマートフォンだった。

　相性度95％以上の人物との巡り合いを知らせる、運命の出会いベル。

　俺と花楽が初めて会ったときにも鳴ったその音色が、こうやってまた聞こえてきた。

　二人とも、もしかして──と相性度を確認する。

　示された相性度は、97％。

　俺たちにとっては、ある意味１００％よりも思い出深い数値だ。

　相思相愛とはいかなかったが……俺たちの相性度は、いまのやり取りで飛躍的に上昇した。出会った当初の、始まりの数値に。

「……スタートラインには戻れたかな？」

「っ、もう」

　花か楽らは感極まった様子で、目元の涙を指で拭う。

　それでも拭いきれなくて、俺の胸に抱きついてきた。

　メイクしたときに香水でも付けたのか、ふわっとした花の香りが漂ってきて。

　花楽は懸命に、匂いを覚えさせるみたいに顔を擦こすり付けてきた。

「ちょ、花楽。貸衣装なんだから、汚したら怒られるぞ」

「大丈夫です。華か枝えさんはわたくしに甘いですから」

「悪ガキめ」

「子供ですもの」

　こういうときは、どうしたらいいんだろう。

　振り払うのは論外として、やっぱり抱き返すのが正解だろうか。しかしそれは恥ずかしいってレベルではないので、俺は仕方なしに花楽の頭に手を置いた。

　とっさの判断だったと思う。髪もセットしてきただろうに、頭を撫なでるだなんて。子供扱いしないでください、髪が乱れるじゃないですかと怒られそうだ。

　……だけど花楽は、甘んじてそれを受け入れてくれた。

　顔は俺の胸に埋うずめられてしまっているので、表情まではわからないのだけれど。

　何分間、そうしていただろうか。

　涙もすっかり乾いた頃、花楽は俺の胸から離れて言った。

「先輩……いま送信してくれたお願い、口頭でもお返事させてください」

「返事って……」

「相思相愛になりたいという、告白に対する返事です。これってつまり……そういうことですよね？」

　いまさらになって思い出す。

　目的どおり、花楽との相性度は修復することができた。１００％ではないので完璧とはいえなかったが、花楽からは以前のような影は消えていた。

　そして、俺はルナに宣言していた──相性度が元に戻ったら、花楽に告白すると。

　彼女の気持ちを無む下げにしないように。

　相性度を上げるなら、それ相応の責任を取ると。

　順序が逆転してしまったが。

　これで相性度が上がるかもという打算もあったが。

　いま送信したメッセージがもう、告白そのものなんじゃなかろうか。

　……いや。

　ルナとの約束とか、花か楽らへの責任とかは、一旦全部棚に上げよう。

　俺にはいま、花楽に伝えたい正直な気持ちがあった。

　まずはそれを口にしようとして──




「丁重に、お断りさせていただきます！」




　しかし、花楽に先に言われてしまった。

　丁重に、お断りさせていただきます。

　言葉の意味と重みを噛かみ締めながら、俺は目の前の少女を観察する。

　会心の笑顔だった。

　ウエディングドレスとか化粧とか、泣いた後のなんともいえない色っぽさとか、様々なエッセンスがあるのかもしれないけれど……本当に、過去最高に可愛かわいいと思える笑顔だ。

「ふふっ、困った顔してますね」

「……そんないい顔でフラレるとは思わなかったからな」

「ごめんなさい。実は、先輩がわたくしとの相性度を元に戻そうと頑張っていたことは、ルナさんに聞いていたんです」

「ルナから？」
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「はい。上う手まくいったら告白するつもりだ、というところまで」

　なんと。

　心中でのみ驚くものの、別に本人には黙っておいてくれと頼んだ覚えもないので、納得はできる。そして確かにルナなら言いそうだ。ホントいまさらな気付きではあるけれど。

「ルナさんに言わせれば、涙を見せて心を奪う──っていうのもテクニックらしいですけど、あいにくわたくしはバイタリティ全振り乙女おとめなので！　ポリシーに反する告白は受けかねます！」

「いや、花か楽ら。俺は別に──」

「先輩は優しくて律儀でちょろいので、たぶんいまは一時的にわたくしのことが一番になっているのだろうと推察できます。だけど、それはきっと真実の恋じゃありません。それではわたくしが納得できないんです」

　きっぱりノーと言う花楽の表情は、清すが々すがしいくらい晴れやかだった。

　曲がりなりにもフラレているというのに……俺の心まで、引っ張られるように晴れやかになってしまう。

「それに、ルナさんを始め他にも手助けしてくれた方々がいるようなので。皆さんの善意を受けたまま抜け駆けしてしまうのは、やはりずるいです」

「それだけ花楽のことが放っておけなかったんだよ、みんな」

「甘すぎですよ、皆さん」

「その甘すぎな皆さんに配慮しているおまえもな」

「あははっ……先輩にはいつか、正々堂々、正直な気持ちで『花楽、大好き』って言わせてみせますから。覚悟ができているのであれば、引き続き攻略されてください」

　俺は頬ほおを掻かいた。

　こうまで言ってくれる女の子の存在が、嬉うれしくて、恥ずかしくて、ありがたくて、申し訳なくて、だけどやっぱり嬉しくて。

「……ああ、もう」

　いっそ抱きしめたいくらいだったが、自重する。

　代わりにしっかりと相手の目を見据え、誠実に応えた。

「こちらこそ。いつか本当の気持ちで、誰かに『好き』って言えるような男になってやるさ」

「その相手は、きっとわたくしですけどね」

　諦めなんて知らない、自信たっぷりな笑みに──俺は、心からの安あん堵どを覚えた。

[image: ]





[image: ]




　花か楽らとの相性度が戻った日の翌日。

　麗うららかな午前の時間帯に、俺は凛り珠ずと二人で住宅街を歩いていた。

「じゃあ、花楽ちゃんは翔しようちゃんの目から見てもすっかり元通り……で、いいんだよね？」

「ああ。また相性度１００％にしてみせるって息巻いていたよ」

　今日は昨日に引き続き休日なので、俺も凛珠も私服姿だ。

　昨日の件──俺と花楽の相性度が初期の数値97％に戻ったことは、あの後すぐ、協力してくれた三人に伝えておいた。いまは目的地までの道すがら、凛珠に詳細な部分を話している最中だ。

「『引き続き成長期ですから。一センチくらいまたすぐ大きくなります。そうすれば再び相性度は１００％となるでしょう』──とか言ってな。そんな簡単にいくかよって」

「……やっぱり胸なんだ」

「待って。いまのは花楽の見解で、そこに俺の意思は存在していない」

「本当に？」

「本当だってば！」

「ふうん。そういえば翔しようちゃん、花か楽らちゃんの肩に夢中らしいもんね」

「はあ!?　誰がそんな──いや本人しかいないか！」

「翔ちゃんのヘンタイ」

　そう言ってそっぽを向く幼なじみ。

　なんか今日はやきもちの焼き方がいつもと違う気がする。『ムキーッ！』と対抗する感じでなく『つーん』と拗すねる感じというか……あっ。

　いまさらになって気付かされたが、今日の凛り珠ずの服、肩の部分が開いている。

　花楽から俺が肩好き（真偽はともかく）という情報を得ているのだとしたら……意識してくれている、ということなのだろうか？

「凛珠……おまえって、本当にこう……」

「なに？」

「……言葉にできない」

「ええっ。なにそれ？」

　可愛かわいい。率直にそう思ったが、ここで正直に言うのは負けな気がした。

　俺は表情を見せまいと、おもむろに前を歩く。

「翔ちゃん」

　凛珠はそんな俺の背中に向けて、声を放った。

「もし。もしもの話ね。花楽ちゃんが翔ちゃんの告白を受けてたら……翔ちゃんはどうしてた？」

　……どうしていたんだろう。

　少なくとも「花楽に元気が戻ったからこれで解決だな！　相性度も１００％に戻ったわけじゃないからルナとの約束もなしで！」とか軽薄な言動を取るつもりはなかった。

「そりゃ嘘うそつきにはなりたくないし、付き合ってた……と、思う」

　あのときの俺は、間違いなくそのつもりでいた。

「だけど」

　そう、だけど。

「ちゃんと花楽の彼氏になれたかどうかって訊きかれたら……自信ない」

　あの想おもいが初恋を捨てられるほどのものだったのかどうかは──自信が持てないのだ。

「どういうこと？」

「花楽に笑顔を取り戻させるためなら、なんだってしてやりたい。そう思っていたのは本心だよ。それが叶かなうなら、喜んであいつと付き合おうって、そう思えた。だからああまで言ったんだ」

　何をおいてもやり遂げたい。花か楽らを幸せにしてやりたい。

　──本当に？

　それは、最愛の幼なじみをまた泣かせてもいいくらいの覚悟があったのか？

「花楽が言うには……それは俺が優しくて、律儀で、ちょろいだけで。真実の恋じゃないとまで言われた。それが、恋愛経験のない俺にはやっぱよくわかんなくてさ。まあつまりは、恋人になるには資格不十分ってことだったんだと思う」

　俺は凛り珠ずの返事を待つ。なんとなく、振り返って表情を読むのはためらわれた。

　しばらくして、声が聞こえてくる。

「……だから、自信がない？」

「ああ。続いてたかどうかも……花楽のこと幸せにできたかどうかも、わからない。そう考えると、俺にはやっぱまだ誰かと付き合うとか早いんだなって」

　自じ嘲ちよう気味に笑っても、返ってくる笑い声はない。

　訪れたのは素直に喜ばしい結末だったが、個人的には課題の残る内容だった。そんな心持ちで、昨日の自分を振り返る。よく言う女心ってやつより、自分自身の恋心のほうがよっぽどわかりづらかった。

「──なら、付き合ってみない？」

　ふと。

　幼なじみの真面目まじめな声音が、俺の背中をノックする。

　反射的に振り返った。

「翔しようちゃんが、いつか誰かと……立派な恋人同士になるために。練習で」

　凛珠は目を背けず、まっすぐな眼まな差ざしでそう続けた。

「それは──凛珠と？」

　わかりきっていることを確認する。

　凛珠はこくりと頷うなずき、また俺を見つめてくる。

　見ていると吸い込まれそうな、夜の湖のような瞳だった。

「うん。凛珠……凛珠……」

　しかし。

　その湖はやがてぐるぐると渦を巻き、魚が泳ぎ始める。

　幼なじみの様子がおかしい。

「凛珠？」

「凛り珠ず夢むちゃん！」

　唐突に、知らない名前を叫んだ。

「え？　誰？」

「も、もうヤダなあ！　忘れちゃったの？　私の双子の妹で、翔ちゃんと相性良かった子！　ほらほら、夏休みのとき河川敷でちょっと話した！」

　凛り珠ずはへらっとした表情を作って、俺の記憶に問うてきた。

　夏休み、河川敷──忘れもしない。凛珠との相性度が一時的に１００％になったときのことだ。思い出した。思い出したけど、生きてたのかその脳内設定。

「ああ～。ん……あれ？　俺はしっかり覚えてるけど、たしか凛珠はそのあたりのこと忘れてたんじゃなかったっけ？　プチ記憶喪失とかで」

「つ、つい最近！　つい最近思い出したんだあ！」

「え、じゃあ俺と抱き合ったこととかも──」

「なんのことかなー？　わからないなー？」

「なんだか覚えてる記憶に矛盾があるような……」

「と、とにかく！」

　この幼なじみ、誤ご魔ま化かし方がヘタクソすぎる。

　さりとてこのままゴリ押しで話を進めたいようなので、俺は追及をやめた。

　凛珠は顔を真まっ赤かに染め上げながら、上目遣いにこっちを見る。

「凛り珠ず夢むちゃんにはあとで私から伝えておくから……っ。私のこと、凛珠夢ちゃんだと思って。その、返事……ちょうだい」

　練習で、お付き合いしませんか。

　似たようなことは、過去に何度か言われたことがある。

　だが毎回のごとく、凛珠は「やっぱり冗談！」と言って逃げてきた。

　今度はどうだろう。

　見慣れた赤面に、弓のように引き絞られた唇、力強く握られた両拳。

　なんとなく、本当になんとなくだが、今日の凛珠にはいつもと一味違う覚悟のようなものが窺うかがえた。

　頑張ってるように、見えた。

　だから俺は──

「家の近くでなにやってるの？」

　背後から声をかけられる。

　咄とつ嗟さに振り返ると、そこには私服姿の裕ゆう子こが立っていた。

「ゆ、裕子!?」

「なんで!?　どうして!?」

「コンビニ帰りだぞ」

　めちゃくちゃ驚いている俺たち二人に対し、裕子はさらっと言う。

　その手には確かによく見るコンビニのレジ袋があり、この出会いが偶然であることを示していた。

　なんてタイミングだとは思いつつも、おかしくはない。

「思ってたより早かったね。まだかかると思ってたから、ちょっと買い出しに出ちゃってたところ。すれ違いにならなくてよかったぞ」

　だってここは、裕ゆう子この家のすぐ近くなのだから。





　　　　◇　◇　◇






　早朝。俺と凛り珠ずは、裕子に電話で呼び出されたのだ。「二人で来て」と。

　しかも、スマホではなく家電。そもそもそれくらいエルステで伝えれば済む話なのに、なぜかわざわざ電話だった。

「それで、今日はなんの用で家に呼び出したんだ？」

　俺と凛珠は裕子の家にお邪魔し、居間に並んで腰を下ろす。

「二人に伝えたいことがあって。直接会って話したかったから、ご足労いただきました」

　裕子も向かいに座り、間に挟んだ卓袱ちやぶ台だいにお茶を置いてくれた。

　温かいほうじ茶がじんわりと喉を潤し、凛珠と二人して至福の顔になる。

　で、それはそれとして本題だ。

「会って話すのはいいんだけど、おまえ昨日からスマホの電源切りっぱなしだろ。エルステで連絡できないから不便だったぞ」

「いったいどうしたの？　もしかして、花か楽らちゃんみたいにスマホ壊れちゃったとか？」

「ううん。理由があって、自主的にオフにしてた。いま電源入れるから」

　裕子はそう言って、あっさりスマホを取り出してみせた。

「本当はもっと早くに知らせるべきだと思ったんだけど、花楽ちゃんの件でごたごたしてたし、そっちが落ち着いてからのほうがいいと思ったから」

　言いながらスマホを操作し、すぐに電源をオンにしたようだ。




　リンゴーン♪　リンゴーン♪




「……は？」

　その様子を見守っていたら、突如。

　聞き覚えのありすぎる鐘の音が響き渡った。

　俺のスマホと──たったいま電源が入れられた、裕子のスマホから。

「というわけで」

　裕子がスマホの画面を見せてくる。俺も自分のを確認した。




『相性度１００％　友とも柳やなぎ翔しようさん──佐さ伯えき裕ゆう子こさん

　おめでとうございます。お二人は幸せ間違いなしの相思相愛です。お幸せに！』




　……過去に二度、俺のスマホはこのお祝いメッセージを表示させたことがある。

　一回目は凛り珠ずで、二回目は花か楽らだった。

　そして現在、三回目──相手は裕子。

　俺たちの相性度がいつの間にか、本当にいつの間にか──最大値の１００％になっていた。

「な、なんで……っ！」

　声を発したのは隣の凛珠である。俺のスマホを覗のぞき込みながらひたすら驚きよう愕がくしている。

　一方の裕子は落ち着いた様子で、

「たぶん、花楽ちゃんを元気づけるために翔くんにいろいろアドバイスしてたから。わたしらしくもなく、恋愛の話とかいっぱいしたし。だからだと思う」

「まさか、師匠……！　師匠も花楽ちゃんみたいにおっぱいが大きく──」

「話を聞くのじゃ弟子よ」

「だってぇ！」

　凛珠は花楽の例を参考に、バストアップが原因と考えたらしい。

　本人の様子を見るにそれは違うみたいだが……いや、原因なんてこの際どうでもいい。そもそも花楽のときだって本当にバストアップがキーだったかは定かではない。

　重要なのは、俺と裕子の相性度が上がったという事実のみ。

　やきもち焼きの幼なじみは案の定、「ふえーん」という声が似合いそうなほどの涙目になっていた。

　そして俺はというと、

「マジか……いやマジか……」

　外見静かに、しかし内心とてつもなく狼狽うろたえていた。

　ただでさえ、花楽への気持ちについて考えていたばかりなのに。そんな状況下でこの現実は受け入れがたい。打ち明けるタイミングを配慮してくれた裕子には感謝だが、一晩じゃぜんぜん足りなかった。

「そして翔くん。畳み掛けるようで悪いけど」

「は、はい！」

　つい居住まいを正して反応してしまう。気づけば俺、正座になっていた。

「勢いに任せて言わないと、わたしの決心も鈍りそうだから。このまま言わせてもらうぞ」

「な、何を……？」

「わたしと、お付き合いしてください──婚約の前に」

　…………。

　数秒、時間が止まってた。

　それは、いろんな意味で予想外の告白で。

　飛び出した言葉がそうなら、口にした裕ゆう子この表情すら予想外で。

　あのメンタル全振りのポーカーフェイスが──攻撃力全振りの誰かさんみたいに、恥ずかしそうに赤面していたのだ。

　もう、耳や首まで真まっ赤かっ赤かで。

「裕子ちゃんの目的は、翔しようちゃんとの婚約だったんじゃ……？」

　何も言えないでいる俺の代わりに、凛り珠ずが訊きく。

「そのとおりだぞ。だけど、それだけじゃ嫌だなって、みんなを見てたら思い直した」

　裕子が答える。

　みんな。みんなって誰だろう──花か楽らや、ルナや、凛珠のことだろうか。

「……ううん。それは言い訳。照れ隠し。本当は、翔くんを見てたら」

　恋こい敵がたきのこと──ではなく、恋の標的である俺自身。

「翔くんと接するのは、楽しいから。もっと、みんなが目指すみたいに……恋人っぽく、イチャイチャしてみたい。そう思い直したから、交際を申し込むことにしたんだぞ」

　これまでの裕子のスタンスは、最終的に婚約してくれるなら別に交際はしなくてもいい、途中で誰と付き合おうが構わない、そういう泰然としたものだった。

　それなのに。

　どんなきっかけがあって、そんな、一人前の恋する乙女おとめみたいな考えに至ったんだ。

「……っ。なあ、裕子。それはわかったけど、どうして」

「裕子ちゃん。あの、じゃあ私は」

　発言しようとして、凛珠と言葉が被かぶってしまった。

　お互いに目線を交わし、発言権を譲り合う。俺が先に続けることになった。

「どうして凛珠も呼んだんだ？　二人で来て、とか」

　告白についてはまだ答えがたいので、まず疑問を氷解させようと思った。

　おそらく凛珠も同じことを質問しようとしたはずだ。

　裕子は耳や首周りの紅潮はどこへやら、赤面などなかったかのような冷静な面持ちで、答えを口にする。

「だって、翔くんがいま一番好きな女の子って凛珠ちゃんでしょ？」

　────なっ。

　俺も凛珠も、口を開けて絶句する。

　さも当然と言わんばかりのご指摘に、虚を突かれた。

　裕子は淡々と言う。

「わたしは、花か楽らちゃんとは違うやり方を選ぶ。翔くんではなく、凛珠ちゃんを攻略する。それが勝利の絶対条件だと考えたから」

　勝利を渇望するような熱い眼差しが注がれる。

　俺も凛り珠ずも、どう反応したらいいのかわからず……二人並んで、物言わぬ石像と化した。

　そんな俺たち二人を見て、裕ゆう子こはため息をつく。

「ところで、エルステって相性度が１００％になるとお祝いまでしてくれるんだね。このメッセージに感激して、最初見たとき十回くらいスクショしちゃった」

　言いながらスマホを操作し、俺たちの前に翳かざして見せた。

　エルステが起動しているその画面には、先ほど俺のスマホに表示されていたものと同一のメッセージが示されており──裕子が声にして告げる。




「翔しようくん。神アプリ曰いわく、わたしたち相思相愛らしいぞ？」
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あとがき




　お久しぶりです。真ま野の真ま央おです。

『神アプリ曰いわく、私たち相思相愛らしいですよ？』二巻をお届けします。

　おかげさまで皆様とまたこうしてお会いできましたこと、とても嬉うれしく思います。




　いきなりですが一巻製作時の裏話をします。

　企画が順調に進み、いざ原稿を書かんという段階になって、当時の私は「さて、作中の開始時期はどのあたりにしようか？」という壁にぶつかりました。

　やはり現代日本を舞台にした学園モノですから、こういうのは新生活が始まる四月、もしくはそれからある程度経たった五月、六月あたりがいろいろやりやすいのですが、そういった事情とは別に『季節感』を大切にしたい気持ちもあります。

「このペースなら刊行は夏か、それより少し前……よし！　作中の時期もそれに合わせて、六月あたりから夏にしよう！」と、カレンダーとにらめっこしながらせっせと海水浴エピソードを書き、一巻を六月末に刊行することに成功したのでした。

　しかし当時の作者は知る由もなかったのだ……まさか二巻になっても作中の季節がまだ夏で、それなのに刊行が冬になるということを……！　季節感……まさかの真逆……っ！

　というわけで、これを冬に読む方にも夏に読む方にも、もちろん春や秋に読む方にだって、皆様に等しく「水着ヒロイン可愛かわいい」や「夏服ヒロイン可愛い」を提供できているといいな、と願っております。

　内容についてもう少し触れますと、花か楽ら回です。一巻あとがきで「ヘタレ幼なじみ可愛い」とか書いておきながら挑発小悪魔系後輩キャラ可愛い回でした。でもヘタレ幼なじみの逆襲ゲージを溜める回でもありました。

　続きまして、謝辞を。

　あずーる様、一巻に引き続き素敵なイラストをありがとうございます！

　二巻では一巻とはまた違ったキャラクターたちの一面が見られて、自分の中の神アプリワールドが広がった気がします。カバーの花楽を初めて見たときは「大おお町まち、おまえっ……そんな顔をするのか……っ！」と後輩女子に挑発された先輩男子のような思いでした。

　担当編集のＭ様。今回も様々な面でお力添えをいただき、ありがとうございました。毎度レスポンスよくて非常に助かっています。今後もよろしくお願いします。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。出版や販売に携わってくださった皆様。おかげさまで無事にシリーズ二巻を出すことができました。いつもありがとうございます。

　そしてなにより、この本を手に取ってくださったすべての皆様に最大限の感謝を。

　それでは、またお会いしましょう。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『水着に着替えるその前に』





　それは、アクアージュの女子更衣室での出来事。

「翔ってば、いまごろ裕子ちゃんの水着がどんなか想像しながら着替えてるんだろうなー」

　なんて言いながら、あたし──石動ルナが下着姿になると、すでに下着姿になっていた隣の裕子ちゃんは、なぜか腕を組んでこちらを凝視していた。

「……ええと、裕子ちゃん？　さすがのあたしも、着替えの最中にそんなに見つめられると恥ずかしいかなーって」

「ルナちゃんって、スタイルいいよね」

「ありがとう。お着替えシーンのお約束みたいなセリフを言うね、君は」

　褒めてくれるのは嬉しいけど、その良スタイルを観察する視線に遠慮がない。

「それに、下着も可愛い」

「これまたありがとう。裕子ちゃんのも可愛いよ。白、似合ってる」

　ちなみに今日のあたしの下着は薄い水色で、花柄のレースが入ってるやつ。

　裕子ちゃんのはシンプルに白一色だけど、これがまたお世辞でもなんでもなく本当に似合ってる。水着はグリーン系みたいだけど、白も似合うと思うなあ。

「…………（じー）」

　それはそれとして、眼力がすごい。

　なんだろう。武の求道者が達人の動きを見て技を盗もうとしているような真剣さを感じる。我ながらよくわからないたとえだけど。浮かんできたんだから仕方がない。

「なんだったら、今度一緒に下着買いに行ったりしちゃう？　ルナちゃんも年頃の女子高生ですので。おすすめできるお店とかブランドとかあるよ」

「本当？　実はわたし、そういうのに疎くて。相談できる友達とかもいないから、とても助かるぞ」

「裕子ちゃんのそういう努力を怠らない姿勢、好きだなあ」

　もっと言えば、相手を見て自分にない良いところを吸収しようとする姿勢。

　こちらとしても、同盟を結んだ甲斐があるってものです。

　……案外、花楽ちゃんより裕子ちゃんのほうが強敵になるかも？

「ま、いっか。それはそれでおもしろいし」

「なにが？」

「こっちの話。さ、早く着替えちゃお。あんまり待たせると、翔が他の水着美女に悩殺されてどっか行っちゃうかも」

「そしたらあたしとルナちゃんで悩殺し返すから、心配無用だぞ」

　味方でいる間はすごく心強い。あたしは心底そう思いながら、着替えを再開した。
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